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概要

				本書では、Red Hat Satellite 6 でのコンテンツの管理に関するエンドツーエンドシナリオを提供します。これらのコンテンツには、RPM ファイル、ISO イメージ、Puppet モジュール、コンテナーイメージなどがあります。Red Hat Satellite 6 は、アプリケーションライフサイクル全体でプロモートされた一連のコンテンツビューを使用してコンテンツを管理します。本書では、それぞれの組織に合わせたアプリケーションライフサイクルとライフサイクル環境内でホストの状態に合致するコンテンツビューの作成方法について説明します。これらのコンテンツビューは、Red Hat Satellite 6 環境でホストをプロビジョニングおよび更新する基礎となります。
			






第1章 はじめに




			システム管理のコンテキストでは、コンテンツは、システム上にインストールされたソフトウェアとして定義されます。これには、ベースオペレーティングシステム、ミドルウェアサービス、エンドユーザーアプリケーションなどが含まれます (ただし、これらに限定されません)。Red Hat Satellite 6 は、Red Hat Enterprise Linux システム向けのさまざまな種類のコンテンツを管理するツールを提供します。このため、システム管理者は、簡単に広範なコンテンツを収集したり、コンテンツを最新の状態に保ったり、コンテンツを使用して新しいシステムをプロビジョニングして既存のシステムを更新したりできます。
		

			本書では、コンテンツの管理方法を示すためにエンドツーエンドシナリオを提供します。これは、Satellite Server を新規にインストールしたシステムの管理者を対象としています。
		
Red Hat Satellite 6 コンテンツ管理の概要




				Red Hat Satellite 6 のコンテキストでは、コンテンツ管理は複数のコンテンツタイプ向けの持続可能なリポジトリーを提供するワークフローを意味します。Red Hat コンテンツの場合、Red Hat Satellite 6 はユーザーに利用可能なコンテンツを認識するためにサブスクリプション情報も使用します。つまり、Red Hat Satellite 6 は以下のものを管理するコンポーネントを使用します。
			
	
						サブスクリプション管理。これには Red Hat ソフトウェアサブスクリプションと関連コンテンツを安全な接続を介して管理するツールが含まれます。これにより、組織が Red Hat サブスクリプション情報を管理する手段が提供されます。
					
	
						コンテンツ管理。これにはコンテンツをダウンロードし、カスタムリポジトリーに格納するアプリケーションが含まれます。これにより、組織は Red Hat コンテンツを格納し、さまざまな方法で整理することができるようになります。
					



アプリケーションライフサイクルの定義




				アプリケーションライフサイクルは、Red Hat Satellite 6 のコンテンツ管理機能の中心となる概念です。アプリケーションライフサイクルは、特定の段階で特定のシステムとソフトウェアがどのように見えるかを定義します。例えば、アプリケーションライフサイクルが単純な場合には、開発段階と実稼働段階のみになります。このような場合、アプリケーションライフサイクルは以下のようになります。
			
	
						開発
					
	
						実稼働
					



				ただし、より複雑なアプリケーションライフサイクルには、テストやベータリリースなどのさらに多くの段階があることがあります。
			
	
						開発
					
	
						テスト
					
	
						Beta リリース
					
	
						実稼働
					



				結局は、アプリケーションライフサイクルの段階は、それぞれの組織とソフトウェア開発方法によって異なります。Red Hat Satellite 6 はそれぞれの仕様を満たすために各アプリケーションライフサイクル段階をカスタマイズする方法を提供します。
			

				Red Hat Satellite 6 では、アプリケーションライフサイクルの各段階は環境と呼ばれます。各環境はコンテンツの特定のコレクションを使用します。Red Hat Satellite 6 では、これらのコンテンツコレクションはコンテンツビューとして定義されます。各コンテンツビューは、特定の環境に含めるリポジトリー、パッケージ、および Puppet モジュールを定義できるフィルターとして動作します。これにより、ユーザーは各環境に指定する特定のコンテンツセットを定義できるようになります。
			

				アプリケーションライフサイクルの概念は、進捗状況によって異なります。例えば、アプリケーションライフサイクルの初期段階の環境では新しい機能の開発とテストを行うために新しいリリース前のパッケージを使用することがあります。同様に、それ以降の段階の環境では、実稼働用ソフトウェアに最適な安定したパッケージのみを使用することがあります。開発中のパッケージのテストが完了したら、アプリケーションライフサイクルで開発コンテンツビューをプロモートして、実稼働環境用のコンテンツビューにすることができます。この結果、アプリケーションの開発でアプリケーションライフサイクルが進行することになります。
			
図1.1 Red Hat Satellite 6 アプリケーションライフサイクル
[image: The Red Hat Satellite 6 Application Life Cycle]



コンテンツ管理タイプの定義




				Red Hat Satellite 6 では、以下のものを含むさまざまなコンテンツタイプを管理できます。
			
	RPM パッケージ
	
							Red Hat Satellite 6 では、Red Hat サブスクリプションに関連するリポジトリーから RPM ファイルをインポートする方法が提供されます。したがって、Satellite Server は Red Hat のコンテンツ配信ネットワークから RPM ファイルをダウンロードし、ローカルに保存します。これらのリポジトリーと RPM ファイルはコンテンツビューで使用できます。
						
	キックスタートツリー
	
							Red Hat Satellite 6 は、新しいシステムを作成するためにキックスタートツリーを取得します。新しいシステムは、ネットワークを介してこれらのキックスタートツリーにアクセスしてインストールのベースコンテンツとして使用します。また、Red Hat Satellite 6 には、事前に定義されたいくつかのキックスタートテンプレートが含まれます (独自のキックスタートテンプレートを作成することもできます)。これらのテンプレートは、新しいシステムをプロビジョニングし、インストールをカスタマイズするために使用されます。
						
	ISO および KVM イメージ
	
							Red Hat Satellite 6 は、インストールおよびプロビジョニング向けのメディアをダウンロードおよび管理します。例えば、Satellite は、特定の Red Hat Enterprise Linux バージョン向けの ISO イメージおよび KVM ゲストイメージをダウンロード、保存、および管理します。
						
	Puppet モジュール
	
							Red Hat Satellite 6 では、RPM コンテンツとともに Puppet モジュールをアップロードできるため、プロビジョニング後にシステムの状態を設定できます。また、ユーザーはプロビジョニングプロセスの一部として Puppet クラスとパラメーターを管理することもできます。
						
	コンテナーイメージ
	
							Red Hat Satellite 6 は、コンテナーイメージのレジストリーとして機能することができます。これにより、Red Hat Enterprise Linux Atomic Host を使用してコンテナーを作成する方法が提供されます。
						
	OSTree
	
							Red Hat Satellite 6 は OSTree ブランチをインポートし、このコンテンツを HTTP の場所に公開できます。
						



シナリオの定義




				本書では、シナリオ例を使用して Red Hat Satellite 6 の機能について説明します。このシナリオでは、ACME という名前のソフトウェア開発会社が最近 Red Hat Satellite 6 をインストールし、その会社のシステム管理者が Red Hat コンテンツをインポートおよび管理したいとします。ACME の最終的な目標は以下のとおりです。
			
	
						組織のためにコンテンツソースセットをインポートします。これには Red Hat サブスクリプションのコンテンツと独自のカスタムコンテンツが含まれます。
					
	
						ソフトウェア開発プロセスに基づいてアプリケーションライフサイクルを定義します。
					
	
						新しい Red Hat Enterprise Linux ホストをプロビジョニングし、既存の Red Hat Enterprise Linux ホストを登録できるよう Satellite Server を準備します。
					



				本書ではコンテンツ管理のみを取り上げます。ホストプロビジョニング、環境アーキテクチャー、Satellite Server 管理などの他の機能については、Red Hat Satellite 6 シリーズの他のガイドを参照してください。
			

				本書では、Red Hat Satellite 6 Web UI または CLI ツール (hammer) のいずれかを使用する手順を提供します。Red Hat Satellite 6 とのお好みの対話方法に応じていずれかを使用します。CLI を使用しており、hammer コマンドを実行するたびに認証詳細情報を提供したくない場合は、ローカルユーザーに対して CLI 設定ファイルを作成します。
			
# mkdir ~/.hammer
# cat > .hammer/cli_config.yml <<EOF
:foreman:
    :host: 'https://satellite.example.com/'
    :username: 'admin'
    :password: 'p@55w0rd!'

EOF
重要

					本書での hammer コマンドのすべての使用箇所では、設定ファイルが使用され、認証詳細情報は省略されます。
				


				一部の CLI コマンドでは、特定のタスクを非同期的に実行するために --async オプションを使用できます。例えば、コンテンツを同期し、監視するのではなくコンテンツビューを非同期タスクとして公開できます。本書では、ユーザーが完了するタスクの進行状況を監視できるよう --async が省略されます。特定のタスクで --async オプションを含める場合は、次のタスクに進む前にタスクを完了させてください。
			

コンテンツ管理ストレージの定義




				Red Hat Satellite 6 では、Red Hat のコンテンツ配信ネットワークと同期されるコンテンツを含む RPM および Puppet コンテンツ用リポジトリーと独自のカスタムリポジトリーがホストされます。このようなリポジトリーのサイズは時間の経過とともに大きくなります。したがって、それぞれの環境に合わせて適切なサイズ要件を推定し、将来の要件を適切にスケールする必要があります。
			

				Red Hat Satellite 6 では、リポジトリーコンテンツの保存と管理が /var/lib/pulp で行われます。このディレクトリーは、スケール可能な大規模ローカルパーティションにマウントすることをお勧めします。例えば、このパーティションを作成するには論理ボリュームマネージャー (LVM) を使用します。
			
重要

					/var/lib/pulp は NFS 共有にマウントしないでください。Red Hat Satellite 6 の一部は、NFS に関する問題がある一時的な SQLite データベースを使用します。NFS 共有を使用する場合は、主要なソースコンテンツユニットを含む /var/lib/pulp/content ディレクトリーのみをマウントします。Red Hat は、/var/lib/pulp ファイルシステムに高帯域幅で低レイテンシーのストレージを使用することをお勧めします。Red Hat Satellite には、I/O を大量に使用する多くの操作があるため、高レイテンシーで低帯域幅のストレージを使用すると、パフォーマンスが低下することがあります。
				


				Red Hat Satellite 6 は、Red Hat のコンテンツ配信ネットワークからのパッケージを同期し、保存します。これには、Red Hat Enterprise Linux および他の Red Hat ソフトウェア向けのリポジトリーが含まれます。Red Hat コンテンツの推奨ストレージ要件は以下のとおりです。
			

				主要な Red Hat Enterprise Linux バージョンの実稼働フェーズ 1 の間:
			
	
						各バイナリーパッケージリポジトリーに対して最低 40GB
					
	
						各デバッグ情報リポジトリーに対して最低 80GB
					



				主要な Red Hat Enterprise Linux バージョンの実稼働フェーズ 1 の後:
			
	
						これらのリポジトリーの推定された年間増加率はバイナリーパッケージリポジトリーごとに 10GB、デバッグ情報リポジトリーごとに 20GB です。
					



				Red Hat 実稼働フェーズの詳細については、"Red Hat Enterprise Linux Life Cycle" を参照してください。
			
注記

					すべてのリポジトリーのサイズは異なります。これらの仕様は推奨にすぎず、同期を選択したリポジトリーに応じて調整する必要があります。
				


				Red Hat Satellite 6 では、ユーザーはコンテンツビューを作成できます。コンテンツビューは、特定の時点でユーザー定義コンテンツコレクションのスナップショットとして動作します。これにより、既存のリポジトリーからカスタマイズコンテンツコレクションを作成できるようになります。
			

				コンテンツビューのコンテンツの各ユニットは、/var/lib/pulp/content ディレクトリーに格納された Definitive Media Library へのシンボリックリンクを使用します。また、コンテンツビュー内の各リポジトリーには、コンテンツビューに属するコンテンツに関するメタデータが含まれます。したがって、最小の数のパッケージを使用しているコンテンツビューは少量のストレージを使用します。ただし、ストレージサイズは、複数のコンテンツビューを使用し、ビューごとに大量のパッケージを使用すると、増加します。
			

				例えば、Red Hat Enterprise Linux 7 RPM リポジトリーを使用しているコンテンツビューには 7000 を超えるパッケージが含まれることがあります。このディスク領域はシンボリックリンクの 100MB 未満になります。ただし、以下のことを考慮してください。
			
	
						このリポジトリーを含むコンテンツビューの数
					
	
						コンテンツビューごとのバージョンの数
					
	
						プロモートされたビューを使用しているライフサイクル環境の数
					
	
						キックスタートツリーやライブ CD コンテンツなどの追加コンテンツ
					



				コンテンツビューが使用するストレージの量を削減するには、以下のことを行うことをお勧めします。
			
	
						コンテンツビューの未使用バージョンを削除します。ライフサイクル環境でコンテンツビューを使用せず、再使用しない場合は、削除して使用済みストレージを獲得します。
					
	
						コンテンツビューでフィルターを使用します。フィルターは、コンテンツビューに表示されるコンテンツを制限します。これにより、ビューに必要なコンテンツのみを定義し、冗長なコンテンツを除外できるようになります。各コンテンツビューのサイズは大幅に削減されます。
					
	
						/var/lib/pulp/nodes ディレクトリーを監視します。Red Hat Satellite 6 は、コンテンツビューを構築するためにこのディレクトリーを使用します。
					
	
						/var/lib/pulp/published ディレクトリーを監視します。Red Hat Satellite 6 は、コンテンツビューを公開するためにこのディレクトリーを使用します。
					



				また、Red Hat Satellite 6 はコンテンツ管理コンポーネント向けに以下のデータベースを使用します。
			
	
						主要データベース - /var/lib/pgsql に格納された PostgreSQL データベース。ストレージの要件は、組織、環境、登録されたシステム、コンテンツビューなどの複数の要因によって異なります。
					
	
						コンテンツデータベース - /var/lib/mongodb に格納された MongoDB データベース。ストレージの要件は、Red Hat Satellite 6 環境向けのパッケージとコンテンツビューの数によって異なります。通常は、大量のストレージが使用されます。コンテンツデータベース向けに最小 10GB を予約し、リポジトリーごとに 5GB を計画します。このディレクトリーは、スケール可能な大規模ローカルパーティションにマウントすることをお勧めします。例えば、このパーティションを作成するには論理ボリュームマネージャー (LVM) を使用します。
					


重要

					/var/lib/mongodb は NFS 共有にマウントしないでください。Red Hat は、/var/lib/mongodb ファイルシステムに高帯域幅で低レイテンシーのストレージを使用することをお勧めします。Red Hat Satellite には、I/O を大量に使用する多くの操作があるため、高レイテンシーで低帯域幅のストレージを使用すると、パフォーマンスが低下することがあります。
				


章の概要




				本章では、Red Hat Satellite 6 のコンテキストのコンテンツ管理の基本的な概念について説明しました。これには、Red Hat Satellite 6 アプリケーションライフサイクルのフェーズの定義と Red Hat Satellite 6 が管理するコンテンツのさまざまなタイプが含まれます。また、本章では、シナリオ例のスコープが定義され、それぞれのコンテンツ管理のニーズを満たすストレージ要件が提供されました。
			

				次章では、組織を作成してコンテンツを保存する方法について説明します。
			


第2章 組織の作成




			組織は、所有者、目的、コンテンツ、セキュリティーレベルなどに基づいて Red Hat Satellite 6 リソースを論理グループに分割します。Red Hat Satellite 6 では複数の組織を作成および管理し、Red Hat サブスクリプションを分割して、各個別組織に割り当てることができます。これにより、1 つの管理システムで複数の個別組織のコンテンツを管理できるようになります。以下に、組織管理のいくつかの例を示します。
		
	単一の組織
	
						単一のシステム管理チェーンを持つ小規模な会社。この場合は、会社に対して単一の組織を作成し、コンテンツをその組織に割り当てます。
					
	複数の組織
	
						複数の小規模な事業単位を所有する大規模な会社 (例えば、独立したシステム管理およびソフトウェア開発グループがある会社)。この場合は、会社と会社が所有する各事業単位に対して組織を作成します。これにより、それぞれのシステムインフラストラクチャーを分けることができます。各組織にそれぞれのニーズに基づいてコンテンツを割り当てます。
					
	外部組織
	
						他の組織の外部システムを管理する会社 (例えば、クラウドコンピューティングと Web ホスティングを顧客に提供する会社)。この場合は、会社の独自のシステムインフラストラクチャーの組織と、外部の各会社の組織を作ることが考えられます。必要に応じて、各組織にコンテンツを割り当てます。
					



			本ガイドのシナリオでは、ACME は単一の組織として機能するため、目的は ACME 向けの組織を作成し、管理することになります。Red Hat Satellite 6 のデフォルトのインストールでは、Default_Organization という名前のデフォルト組織が提供されます。ただし、このシナリオでは、ACME 向けのカスタム組織を作成して、設定していきます。
		
重要

				新しいユーザーにデフォルトの組織が割り当てられていないと、そのユーザーのアクセスは制限されます。ユーザーにシステムの権限を付与するには、ユーザーをデフォルトの組織に割り当てた後に、そのユーザーでログアウトし、再度ログインします。
			

組織の作成



Web UI をご利用の場合

					管理 > 組織 に移動します。これにより、Satellite Server が現在管理している組織のリストが表示されます。
				

				新規組織 をクリックします。
			

				以下の 3 つのセクションから構成される作成ウィザードが表示されます。
			
	組織の作成
	
							以下のような組織の基本詳細情報を提供します。
						
	
									名前 - 組織の簡単な名前。このシナリオの場合は、ACME を使用します。
								
	
									ラベル - 組織の一意な ID。これは、コンテンツストレージ用ディレクトリーなどの特定のアセットを作成およびマップする場合に使用されます。文字、数字、アンダースコア、およびダッシュを使用し、スペースは使用しないでください。このシナリオではここでも ACME を使用します。
								
	
									説明 - 組織の簡単な説明 (オプション)。このシナリオでは Our example organization を使用します。
								



	ホストの選択
	
							すべてのホストには 1 つの組織が必要です。ただし、一部の状況では、ホストが孤立することがあります。例えば、古い組織を削除すると、そのホストが孤立することがあります。これらの状況では、必要に応じて、新しく作成された組織に孤立したホストを割り当てることができます。孤立したすべてのホストを割り当てる場合は すべてを割り当て を選択し、割り当てる孤立したホストを選択する場合は 手動割り当て を選択します。ACME のシナリオでは孤立したホストは存在しないはずなので、編集に進む をクリックして プロパティーの編集 セクションに移動します。
						
	プロパティーの編集
	
							このセクションでは、組織に特定のインフラストラクチャーリソースを割り当てることができます。これには、ネットワークリソース、インストールメディア、キックスタートテンプレートなどが含まれます。この画面には、管理 > 組織 に移動し、編集する組織を選択することによりいつでも戻ることができます。このシナリオでは、その他の設定は必要ありません。ただし、本書では、キックスタートツリーの同期後にこのセクションに戻ります。
						



				組織の作成後に、送信 をクリックします。
			
CLI をご利用の場合

					

# hammer organization create \
--name "ACME" \
--label "ACME" \
--description "Our example organization for managing content."

				

				これにより、最初の組織が作成されます。
			

コンテキストの設定




				Red Hat Satellite 6 でコンテンツを管理する前に、コンテキストを設定する必要があります。コンテキストは、コンテンツを使用する組織を定義します。
			
Web UI をご利用の場合

					コンテキスト メニューは、画面の左上隅にあります。コンテキストを選択しない場合、メニューには「すべてのコンテキスト」と示されます。このメニューにカーソルを置き、組織 セレクターで ACME を選択します。これにより、コンテキストは ACME 組織に変更されます。
				
CLI をご利用の場合

					CLI を使用している場合は、コマンドの最後にオプションとして --organization "ACME" または --organization-label "ACME" のいずれかを含めます。
				
# hammer subscription list --organization "ACME"

				これにより、CLI を介した各対話のコンテキストが設定されます。
			

章の概要




				本章では、新しい組織を作成し、コンテンツ管理のコンテキストとして設定する方法について説明しました。
			

				次章では、Red Hat Satellite 6 でサブスクリプションを組織にインポートする方法について説明します。サブスクリプションがインポートされると、Red Hat コンテンツを管理できるようになります。
			


第3章 サブスクリプションの管理




			Red Hat Satellite 6 では、Red Hat のコンテンツ配信ネットワーク (CDN) からコンテンツをインポートします。これを行うには、Satellite Server が利用可能な製品サブスクリプション認識する必要があります。これにより、対応するリポジトリーを見つけてアクセスし、そのリポジトリーからダウンロードできるようになります。すべてのサブスクリプション情報は Red Hat カスタマーポータルアカウントで入手できます。この情報を Satellite にインポートするために、サブスクリプションマニフェストを作成します。
		

			サブスクリプションマニフェストは、サブスクリプション情報が含まれる暗号化されたファイルのセットです。このマニフェストは Satellite Server にインポートします。Satellite Serve はこの情報を使用して CDN にアクセスし、利用可能なリポジトリーを見つけます。
		

			本章では、サブスクリプションのサブセットを含むサブスクリプションマニフェストを作成する方法について説明します。
		
複数のマニフェストを使用した複数の組織の管理




				複数の組織を管理する場合は、Satellite Server で複数のマニフェストを使用できます。Satellite 6 では、各組織ごとにSatellite で設定された単一マニフェストが必要になります。この利点は、各組織が完全に独立したサブスクリプションを保持するため、複数の組織それぞれを独自の Red Hat Network アカウントでサポートできることです。
			

カスタマーポータルへの Satellite Server の追加




				Red Hat カスタマーポータルでは、サブスクリプション情報にアクセスできます。また、Satellite Server をサブスクリプション管理アプリケーションとして追加することもできます。これは、カスタマーポータルでサブスクリプションを Satellite に割り当てるために必要になります。
			

				このシナリオでは、カスタマーポータルで Satellite Server をコンテンツコントリビューターとして追加します。以下の手順に従ってください。
			
	
						ブラウザーで https://access.redhat.com/ を開き、カスタマーポータルアカウントにログインします。
					
	
						カスタマーポータルの左上隅にある サブスクリプション に移動します。
					
	
						このページにはサブスクリプション情報が表示されます。カスタマーポータルに登録されたすべてのシステムが表示された Manage セクションにスクロールします。このセクションにも Subscription Management Applications が表示されます。Satellite をクリックします。
					
	
						このページには Satellite Server の一覧が表示されます。それには、以前に追加された Red Hat Satellite 5 または 6 Server が含まれます。このシナリオでは、この一覧は空であるはずです。Register a Satellite をクリックします。
					
	
						カスタマーポータルでは、Satellite Server の 名前 と バージョン を含む Satellite に関する基本詳細情報を入力するフォームが提供されます。これらの詳細情報を入力したら、Register をクリックします。
					



				この時点でカスタマーポータルには、Satellite Server のエントリーが含まれます。このページではサブスクリプションを割り当て、サブスクリプションマニフェストを作成することができます。
			

サブスクリプションマニフェストの作成




				Satellite サーバーのカスタマーポータルページでは、サブスクリプションのグループを収集し、管理対象システムに配布するためにサーバーに割り当てます。説明したように、Satellite Server 向けのサブスクリプションマニフェストを作成します。サブスクリプションを割り当て、ACME のマニフェストを作成するには、以下の手順を実行します。
			
	
						Satellite のカスタマーポータルページで、Attach a subscription をクリックします。
					
	
						Red Hat 製品サブスクリプションの一覧が表示されます。Satellite のサブスクリプションマニフェストに割り当てる製品を選択し、選択された各製品の 数量 も入力します。このシナリオでは Red Hat Enterprise Linux 7 のサブスクリプションを選択し、数量として 10 を入力します。選択項目のアタッチ をクリックして割り当てを完了します。
					
	
						カスタマーポータルでは、選択されたサブスクリプション証明書をエンコードし、ACME サブスクリプションマニフェストである .zip アーカイブを作成できます。マニフェストのダウンロード をクリックしてマニフェストを取得します。
					



				これで、Satellite Server にアップロードするサブスクリプションマニフェストを取得できました。
			

Satellite Server へのサブスクリプションマニフェストのインポート




				マニフェストは、Red Hat Satellite 6 の Web UI と CLI の両方でインポートできます。
			
Web UI をご利用の場合

					コンテキストが ACME 組織に設定されていることを確認し、コンテンツ > Red Hat サブスクリプション に移動します。このシナリオでは、空のページが表示されます。マニフェストの管理 をクリックして組織のマニフェストページを表示します。参照… をクリックし、サブスクリプションマニフェストを選択して、アップロード をクリックします。マニフェストは Satellite Server によりアップロードされ、数分後に マニフェストの履歴 セクションに正常なインポートが報告されます。
				
CLI をご利用の場合

					Red Hat Satellite 6 CLI を使用するには、マニフェストが Satellite Server 上にある必要があります。ローカルクライアントシステムで、マニフェストを Satellite Server にコピーします。
				
[user@client ~]$ scp ~/<manifest_file>.zip root@satellite.example.com:~/.

				次に、以下のコマンドを使用してインポートします。
			
[root@satellite ~]# hammer subscription upload \
--file ~/<manifest_file>.zip \
--organization "ACME"

				数分後に、CLI により、正常なマニフェストのインポートが報告されます。
			

マニフェストの更新



注記

					マニフェストは削除しないでください。Red Hat カスタマーポータルまたは Satellite Web UI でマニフェストを削除すると、すべてのコンテンツホストが 登録解除されます。
				


				カスタマーポータルでマニフェストに対するリポジトリーの追加と削除を行い、更新されたマニフェストを以下の 3 つのいずれかの方法で Satellite に追加します。
			
	
						Satellite Web UI の更新ボタンを使用します。Web UI で、コンテンツ > Red Hat サブスクリプション > マニフェストの管理 に移動し、マニフェストの更新 ボタンを選択します。
					
	
						カスタマーポータルからダウンロードし、Satellite Web UI でアップロードします。Web UI で、コンテンツ > Red Hat サブスクリプション > マニフェストの管理 に移動し、参照… をクリックします。サブスクリプションマニフェストを選択し、アップロード をクリックします。
					
	
						カスタマーポータルからダウンロードし、CLI を使用して Satellite Server にアップロードします。
					


# hammer subscription upload --file ~/<manifest_file>.zip

章の概要




				本章では、サブスクリプションマニフェストを使用して Red Hat カスタマーポータルからサブスクリプション情報を取得し、Satellite Server にインポートする方法について説明しました。
			

				次章では、コンテンツ (特に Red Hat の RPM リポジトリー) をインポートする方法について説明します。
			


第4章 Red Hat コンテンツのインポート




			この時点で Satellite Server には必要なサブスクリプション情報がインポートされています。コンテンツはシステムに追加できる状態です。本章では、Definitive Media Library (DML) の概念とコンテンツを同期して DML を作成する方法について説明します。
		
Definitive Media Library の作成




				DML は、ソフトウェアおよび設定の承認された最終的なバージョンを保存および保護するリポジトリーです。つまり、DML は Satellite にインポートされたコンテンツのマスターバージョンとして機能します。これには、RPM ファイル、キックスタートツリー、ISO イメージなどの Red Hat コンテンツが含まれます。「Red Hat Satellite 6 コンテンツ管理の概要」 で説明したように、Red Hat Satellite 6 ではコンテンツは DML で保存および管理されます。
			

Satellite での製品およびリポジトリーの使用




				Satellite では、製品の概念を組織単位として使用して複数のリポジトリーをグループ化します。このようなリポジトリーコレクションは実際の製品の概念と似ています。例えば、Satellite で Red Hat Enterprise Linux Server を製品として見ると、その製品のリポジトリーは異なるバージョン (6.0, 6.1, 7.0)、異なるアーキテクチャー (i386、x86_64、s390x、arm)、および異なるアドオン (オプションリポジトリー、補助リポジトリー、Virt V2V ツール) から構成されることになります。これにより、関連するすべてのリポジトリーが DML 内で統合されます。製品を使用すると、お互いに依存するリポジトリーが一緒に同期されます。Red Hat リポジトリーの場合、製品はリポジトリーの有効後に自動的に作成されます。
			

				本章では、Red Hat コンテンツを使用して DML を作成します。これを行うには、DML と Red Hat の製品およびリポジトリーとを同期します。
			

コンテンツの同期




				DML を構成するリポジトリーを選択すると、Satellite Server により独自のリポジトリーと Red Hat CDN 上のリポジトリーが同期されます。これにより、Satellite Server では Red Hat のリポジトリーの同一コピーが DML の一部として保持されます。Satellite Server はこのリポジトリー情報を取得し、Satellite Server のファイルシステムに保存します。最初の同期後に、DML 内のリポジトリーが CDN のリポジトリーと同期された状態であることを確認する同期計画を作成できます。
			

				最初の更新は ISO イメージを使用して実行できます。コンテンツ ISO の使用の詳細については、付録C 接続済み Satellite Server へのコンテンツ ISO のインポート を参照してください。帯域幅制限がある場所では、以下で説明されているように オンデマンド または 背景 ダウンロードポリシーを使用すると、コンテンツ ISO をダウンロードおよびインポートよりも時間が短縮されることがあります。
			

ダウンロードポリシーの使用




				Satellite Server では、RPM コンテンツの同期に関する複数のダウンロードポリシーが提供されます。例えば、コンテンツメタデータのみをダウンロードし、実際のコンテンツのダウンロードは後で行うことにより時間を短縮したい場合があります。Satellite Server では以下のポリシーが提供されます。
			
	
						即時 - Satellite Server は同期中にすべてのメタデータとパッケージをダウンロードします。
					
	
						オンデマンド - Satellite Server は同期中にメタデータのみをダウンロードします。サーバーは、クライアントが要求した場合にのみファイルシステムでパッケージを取得および保存します。
					
	
						背景 - Satellite Server は、最初の同期後にすべてのパッケージをダウンロードするバックグラウンドタスクを作成します。
					



				最後の 2 つのポリシーは、コンテンツの同期時間を短縮するため、レイジー同期機能として動作します。レイジー同期機能は yum リポジトリーのみに使用してください。
			

				Satellite Server に格納されたすべてのリポジトリーは、ダウンロードポリシーを使用します。ダウンロードポリシーは、それぞれのニーズに合わせて変更できます。
			

同期する Red Hat リポジトリーの選択




				同期するリポジトリーを選択する最初の手順では、リポジトリーを含む製品を特定し、リリースバージョンとベースアーキテクチャーに基づいてリポジトリーを有効にします。
			
重要

					非接続の Satellite を使用している場合は、コンテンツを同期する前に Red Hat Satellite 用のコンテンツ ISO をインポートし、Satellite Server 上で CDN URL を変更する必要があります。詳細については、付録B 非接続の Satellite Server へのコンテンツ ISO のインポート を参照してください。
				

Web UI をご利用の場合

					コンテンツ > Red Hat リポジトリー に移動します。これにより、さまざまなコンテンツタイプのタブのセットが表示されます。このページをロードするときのデフォルトのタブは RPM である必要があります。このタブには、RPM コンテンツを提供するサブスクライブ済みのすべての製品の一覧が含まれます。
				

				製品と特定のリポジトリーの関係は、カスケード型の階層で結ばれます。製品を選択すると、その製品のリポジトリーセットの一覧が開きます。リポジトリーセットを選択すると、有効にできるリポジトリーの一覧が開きます。このシナリオでは、Red Hat Enterprise Linux Server、次に Red Hat Enterprise Linux 7 Server (RPMs) を選択し、Red Hat Enterprise Linux 7 Server RPMs x86_64 7Server を有効にします。これにより、 Red Hat Enterprise Linux 7 用の最新の RPM ファイルが有効になります。
			
注記

					Red Hat Enterprise Linux オペレーティングシステムに 7 Server リポジトリーを関連付けることと 7.X リポジトリーを関連付けることの違いは、7 Server にはすべての最新アップデートが含まれますが、Red Hat Enterprise Linux 7.X リポジトリーは次のマイナーバージョンリリース後にアップデートの取得を止めることです。キックスタートリポジトリーにはマイナーバージョンのみが含まれることに注意してください。
				

CLI をご利用の場合

					製品とリポジトリーの関係は同じです。以下のコマンドを使用して製品を検索します。
				
# hammer product list --organization "ACME"

				製品のリポジトリーセットをリストします。
			
# hammer repository-set list \
--product "Red Hat Enterprise Linux Server" \
--organization "ACME"

				これにより、製品のリポジトリーセット内のリポジトリーが表示されます (名前と ID 番号を含む)。名前または ID 番号を使用してリポジトリーを有効にします。また、リリースバージョン (7Server) とベースアーキテクチャー (x86_64) を含めます。以下に例を示します。
			
# hammer repository-set enable \
--name "Red Hat Enterprise Linux 7 Server (RPMs)" \
--releasever "7Server" \
--basearch "x86_64" \
--product "Red Hat Enterprise Linux Server" \
--organization "ACME"

				このシナリオでは、Web UI または CLI を使用して ACME 向けの以下のリポジトリーを有効にします。
			
	リポジトリー	Type	説明
	
							
								Red Hat Enterprise Linux 7 Server RPMs x86_64 7Server
							

								
							
								RPM
							

								
							
								Red Hat Enterprise Linux 7 の最新バージョン向けのリポジトリー。継続的なパッケージアップデートを受け取るために 7.2 リポジトリーの代わりに 7 Server リポジトリーを使用します。
							

							
	
							
								Red Hat Satellite Tools 6.2 (RHEL 7 Server RPM x86_64 向け)
							

								
							
								RPM
							

								
							
								クライアントシステム用システム管理エージェントおよびツールを含む Satellite Tools リポジトリー。新しいシステムのプロビジョニング後に、Satellite により katello-agent や Puppet などのツールがクライアントにインストールされます。継続的なパッケージアップデートを受け取るために 7.2 リポジトリーの代わりに 7 Server リポジトリーを使用します。
							

							
	
							
								Red Hat Enterprise Linux 7.2 Kickstart x86_64 7Server
							

								
							
								キックスタート
							

								
							
								Red Hat Enterprise Linux 7.2 向けキックスタートツリー。PXE を介して新しいシステムをプロビジョニングする場合にインストールメディアとして使用します。
							

							



				これらのリポジトリーは、このシナリオの DML 向けの初期コンテンツを提供します。それぞれのニーズに基づいて複数のリポジトリーを選択できます。
			
注記

					このシナリオでは、すべてのリポジトリーで x86_64 をベースアーキテクチャーとして使用します。
				


Red Hat リポジトリーの同期




				ここまでに、初期 DML を形成する特定のリポジトリーが有効になっています。ここからはこれらのリポジトリーを Red Hat CDN のリポジトリーと同期します。
			
Web UI をご利用の場合

					コンテンツ > 製品 に移動し、Red Hat Enterprise Linux Server を選択します。これにより、製品内のすべての有効済みリポジトリーが表示されます。すべてのリポジトリーを選択し、同期開始 をクリックします。また、Web UI で同期の進行状況を確認することもできます。コンテンツ > 同期の状態 に移動し、製品/リポジトリーツリーを展開します (または、すべて展開 をクリックします)。
				
CLI をご利用の場合

					Red Hat Enterprise Linux Server 製品内の有効済みリポジトリーを同期します。
				
# hammer product synchronize \
--name "Red Hat Enterprise Linux Server" \
--organization "ACME"

				また、各リポジトリーを個別に同期することもできます。製品内のすべてのリポジトリーをリストし、対応するリポジトリーの ID 番号を使用して同期します。以下に例を示します。
			
# hammer repository list \
--product "Red Hat Enterprise Linux Server" \
--organization "ACME"
# hammer repository synchronize \
--name "Red Hat Enterprise Linux 7 Server RPMs x86_64 7Server" \
--product "Red Hat Enterprise Linux Server" \
--organization "ACME"

				同期にかかる時間は、各リポジトリーのサイズとネットワーク接続の速度によって異なります。以下の表は、利用可能なインターネット帯域幅に応じてコンテンツの同期にかかる推定の時間を示しています。
			
	 	単一パッケージ (10Mb)	マイナーリリース (750Mb)	メジャーリリース (6Gb)
	
							
								256 Kbps
							

								
							
								5 分 27 秒
							

								
							
								6 時間 49 分 36 秒
							

								
							
								2 日と 7 時間 55 分
							

							
	
							
								512 Kbps
							

								
							
								2 分 43.84 秒
							

								
							
								3 時間 24 分 48 秒
							

								
							
								1 日と 3 時間 57 分
							

							
	
							
								T1 (1.5 Mbps)
							

								
							
								54.33 秒
							

								
							
								1 時間 7 分 54.78 秒
							

								
							
								9 時間 16 分 20.57 秒
							

							
	
							
								10 Mbps
							

								
							
								8.39 秒
							

								
							
								10 分 29.15 秒
							

								
							
								1 時間 25 分 53.96 秒
							

							
	
							
								100 Mbps
							

								
							
								0.84 秒
							

								
							
								1 分 2.91 秒
							

								
							
								8 分 35.4 秒
							

							
	
							
								1000 Mbps
							

								
							
								0.08 秒
							

								
							
								6.29 秒
							

								
							
								51.54 秒
							

							



				DML に初期コンテンツをインポートする場合は、手動による同期が必要になることがよくあります。ただし、DML が定期的に更新されるように同期計画を作成することが推奨されます。
			
注記

					同期が完了したら、キックスタートリポジトリーがインストールメディアの Red Hat Satellite 6 のリストに表示されます。これを参照するには、ホスト > インストールメディア に移動します。
				

注記

					Red Hat リポジトリーのダウンロードポリシーは変更できます。Red Hat Enterprise Linux Server 製品内のリポジトリーを選択し、ダウンロードポリシー フィールドまでスクロールします。CLI を使用している場合は、hammer repository update コマンドを --download-policy オプションとともに使用します。
				


同期プランの作成




				同期計画では、スケジュールされた日時に DML 内のコンテンツをチェックおよび更新します。Red Hat Satellite 6 では、ユーザーは同期計画を作成し、同期計画に製品を割り当てることができます。
			
Web UI をご利用の場合

					コンテンツ > 同期プラン に移動し、新規同期プラン をクリックします。この UI では、同期計画に関する詳細を入力できるフィールドセットが提供されます。
				
	
						名前 - 計画の簡単な名前。Example Plan と入力します。
					
	
						説明 - 計画の簡単な説明。Example Plan for ACME's repositories と入力します。
					
	
						間隔 - 同期をいつ実行するかを定義します。毎日 を選択します。
					
	
						開始日 と 開始時刻 - 同期をいつ実行するかを定義します。今日の同期はすでに完了しているので、明日 1:00 (1AM) の同期を設定します。
					



				保存 をクリックして計画を作成します。計画詳細ページが 詳細 と 製品 の 2 つのタブとともに表示されます。
			

				この時点で製品を追加します。製品 タブをクリックし、次に 追加 をクリックします。Red Hat Enterprise Linux Server 製品を選択し、選択を追加 をクリックします。
			
CLI をご利用の場合

					以下のコマンドを使用して同期計画を作成します。
				
# hammer sync-plan create \
--name "Red Hat Products 2" \
--description "Example Plan for ACME's Red Hat Products" \
--interval daily \
--sync-date "2016-02-01 01:00:00" \
--enabled true \
--organization "ACME"

				次に、その同期計画に Red Hat Enterprise Linux Server 製品を割り当てます。
			
# hammer product set-sync-plan \
--name "Red Hat Enterprise Linux Server" \
--sync-plan "Red Hat Products" \
--organization "ACME"

				この結果、Satellite Server は毎日 DML コンテンツを Red Hat CDN に対してチェックし、Red Hat リポジトリーを最新の状態にします。
			

章の概要




				本章では、Red Hat コンテンツを ACME の Satellite Server にインポートし、同期計画を介して Red Hat コンテンツを最新の状態にする方法について説明しました。
			

				次章では、Satellite Server の DML へのカスタムコンテンツのインポートについて説明します。このプロセスは、カスタム製品を作成および管理する点を除いては、Red Hat コンテンツのインポートと同様のものです。
			


第5章 カスタムコンテンツのインポート




			前の章では、Definitive Media Library (DML) への Red Hat コンテンツのインポート方法について説明しました。本章では、Red Hat コンテンツと少し異なるカスタムコンテンツについて説明します。事前に独自の製品を作成し、カスタマイズして、独自のリポジトリーを追加します。さらに、カスタムリポジトリーに Puppet モジュールを追加できます。
		
Satellite でのカスタム製品の使用




				「Satellite での製品およびリポジトリーの使用」 では、Red Hat Satellite 6 の製品の概念とその概念を使用してリポジトリーをグループ化する方法について説明しました。Red Hat Satellite 6 では、カスタム製品を作成して複数の関連リポジトリーを追加することをもできます。Red Hat Satellite 6 における Red Hat コンテンツとカスタムコンテンツにはいくつかの類似点があります。
			
	
						製品とそのリポジトリー間の関係は同じであり、リポジトリーは引き続き同期する必要があります。
					
	
						カスタム製品にはクライアントがアクセスするサブスクリプション (Red Hat 製品に対するサブスクリプションに類似) が必要です。Red Hat Satellite 6 では、作成する各カスタム製品に対して新しいサブスクリプションが作成されます。
					



				本章では、2 つの関連リポジトリー (RPM コンテンツを含む RPM リポジトリーと RPM コンテンツを設定するためのモジュール向け Puppet リポジトリー) を含む製品を作成します。
			

カスタム製品の作成




				このシナリオでは、ACME は、PostgreSQL データベースを必要とする Web ベースアプリケーションである Exampleware という名前の製品を開発することを目的としています。また、ACME は、Red Hat Enterprise Linux リポジトリーから PostgreSQL を使用して実稼働レベルの Exampleware を現場で使用し、新しいバージョンの PostgreSQL で Exampleware をテストすることもあります。このような場合は、新しいバージョンを同期できるよう PostgreSQL 向けのカスタム製品を作成します。
			
Web UI をご利用の場合

					コンテンツ > 製品 に移動し、新製品 をクリックします。新しい製品のフォームが表示されます。以下の詳細情報を入力します。
				
	
						名前 - 製品の簡単な名前。PostgreSQL と入力します。
					
	
						ラベル - 製品の内部 ID。Red Hat Satellite 6 では、名前 に入力した内容に基づいてこのフィールドに値が自動的に入力されます。
					
	
						GPG キー - 製品全体の GPG キー。特定のバージョンの PostgreSQL に対して GPG をインストールし、製品の代わりにリポジトリーに割り当てるため、これは空にします。
					
	
						同期プラン - 製品の同期計画。これは、前の章で作成した Example Plan に割り当てることができます。
					
	
						説明 - 製品の簡単な説明。Content from PostgreSQL repositories と入力します。
					



				この情報を入力したら、保存 をクリックします。
			
CLI をご利用の場合

					1 つのコマンドで製品を作成します。
				
# hammer product create \
--name "PostgreSQL" \
--sync-plan "Example Plan" \
--description "Content from PostgreSQL repositories" \
--organization "ACME"

				これにより、独自のカスタムリポジトリーを作成し、そのコンテンツを同期できる新しい製品が作成されます。
			

カスタム GPG キーのインポート




				カスタム製品を作成する前に、カスタム GPG キーを作成する必要がある場合があります。これは、PostgreSQL リポジトリーとの RPM トランザクションに対してある程度のセキュリティーを提供するために使用されます。
			

				最初に、バージョン固有のリポジトリーパッケージのコピーをクライアントシステムにダウンロードします。この場合は、pgdg-redhat95 をダウンロードします。
			
[user@client ~]$ wget http://yum.postgresql.org/9.5/redhat/rhel-7-x86_64/pgdg-redhat95-9.5-2.noarch.rpm

				RPM ファイルをインストールせずに抽出します。
			
[user@client ~]$ rpm2cpio pgdg-redhat95-9.5-2.noarch.rpm | cpio -idmv

				GPG キーは、その抽出ファイルに相対的な場所である etc/pki/rpm-gpg/RPM-GPG-KEY-PGDG-95 に存在します。
			
Web UI をご利用の場合

					コンテンツ > GPG キー に移動します。新規 GPG キー をクリックします。GPG キーに名前 (PostgreSQL 9.5) を提供し、GPG キーのアップロード を選択します。参照 をクリックし、抽出した GPG キーを選択します。保存 をクリックします。
				
CLI をご利用の場合

					GPG キーを Satellite Server にコピーします。
				
[user@client ~]$ scp ~/etc/pki/rpm-gpg/RPM-GPG-KEY-PGDG-95 root@satellite.example.com:~/.

				GPG キーを Satellite にアップロードします。
			
[root@satellite ~]# hammer gpg create \
--key ~/RPM-GPG-KEY-PGDG-95 \
--name "PostgreSQL 9.5" \
--organization "ACME"

				これで、リポジトリーに関連付ける GPG キーが用意できました。
			

カスタム RPM リポジトリーの作成




				通常は、実稼働レベルのサーバーでは、安定のために Red Hat Enterprise Linux に含まれる PostgreSQL のバージョンを使用します。ただし、ACME の開発者はより新しいバージョンの PostgreSQL で Exampleware をテストするとします。このような場合は、新しいバージョンの PostgreSQL 向けのカスタムリポジトリーを作成できます。
			
Web UI をご利用の場合

					カスタム PostgreSQL 製品を作成します。カスタム製品の作成後は、リポジトリー画面が表示されます。リポジトリーの作成 をクリックし、新しいリポジトリー向けのフォームを表示します。以下の詳細情報を入力します。
				
	
						名前 - リポジトリーの簡単な名前。PostgreSQL 9.5 と入力します。
					
	
						ラベル - リポジトリーの内部 ID。Red Hat Satellite 6 では、名前 に入力した内容に基づいてこのフィールドに値が自動的に入力されます。
					
	
						タイプ - リポジトリーのタイプ。RPM ファイル (yum)、Puppet モジュール (puppet)、または Docker イメージ (docker) のいずれかのリポジトリーを選択できます。本ガイドのシナリオでは、yum を選択します。新しいフィールドが表示されます。
					
	
						URL - ソースとして使用する外部リポジトリーの URL。http://yum.postgresql.org/9.5/redhat/rhel-7-x86_64/ と入力します。
					
	
						ダウンロードポリシー - Satellite Server が実行する同期タイプを決定します。即時 を選択します。詳細は 「ダウンロードポリシーの使用」 を参照してください。
					
	
						同期時のミラーリング - アップストリームのリポジトリーにないコンテンツが同期中に削除されるようにします。デフォルトでチェックが入っているので、そのままにします。
					
	
						チェックサム - リポジトリーのチェックサム。この例ではデフォルトで SHA256 となる Default にします。これが Red Hat Enterprise Linux 7 で必要となるチェックサムです。Red Hat Enterprise Linux 5 およびそれ以前のバージョンでは、チェックサムに SHA1 を選択します。
					
	
						HTTP での公開 - リポジトリーを HTTP で公開可能にします。このオプションは自動的に選択されます。
					
	
						GPG キー - このリポジトリーの GPG キー。これまでに作成した PostgreSQL 9.5 GPG キーを選択します。
					



				保存 をクリックしてこのリポジトリーエントリーを保存します。
			

				リポジトリーは同期プランを使用して定期的に更新されますが、ここで初期同期を実行します。PostgreSQL 9.5 リポジトリーを選択して 同期開始 をクリックします。これでリポジトリーと外部 PostgreSQL リポジトリーとの同期が開始されます。
			
注記

					この同期の進捗状況は、コンテンツ > 同期の状態 ページで確認できます。
				

CLI をご利用の場合

					以下のコマンドを実行してリポジトリーを作成します。
				
# hammer repository create \
--name "PostgreSQL 9.5" \
--content-type "yum" \
--publish-via-http true \
--url http://yum.postgresql.org/9.5/redhat/rhel-7-x86_64/ \
--gpg-key "PostgreSQL 9.5" \
--product "PostgreSQL" \
--organization "ACME"

				次にリポジトリーを同期します。
			
# hammer repository synchronize \
--name "PostgreSQL 9.5" \
--product "PostgreSQL" \
--organization "ACME"

				これで PostgreSQL 9.5 の同期コピーが用意できました。さらに Puppet モジュールを含めて PostgreSQL サーバーを設定することができます。
			
注記

					Web UI の製品ページには リポジトリーの検出 機能があり、これは URL からすべてのリポジトリーを発見し、自分のカスタム製品に追加するよう選択できるようにします。例えば、リポジトリーの検出 を使って http://yum.postgresql.org/9.5/redhat/ を検索し、Red Hat Enterprise Linux の各バージョンおよびアーキテクチャー用の PostgreSQL 9.5 リポジトリーをすべて一覧表示することができます。こうすることで、単一ソースから複数のリポジトリーをインポートする時間を節約できます。
				

重要

					Red Hat では、PostgreSQL から直接のアップストリーム RPM をサポートしていません。これらの RPM は同期プロセスのデモに使用されます。これらの RPM について問題がある場合は、PostgreSQL の開発者に連絡してください。
				


カスタム Puppet リポジトリーの作成




				カスタム製品にも Puppet モジュールのリポジトリーを含めることができます。これを含めると、ホストの状態構成を組み込む方法が提供されます。
			

				まず、PostgreSQL 製品のリポジトリーを作成します。
			
Web UI をご利用の場合

					製品ページ (コンテンツ > 製品) を開いていることを確認してください。PostgreSQL 製品をクリックするとリポジトリー一覧が表示されます。リポジトリーの作成 をクリックして、新規リポジトリーのフォームを表示します。以下の詳細を入力します。
				
	
						名前 - リポジトリーの簡単な名前。PostgreSQL Puppet Modules と入力します。
					
	
						ラベル - リポジトリーの内部 ID。Red Hat Satellite 6 では、名前 に入力した内容に基づいてこのフィールドに値が自動的に入力されます。
					
	
						タイプ - リポジトリーのタイプ。puppet を選択すると URL フィールドが表示されます。
					
	
						URL - ソースとして使用する外部リポジトリーの URL。Puppet モジュールは手動でインポートしますが、Puppet モジュールの同期にはリポジトリーソースを使用することができます。
					



				保存 をクリックしてこのリポジトリーエントリーを保存します。
			
CLI をご利用の場合

					以下のコマンドを実行して Puppet モジュールリポジトリーを作成します。
				
# hammer repository create \
--name "PostgreSQL Puppet Modules" \
--content-type "puppet" \
--product "PostgreSQL" \
--organization "ACME"

				これで Puppet モジュールのカスタムリポジトリーができました。モジュールを加えていきます。
			

個別 Puppet モジュールの管理




				このシナリオでは、PostgreSQL 設定用の Puppet モジュールを手動でインポートします。
			

				Puppet Forge サイト (https://forge.puppetlabs.com/puppetlabs/postgresql) からこのモジュールをダウンロードします。ブラウザーでこのページを開き、download latest tar.gz をクリックしてローカルのファイルシステムに保存します。
			
Web UI をご利用の場合

					PostgreSQL 製品のリポジトリー一覧ページを開いていることを確認します。PostgreSQL Puppet Modules リポジトリーをクリックし、そのリポジトリーの詳細ページを表示します。
				

				Upload Puppet Module セクションにスクロールし、参照 をクリックしてダウンロードした PostgreSQL Puppet Module を選択し、アップロードします。数秒すると、Satellite Server が Content successfully uploaded とレポートします。
			
注記

					Puppet モジュールを管理したり製品から Puppet モジュールを削除するには、Manage Puppet Modules ページをクリックします。
				

CLI をご利用の場合

					以下のコマンドで Puppet モジュールを使用中の Satellite Server のファイルシステムにコピーします。
				
[user@client ~]$ scp ~/<puppet_module>.tar.gz root@satellite.example.com:~/.

				Puppet モジュールを PostgreSQL Puppet Modules リポジトリーにインポートします。
			
[root@satellite ~]# hammer repository upload-content \
--path ~/<puppet_module>.tar.gz \
--name "PostgreSQL Puppet Modules" \
--product "PostgreSQL" \
--organization "ACME"

				これで RPM コンテンツを使用したサーバーをインストール、設定するための、RPM コンテンツ と Puppet モジュールの両方を格納したカスタムリポジトリーができました。
			
重要

					Red Hat では、Puppet Forge からのモジュールをサポートしていません。PostgreSQL モジュールは、モジュール管理プロセスのデモのために使用されています。これらのモジュールについて問題がある場合は、モジュール開発者に連絡してください。
				


Puppet リポジトリーの同期




				アップロードした Puppet モジュールのリポジトリー作成に加え、Satellite Server は完全な Puppet モジュールリポジトリーの同期ができます。この例では、Satellite Server は Puppet Forge リポジトリー全体を同期します。
			
Web UI をご利用の場合

					コンテンツ > 製品 に移動し、新製品 をクリックします。新しい製品のフォームが表示されます。以下の詳細情報を入力します。
				
	
						名前 - 製品の簡単な名前。Puppet Forge と入力します。
					
	
						ラベル - 製品の内部 ID。Red Hat Satellite 6 では、名前 に入力した内容に基づいてこのフィールドに値が自動的に入力されます。
					
	
						GPG キー - 製品全体の GPG キー。これは空白にします。
					
	
						同期プラン - 製品の同期計画。これは、前の章で作成した Example Plan に割り当てることができます。
					
	
						説明 - 製品の簡単な説明。All modules from Puppet Forge と入力します。
					



				この情報を入力したら、保存 をクリックします。
			

				カスタム製品の作成後は、リポジトリー画面が表示されます。リポジトリーの作成 をクリックし、新しいリポジトリー用のフォームを表示します。以下の詳細情報を入力します。
			
	
						名前 - リポジトリーの簡単な名前。Puppet Forge Modules と入力します。
					
	
						ラベル - リポジトリーの内部 ID。Red Hat Satellite 6 では、名前 に入力した内容に基づいてこのフィールドに値が自動的に入力されます。
					
	
						タイプ - リポジトリーのタイプ。puppet を選択すると URL フィールドが表示されます。
					
	
						URL - ソースとして使用する外部リポジトリーの URL。http://forge.puppetlabs.com/ と入力します。
					



				保存 をクリックしてこのリポジトリーエントリーを保存します。
			

				Puppet Forge Modules リポジトリーを選択し、同期開始 をクリックします。これで Puppet Forge から Satellite Server に全モジュールがインポートされます。
			
CLI をご利用の場合

					製品を作成します。
				
# hammer product create \
--name "Puppet Forge" \
--sync-plan "Example Plan" \
--description "All modules from Puppet Forge" \
--organization "ACME"

				Puppet Forge リポジトリーを作成します。
			
# hammer repository create \
--name "Puppet Forge Modules" \
--content-type "puppet" \
--product "Puppet Forge" \
--organization "ACME" \
--url http://forge.puppetlabs.com/

				リポジトリーを同期します。
			
# hammer repository synchronize \
--name "Puppet Forge Modules" \
--product "Puppet Forge" \
--organization "ACME"
注記

					Puppet Forge リポジトリーには数千のモジュールが格納されているので、同期には時間がかかる場合があります。
				

重要

					Red Hat では、Puppet Forge からのモジュールをサポートしていません。モジュールは、同期プロセスのデモのために使用されています。これらのモジュールについて問題がある場合は、モジュール開発者に連絡してください。
				


Git リポジトリーからの Puppet Modules の同期




				Red Hat Satellite 6 には pulp-puppet-module-builder と呼ばれるユーティリティーが含まれており、これは pulp-puppet-tools RPM から他のシステムにインストールできます。このツールは Git リポジトリーをチェックアウトし、全モジュールをビルドして、それらを Satellite 6 が同期できる構造で発行します。よくある方法の 1 つは、Satellite Server 上でこのユーティリティーを実行し、ローカルディレクトリーに公開して、そのディレクトリーに対して同期するというものです。例を示します。
			
# mkdir /modules
# chmod 755 /modules
# pulp-puppet-module-builder \
--output-dir=/modules \
--url=git@mygitserver.com:mymodules.git \
--branch=develop

				これで Git リポジトリーの develop ブランチが git@mygitserver.com:mymodules.git からチェックアウトされ、/modules に発行されます。このディレクトリーを Satellite Server の新規リポジトリーの URL (file:///modules) として追加します。
			
Web UI をご利用の場合

					カスタム製品を開き (このケースでは例として MyProduct を使用) リポジトリーの作成 をクリックします。以下の詳細を入力します。
				
	
						名前 - リポジトリーの簡単な名前。Modules from Git と入力します。
					
	
						ラベル - リポジトリーの内部 ID。Red Hat Satellite 6 では、名前 に入力した内容に基づいてこのフィールドに値が自動的に入力されます。
					
	
						タイプ - リポジトリーのタイプ。puppet を選択すると URL フィールドが表示されます。
					
	
						URL - ソースとして使用する外部リポジトリーの URL。file:///modules と入力します。
					


CLI をご利用の場合

					Puppet Forge リポジトリーを作成します。
				
# hammer repository create \
--name "Modules from Git" \
--content-type "puppet" \
--product "MyProduct" \
--organization "ACME" \
--url file:///modules
注記

					リモートの HTTP サーバー上にモジュールを発行する場合でも同じプロセスを実行します。例えば、Puppet モジュールを発行する標準ウェブホストとして webserver.example.com を使用する場合は、ホストにログインし以下のコマンドを実行します。
				
# mkdir /var/www/html/modules/
# chmod 755 /var/www/html/modules/
# pulp-puppet-module-builder \
--output-dir=/var/www/html/modules/ \
--url=git@mygitserver.com:mymodules.git \
--branch=develop

					Satellite Server 上では、リポジトリーの URL を http://webserver.example.com/modules/ に設定します。
				


章の概要




				本章では、Red Hat 以外のコンテンツ向けのカスタムリポジトリーの作成方法を説明しました。これには RPM ファイルや Puppet モジュールが含まれます。
			

				これで、ベースコンテンツすべてが Satellite Server の DML にインポートされました。これをアプリケーションのライフサイクルに使用できます。
			

				次章では、ACME の開発および実稼働プロセスに一致するようにアプリケーションのライフサイクルを開発する方法を説明します。
			


第6章 アプリケーションライフサイクルの作成




			「アプリケーションライフサイクルの定義」 では、アプリケーションライフサイクルを定義し、それが Red Hat Satellite 6 にとって重要な理由を説明しました。本章では、アプリケーションライフサイクルのプラニングと Red Hat Satellite 6 での実装について説明します。
		
アプリケーションライフサイクルの再検討




				ここまで見てきたように、アプリケーションライフサイクルはあるステージでシステムがどのように表示されるかを定義します。しかし、実際のライフサイクルは、組織と組織が特定の実稼働チェーンを構成する方法によって異なります。
			

				例えば、E メールサーバーの場合、実際の使用における実稼働レベルのサーバーと、最新のメールサーバーパッケージをテストするテストサーバーという、単純なアプリケーションライフサイクルのみを必要とします。テストサーバーが初期段階をパスすれば、実稼働レベルのサーバーで新パッケージを使用するよう設定できます。
			

				別の例としては、ソフトウェア製品の開発ライフサイクルがあります。開発環境でソフトウェアの新しい部分を開発し、品質保証環境でこれをテストしてベータ版としてプレリリースした後、実稼働レベルのアプリケーションとしてリリースします。
			

				各アプリケーションライフサイクルでは、環境 と呼ばれる段階を使用します。各環境は、システムに対して特定の状態として機能します。各環境は前の環境に続くもので、アプリケーションライフサイクルを構成することになる環境チェーンを作り出します。アプリケーションライフサイクルはそれぞれ、初期の ライブラリー が備わった状態で開始され、これは Definitive Media Library (DML) 内の中央ソースとして機能します。ライブラリー環境には、ここまでの章で同期した全コンテンツが含まれています。ここからは、ライブラリー環境からリンクされる新たな環境を作成します。
			

新規アプリケーションライフサイクルの作成




				本ガイドのシナリオでは、ACME の Exampleware を開発、リリースする単純なアプリケーションライフサイクルを作成します。初期環境にライブラリー環境を使用し、以下の順序で 3 つの環境を続けます: 開発、テスト、および 実稼働。
			
Web UI をご利用の場合

					コンテンツ > ライフサイクル環境 に移動します。お使いのアプリケーションライフサイクルにおける現在の環境が表示されます。この時点では、ライブラリー環境のみが存在します。
				

				新規環境パス をクリックして、新規のアプリケーションライフサイクルを起動します。ライブラリーに新規環境を追加するフォームが表示されます。名前 に Development を入力すると ラベル が自動的に完了します。説明 に Environment for ACME's Development Team と入力します。保存 をクリックします。
			

				環境一覧に戻ります。開発環境の新たなテーブルが表示されます。このテーブルは、新規のアプリケーションライフサイクルを示します。これで残りの環境をアプリケーションライフサイクルに追加できます。
			

				新規テーブルの上にある 新規環境の追加 をクリックします。名前 に Testing、説明 に Environment for ACME's Quality Engineering Team と入力して、保存 をクリックします。
			

				再度 新規環境の追加 をクリックします。名前 に Production、説明 に Environment for ACME's Product Releases と入力して、保存 をクリmックします。
			

				これで Development、Testing、および Production という 3 つの環境が揃ったテーブルのアプリケーションライフサイクルが表示されます。
			
CLI をご利用の場合

					各環境で hammer lifecycle-environment create を実行します。前の環境を指定するには、--prior オプションを使用します。例を示します。
				
# hammer lifecycle-environment create \
--name "Development" \
--description "Environment for ACME's Development Team" \
--prior "Library" \
--organization "ACME"
# hammer lifecycle-environment create \
--name "Testing" \
--description "Environment for ACME's Quality Engineering Team" \
--prior "Development" \
--organization "ACME"
# hammer lifecycle-environment create \
--name "Production" \
--description "Environment for ACME's Product Releases" \
--prior "Testing" \
--organization "ACME"

				hammer lifecycle-environment paths コマンドでチェーンを確認できます。
			
# hammer lifecycle-environment paths --organization "ACME"
-----------------------------------------------
LIFECYCLE PATH
-----------------------------------------------
Library >> Development >> Testing >> Production
-----------------------------------------------

アプリケーションライフサイクルでのコンテンツのプロモーション




				アプリケーションライフサイクルのチェーンでは、コンテンツはある環境から次の環境に移動します。このプロセスは プロモーション と呼ばれます。プロモーションはアプリケーションライフサイクルに渡ってコンテンツを管理する基礎となるもので、これを理解することは重要です。
			

				本ガイドのシナリオでは、ACME の Exampleware の開発が完了しており、実稼働しているとします。ACME は Exampleware コンテンツを RPM ファイルにパッケージ化し、これは別製品の一部となります。この状態では、ACME は Exampleware のバージョン 1.0 をリリースしており、このため exampleware-1.0-0.noarch.rpm が実稼働環境にあることになります。
			

				ACME では Exampleware のパッチをリリースするので、Exampleware バージョン 1.1 の開発を開始します。このインスタンスでは、アプリケーションライフサイクルの環境には以下の Exampleware のバージョンが含まれます。
			
	開発	テスト	実稼働
	
							
								exampleware-1.1-0.noarch.rpm
							

								
							
								exampleware-1.0-0.noarch.rpm
							

								
							
								exampleware-1.0-0.noarch.rpm
							

							



				パッチの開発が完了したら、ACME は RPM をテスト環境にプロモートして、ACME の品質保証エンジニアチームがレビューできるようにします。この時点では、アプリケーションライフサイクルには以下のバージョンが含まれます。
			
	開発	テスト	実稼働
	
							
								exampleware-1.1-0.noarch.rpm
							

								
							
								exampleware-1.1-0.noarch.rpm
							

								
							
								exampleware-1.0-0.noarch.rpm
							

							



				品質保証エンジニアチームがレビューを行う間、開発チームは Exampleware 2.0 の作業に着手します。このため、アプリケーションライフサイクルは以下のようになります。
			
	開発	テスト	実稼働
	
							
								exampleware-2.0-0.noarch.rpm
							

								
							
								exampleware-1.1-0.noarch.rpm
							

								
							
								exampleware-1.0-0.noarch.rpm
							

							



				品質保証エンジニアチームがパッチのレビューを完了したので、Exampleware 1.1 のリリース準備が完了しました。ACME では 1.1 を実稼働環境にプロモートします。
			
	開発	テスト	実稼働
	
							
								exampleware-2.0-0.noarch.rpm
							

								
							
								exampleware-1.1-0.noarch.rpm
							

								
							
								exampleware-1.1-0.noarch.rpm
							

							



				開発チームが Exampleware 2.0 の作業を完了し、これをテスト環境にプロモートします。
			
	開発	テスト	実稼働
	
							
								exampleware-2.0-0.noarch.rpm
							

								
							
								exampleware-2.0-0.noarch.rpm
							

								
							
								exampleware-1.1-0.noarch.rpm
							

							



				最後に品質保証エンジニアチームがこのパッケージのレビューを行います。レビューが完了すると、パッケージは実稼働環境にプロモートされます。
			
	開発	テスト	実稼働
	
							
								exampleware-2.0-0.noarch.rpm
							

								
							
								exampleware-2.0-0.noarch.rpm
							

								
							
								exampleware-2.0-0.noarch.rpm
							

							



				この例では、ACME の開発プロセスを Red Hat Satellite 6 アプリケーションライフサイクルにマッピングするステップを説明しています。これらのシステムがアクセスできるのは、各環境に関連するリポジトリーのみです。ある環境から次の環境にパッケージをプロモートすると、プロモート先のリポジトリーはパッケージの新バージョンを受け取ります。この結果、プロモート先の環境にあるシステムはパッケージを新バージョンに更新することができます。
			

				次章では、コンテンツビュー という概念を説明します。これは、ライブラリーから収集されフィルタリングされたコンテンツのコレクションで、リポジトリーに公開されたものです。Red Hat のリポジトリーとこれまでに同期したカスタムリポジトリーはソースコンテンツとして機能しますが、コンテンツビューは作成したリポジトリーをカスタマイズするものです。コンテンツビューにはパッケージが含まれ、Satellite Server はアプリケーションライフサイクルの各環境にコンテンツビューをプロモートします。ある環境でコンテンツビュー (バージョン 1.0) を使用していても、次に新バージョン (バージョン 1.1) のコンテンツビューを受け取ります。この場合、バージョン 1.0 のリポジトリーは、Exampleware RPM の新バージョンが含まれているバージョン 1.1 のリポジトリーに置き換えられます。
			

章の概要




				本章ではアプリケーションライフサイクルの概念と Red Hat Satellite 6 のコンテンツ管理について説明しました。また、Red Hat Satellite 6 がアプリケーションライフサイクルの各環境にコンテンツをプロモートする方法についても説明しました。
			

				次章では、コンテンツビューとそれを使用したカスタマイズリポジトリーを既存の DML から作成する方法について説明します。
			


第7章 コンテンツビューの作成




			Red Hat Satellite 6 では、コンテンツビューを使用して Definitive Media Library (DML) のコアリポジトリーからカスタマイズリポジトリーを作成します。使用するリポジトリーを定義し、特定のフィルターをコンテンツに適用することで、これが作成されます。このフィルターにはパッケージフィルター、パッケージグループフィルター、およびエラータフィルターが含まれます。コンテンツビューは、特定の環境が使用するソフトウェアのバージョンを定義する方法として使用されます。前章でも説明したように、実稼働環境では古いバージョンのパッケージを含むコンテンツビューが使用されている間、開発環境では新しいバージョンのパッケージを含むコンテンツビューが使用されることがあります。
		

			コンテンツビューは各環境にまたがるリポジトリーセットを作成し、Satellite Server がこれを保存、管理します。アプリケーションライフサイクルのある環境から次の環境にコンテンツビューをプロモートすると、それに対応する Satellite Server 上のリポジトリーがパッケージを更新、公開します。例えば、Exampleware パッケージが含まれているコンテンツビューを使用するとします。
		
	 	開発	テスト	実稼働
	
						
							コンテンツビューのバージョンとコンテンツ
						

							
						
							バージョン 2 - exampleware-1.1-0.noarch.rpm
						

							
						
							バージョン 1 - exampleware-1.0-0.noarch.rpm
						

							
						
							バージョン 1 - exampleware-1.0-0.noarch.rpm
						

						



			テストと実稼働のリポジトリーには、exampleware-1.0-0.noarch.rpm パッケージが含まれています。コンテンツビューのバージョン 2 を開発からテスト環境にプロモートすると、テスト環境のリポジトリーが再生成され、exampleware-1.1-0.noarch.rpm パッケージが含まれるようになります。
		
	 	開発	テスト	実稼働
	
						
							コンテンツビューのバージョンとコンテンツ
						

							
						
							バージョン 2 - exampleware-1.1-0.noarch.rpm
						

							
						
							バージョン 2 - exampleware-1.1-0.noarch.rpm
						

							
						
							バージョン 1 - exampleware-1.0-0.noarch.rpm
						

						



			こうすることで、システムは特定の環境専用となり、その環境が新バージョンのコンテンツビューを使用する際には更新を受け取ることができます。
		

			本章では、異なるタイプのコンテンツビューの作成方法と、これに各種フィルターを適用する方法について説明します。
		
シンプルなコンテンツビューの作成




				この例では、リポジトリー 2 つとフィルターなしというシンプルなコンテンツビューを作成します。リポジトリーは、Red Hat Enterprise Linux リポジトリーと Satellite Tools リポジトリーになります。このコンテンツビューには Red Hat Enterprise Linux の全 RPM が含まれるので、公開には数分かかる場合があります。
			
Web UI をご利用の場合

					コンテンツ > コンテンツビュー に移動し、新規ビューの作成 をクリックします。ビューの詳細 のフォームが表示されます。以下の情報を入力します。
				
	
						名前 - ビューの簡単な名前。Base と入力します。
					
	
						ラベル - ビューの内部 ID。Red Hat Satellite 6 では、名前 に入力した内容に基づいてこのフィールドに値が自動的に入力されます。
					
	
						説明 - ビューの簡単な説明。Base operating system と入力します。
					
	
						複合ビュー - 複合コンテンツビューを使用するかどうかを定義します。チェックを外しておきます。
					



				保存 をクリックします。
			

				これで新規コンテンツビューのエントリーが作成され、リポジトリーを追加することができます。Red Hat Enterprise Linux 7 Server RPMs (Kickstart RPMs ではありません) と Red Hat Satellite Tools のリポジトリーを選択し、リポジトリーの追加 をクリックします。これでコンテンツビューにこれらのリポジトリーから全パッケージが追加されます。
			

				これでコンテンツビューを公開する準備ができました。バージョン に移動し、新規バージョンの公開 をクリックします。Satellite Server が新規バージョン (バージョン 1) についての詳細を提供し、説明 にこのバージョンについての説明が入力できます。ここには、新規コンテンツビューの変更を記録しておくことができます。Initial content view for our operating system と入力し、保存 をクリックします。
			

				Satellite Server がビューの新バージョンを作成し、ライブラリー環境に公開します。
			
CLI をご利用の場合

					リポジトリー ID の一覧を取得します。
				
# hammer repository list --organization "ACME"

				この例では、2 つのリポジトリーはそれぞれ ID に 1 と 2 を使用しています。
			
	ID	名前
	
							
								1
							

								
							
								Red Hat Enterprise Linux 7 Server RPMs x86_64 7Server
							

							
	
							
								2
							

								
							
								Red Hat Satellite Tools 6.2 (RHEL 7 Server RPM x86_64 向け)
							

							



				コンテンツビューを作成し、リポジトリーに追加します。
			
# hammer content-view create \
--name "Base" \
--description "Base operating system" \
--repository-ids 1,2 \
--organization "ACME"

				ビューを公開します。
			
# hammer content-view publish \
--name "Base" \
--description "Initial content view for our operating system" \
--organization "ACME"

				Satellite Server がビューの新バージョンを作成し、ライブラリー環境に公開します。
			

Puppet モジュールを含むコンテンツビューの作成




				この例では、リポジトリー 1 つとフィルターなしというコンテンツビューを作成します。リポジトリーは、PostgreSQL リポジトリーになります。
			
Web UI をご利用の場合

					コンテンツ > コンテンツビュー に移動し、新規ビューの作成 をクリックします。ビューの詳細 のフォームが表示されます。以下の情報を入力します。
				
	
						名前 - ビューの簡単な名前。Database と入力します。
					
	
						ラベル - ビューの内部 ID。Red Hat Satellite 6 では、名前 に入力した内容に基づいてこのフィールドに値が自動的に入力されます。
					
	
						説明 - ビューの簡単な説明。PostgreSQL Database と入力します。
					
	
						複合ビュー - 複合コンテンツビューを使用するかどうかを定義します。チェックを外しておきます。
					



				保存 をクリックします。
			

				これで新規コンテンツビューのエントリーが作成されます。PostgreSQL のリポジトリーを選択し、リポジトリーの追加 をクリックします。これでコンテンツビューに PostgreSQL リポジトリーから全パッケージが追加されます。
			

				Puppet モジュール に移動し、新規モジュールの追加 をクリックします。これでインポート済みの Puppet モジュールが表示されます。postgresql モジュールまでスクロールし、バージョンの選択 をクリックします。
			

				最新を使用 のエントリーをスクロールし、アクション コラムの バージョンの選択 をクリックします。
			

				Puppet モジュールがコンテンツビューに追加されました。新バージョンを公開します。
			

				バージョン に移動し、新規バージョンの公開 をクリックします。説明 に Initial RPMs and Puppet module for database と入力し、保存 をクリックします。
			

				Satellite Server がビューの新バージョンを作成し、ライブラリー環境に公開します。
			
CLI をご利用の場合

					リポジトリー ID の一覧を取得します。
				
# hammer repository list --organization "ACME"

				必要になるのは PostgreSQL RPM リポジトリーのみで、Puppet モジュールリポジトリーは必要ありません。この例では、PostgreSQL RPMs の ID に 4 を使用します。
			
	ID	名前
	
							
								4
							

								
							
								PostgreSQL 9.5
							

							



				コンテンツビューを作成し、リポジトリーに追加します。
			
# hammer content-view create \
--name "Database" --description "PostgreSQL Database" \
--repository-ids 4 \
--organization "ACME"

				ビューを公開します。
			
# hammer content-view publish \
--name "Database" \
--description "Initial RPMs and Puppet module for database" \
--organization "ACME"

				Satellite Server がビューの新バージョンを作成し、ライブラリー環境に公開します。
			

コンテンツビューのプロモート




				Satellite Server はここまでに 2 つのコンテンツビューを公開し、ライブラリー環境でリポジトリーが利用可能になっています。この内の 1 つのコンテンツビューをプロモートしてリポジトリーが他の環境で利用可能になるようにしましょう。
			
注記

					管理者以外のユーザーは環境にコンテンツビューをプロモートするために、以下の 2 つのパーミッションが必要になります。
				
	
							promote_or_remove_content_views
						
	
							promote_or_remove_content_views_to_environment.
						



					promote_or_remove_content_views パーミッションは、ユーザーがプロモートできるコンテンツビューを制限します。
				

					promote_or_remove_content_views_to_environment パーミッションは、コンテンツビューのプロモート先となる環境を制限します。
				

					これらのパーミッションを使用すると、どのユーザーがどのコンテンツビューをどの環境にプロモートできるか、またはできないかということを指定できます。例えば、テスト環境へのプロモーションはできるが、実稼働環境にはできない、という制限を設定できます。こうすることで、複数レベルの認証が提供されます。
				

					あるユーザーがコンテンツビューをプロモートできるようになるには、この両方のパーミッションを割り当てる必要があります。
				

Web UI をご利用の場合

					Database コンテンツビューの バージョン 画面を開いていることを確認します。バージョンテーブルの バージョン 1.0 で、アクションコラムにある プロモート をクリックします。プロモーション対象を選択することができる画面が開きます。Development 環境を選択し、バージョンのプロモート をクリックします。数分でプロモーションが完了します。
				

				プロモート ボタンを再度クリックします。今度は Testing 環境を選択して バージョンのプロモート をクリックします。
			

				プロモート ボタンを再度クリックします。Production 環境を選択して バージョンのプロモート をクリックします。
			

				これでこのコンテンツビューのリポジトリーが全環境に表示されます。
			
CLI をご利用の場合

					hammer content-view version promote を毎回使用してコンテンツビューをプロモートします。
				
# hammer content-view version promote \
--content-view "Database" \
--version 1 \
--to-lifecycle-environment "Development" \
--organization "ACME"
# hammer content-view version promote \
--content-view "Database" \
--version 1 \
--to-lifecycle-environment "Testing" \
--organization "ACME"
# hammer content-view version promote \
--content-view "Database" \
--version 1 \
--to-lifecycle-environment "Production" \
--organization "ACME"

				これで Database のコンテンツが全環境で利用可能になります。
			

コンテンツフィルターの定義




				コンテンツビューでは、フィルターを使って特定の RPM コンテンツを含めたり制限したりします。フィルターを使用しないと、選択したリポジトリーからのすべてのものを含めることになってしまいます。
			

				コンテンツフィルターは以下のいずれかのタイプになります。
			
	
						組み込み - ビューに組み込むコンテンツを定義します。このフィルターの動作は、コンテンツなしから始まり、選択したリポジトリーから追加するコンテンツを選択する、という流れになります。複数のコンテンツアイテムを組み合わせる場合には、このフィルターを使用します。
					
	
						除外 - ビューから除外するコンテンツを定義します。このフィルターの動作は、選択したリポジトリーからのすべてのコンテンツから始まり、除外するコンテンツを選択する、という流れになります。リポジトリーのほとんどのコンテンツを使用したいものの、ブラックリスト化されたパッケージなど、特定のパッケージを除外したい場合にこのフィルターを使用します。このフィルターでは、リポジトリーで選択したコンテンツ以外のすべてのコンテンツを使用します。
					


注記

					組み込みと除外のフィルターの組み合わせを使用してコンテンツビューを公開すると、最初に組み込みフィルターが適用され、次に除外フィルターが適用されます。この場合、組み込むコンテンツを選択し、このサブセットから除外するコンテンツを選択することになります。
				


				また、フィルターの対象となるコンテンツには以下の 4 タイプがあります。
			
	
						パッケージ - 名前とバージョンに基づいてパッケージにフィルターを適用します。
					
	
						パッケージグループ - フィルターに追加するパッケージグループを選択します。パッケージグループ一覧は、コンテンツビューに追加されたリポジトリーに基づきます。
					
	
						エラータ - ID 別 - フィルターに追加する特定のエラータを選択します。エラータ一覧は、コンテンツビューに追加されたリポジトリーに基づきます。
					
	
						エラータ - 日付およびタイプ別 - フィルターに追加する発行済みまたは更新済みエラータの日付範囲およびタイプ (バグ修正、機能強化、またはセキュリティー)を選択します。
					


重要

					フィルターは、フィルター内に記載されているパッケージの依存関係を解決するものではありません。フィルターにパッケージの依存関係を追加してください。必要な依存関係の判定には、テストが必要になる場合があります。
				


				コンテンツフィルターの使用例を見ていきましょう。
			
例 1

					ベースの Red Hat Enterprise Linux パッケージでリポジトリーを作成します。このフィルターでは、Red Hat Enterprise Linux リポジトリーがコンテンツビューに追加されている必要があります。
				

				フィルター:
			
	
						包含タイプ: 組み込み
					
	
						コンテンツタイプ: パッケージグループ
					
	
						フィルター: Base パッケージグループのみを選択します。
					


例 2

					セキュリティーアップデートを除く、特定日以降の全エラータを除外するリポジトリーを作成します。重要なセキュリティーアップデートは即座に適用すべきですが、これらを除いて定期的にシステムアップデートを実行する場合などにこれは便利です。このフィルターでは、Red Hat Enterprise Linux リポジトリーがコンテンツビューに追加されている必要があります。
				

				フィルター:
			
	
						包含タイプ: 除外
					
	
						コンテンツタイプ: エラータ - 日付およびタイプ別
					
	
						フィルター: バグ修正 と 機能強化 のエラータタイプのみを選択し、セキュリティー は選択解除します。日付タイプ を 更新日 に設定します。開始日 をエラータを制限する日付に設定します。終了日 は空白にしてセキュリティー以外の新たなエラータがフィルターされないようにします。
					


例 3

					例 1 と例 2 の組み合わせで、ベース OS パッケージのみが必要ですが、最近のバグ修正と機能強化エラータを除外します。この場合、同一のコンテンツビューに 2 つのフィルターが適用されている必要があります。コンテンツビューは組み込みフィルターを最初に処理してから、除外フィルターを適用します。
				

				フィルター 1:
			
	
						包含タイプ: 組み込み
					
	
						コンテンツタイプ: パッケージグループ
					
	
						フィルター: Base パッケージグループのみを選択します。
					



				フィルター 2:
			
	
						包含タイプ: 除外
					
	
						コンテンツタイプ: エラータ - 日付およびタイプ別
					
	
						フィルター: バグ修正 と 機能強化 のエラータタイプのみを選択し、セキュリティー は選択解除します。日付タイプ を 更新日 に設定します。開始日 をエラータを制限する日付に設定します。終了日 は空白にしてセキュリティー以外の新たなエラータがフィルターされないようにします。
					



				コンテンツフィルターの機能例については、以下のアーティクルを参照してください: "How do content filters work in Satellite 6"
			

コンテンツフィルターの作成




				本ガイドのシナリオでは、ACME のベースオペレーティングシステムで特定日以降のエラータアイテムを制限するコンテンツフィルターを作成します。
			
Web UI をご利用の場合

					コンテンツ > コンテンツビュー に移動し、Base コンテンツビューを選択します。Yum コンテンツ > フィルター に移動し、新規フィルター をクリックします。以下の詳細を入力します。
				
	
						名前 - Errata Filter
					
	
						コンテンツタイプ: エラータ - 日付およびタイプ別
					
	
						包含タイプ: 除外
					
	
						説明 - Exclude errata items from the last year, with the exception of security updates (セキュリティー更新以外で、昨年からのエラータアイテムを除外)
					



				保存 をクリックします。
			

				エラータの日付範囲 画面が表示されます。ここでは、エラータのタイプと日付の範囲が選択できます。機能強化 と バグ修正 のみを選択します。
			
[ ] セキュリティー
[X] 機能強化
[X] バグ修正

				日付タイプ では 発行日 (エラータの発行日) または 更新日 (エラータの最終更新日) を選択します。エラータが作成後に更新されていない場合は、発行日 と 更新日 は同じになります。発行日 では、エラータアイテムは発行日でフィルタリングされるだけで、そのエラータになされた更新は除外されないことに注意してください。
			

				開始日 では、1 年前の今日の日付を選択します。
			

				終了日 は空白にしておきます。
			

				保存 をクリックします。
			
注記

					このフィルターを使用するリポジトリーを指定することもできます。影響するリポジトリー タブを選択してリポジトリーを指定します。この例では、フィルターで使用するリポジトリーは 1 つのみです。
				


				これでフィルターが完成しました。新規バージョンの公開 をクリックして、完成したリポジトリーを公開します。バージョンの詳細 では 説明 に Adding errata filter と入力します。保存 をクリックします。
			

				コンテンツビューが公開されると、コンテンツ コラムのパッケージとエラータ (セキュリティーエラータを除く) 数が公開前のリポジトリーと比べて少なくなります。これは、フィルターが昨年からのセキュリティー以外のエラータを正常に除外したことを意味します。
			

				このコンテンツビューを 開発、テスト、実稼働 の各環境に プロモート します。
			
CLI をご利用の場合

					フィルターをコンテンツビューに追加します。--inclusion false オプションを使ってフィルターを除外フィルターに設定します。
				
# hammer content-view filter create \
--name "Errata Filter" \
--type erratum --content-view "Base" \
--description "Exclude errata items from the last year, with the exception of security updates" \
--inclusion false  \
--organization "ACME"

				フィルターにルールを追加します。
			
# hammer content-view filter rule create \
--content-view "Base" \
--content-view-filter "Errata Filter" \
--start-date "2015-01-01" \
--types enhancement,bugfix \
--date-type updated \
--organization "ACME"

				コンテンツビューを公開します。
			
# hammer content-view publish \
--name "Base" \
--description "Adding errata filter" \
--organization "ACME"

				ビューを各環境にプロモートします。
			
# hammer content-view version promote \
--content-view "Base" \
--version 1 \
--to-lifecycle-environment "Development" \
--organization "ACME"
# hammer content-view version promote \
--content-view "Base" \
--version 1 \
--to-lifecycle-environment "Testing" \
--organization "ACME"
# hammer content-view version promote \
--content-view "Base" \
--version 1 \
--to-lifecycle-environment "Production" \
--organization "ACME"

複合コンテンツビューの定義




				複合コンテンツビューは、複数のコンテンツビューからコンテンツを組み合わせます。例えば、ベース OS とアプリケーションの管理に別々のコンテンツビューを使用していたとします。複合コンテンツビューを使用すると、この 2 つのコンテンツビューのコンテンツを新たなリポジトリーに統合できます。元のコンテンツビューのリポジトリーはそのまま存在しますが、組み合わされたコンテンツには新規リポジトリーが使用されます。
			

				本ガイドのシナリオでは、企業が異なるデータベースサーバーをサポートするアプリケーションを開発しているとします。一般的なアプリケーションスタックは以下のようになります。
			
	Exampleware Stack
	
							
								アプリケーション
							

							
	
							
								データベース
							

							
	
							
								オペレーティング・システム
							

							



				この企業が 以下の4 つの個別コンテンツビューを開発するとします。
			
	
						Red Hat Enterprise Linux (オペレーティングシステム)
					
	
						PostgreSQL (データベース)
					
	
						MariaDB (データベース)
					
	
						Exampleware (アプリケーション)
					



				すると、次に 2 つの複合コンテンツビューを作成できます。1 つ目には PostgreSQL データベースを使います。
			
	複合コンテンツビュー 1 - PostgreSQL 上の Exampleware
	
							
								Exampleware (アプリケーション)
							

							
	
							
								PostgreSQL (データベース)
							

							
	
							
								Red Hat Enterprise Linux (オペレーティングシステム)
							

							



				もう 1 つには MariaDB を使います。
			
	複合コンテンツビュー 2 - MariaDB 上の Exampleware
	
							
								Exampleware (アプリケーション)
							

							
	
							
								MariaDB (データベース)
							

							
	
							
								Red Hat Enterprise Linux (オペレーティングシステム)
							

							



				これで各コンテンツビューは別個に管理、公開されます。アプリケーションスタックの新バージョンを作成すると、複合コンテンツビューの新バージョンを公開することになります。
			
重要

					複合コンテンツビューは、各リポジトリーで 1 つしか許可されません。例えば、あるリポジトリーを使用したコンテンツビュー 2 つを含めようとすると、Satellite Server はエラーをレポートします。
				


複合コンテンツビューの作成




				既存のコンテンツビュー 2 つを組み合わせたコンテンツビューを ACME 用に作成します。
			
Web UI をご利用の場合

					コンテンツ > コンテンツビュー に移動して 新規ビューの作成 をクリックします。以下の詳細を入力します。
				
	
						名前 - Stack
					
	
						説明 - A stack that includes a base operating system and a database
					
	
						複合ビュー? - チェックを入れます。
					



				複合コンテンツビュー用のコンテンツビュー一覧が表示されます。Base と Database の両方のコンテンツビューを選択します。Base コンテンツビューには 2 つのバージョンが含まれているので、どちらかを選択します。ここでは、エラータフィルターが含まれているバージョン 2 を選択します。コンテンツビューとバージョンを選択したら、コンテンツビューの追加 をクリックします。
			

				新バージョンの公開 をクリックして、複合コンテンツビューを公開します。説明 に Initial version of Stack と記入して 保存 をクリックします。
			

				公開が完了すると、コンテンツ コラムに含まれた全コンテンツビューのパッケージ、エラータ、Puppet モジュールカウントがレポートされます。
			

				この複合コンテンツビューを 開発、テスト、実稼働 の各環境に プロモート します。
			

				通常のコンテンツビューと同じように、複合コンテンツビューもアプリケーションライフサイクルの各環境で公開、プロモートされていることが確認できます。
			
CLI をご利用の場合

					複合コンテンツビューを作成する前に、既存のコンテンツビューのバージョン ID が必要になります。
				
# hammer content-view version list \
--full-results true \
--organization "ACME"

				本シナリオでは、Database v1.0 のバージョン ID は 5 で、Base v2.0 のバージョン ID は 6 になります。Stack という名前の新規の複合コンテンツビューを作成し、--component-ids オプションでバージョン ID を渡します。
			
# hammer content-view create \
--composite \
--name "Stack" \
--description "A stack that includes a base operating system and a database" \
--component-ids 4,14 \
--organization "ACME"

				複合コンテンツビューを公開します。
			
# hammer content-view publish \
--name "Stack" \
--description "Initial version of Stack" \
--organization "ACME"

				複合コンテンツビューを全環境にプロモートします。
			
# hammer content-view version promote \
--content-view "Stack" \
--version 1 \
--to-lifecycle-environment "Development" \
--organization "ACME"
# hammer content-view version promote \
--content-view "Stack" \
--version 1 \
--to-lifecycle-environment "Testing" \
--organization "ACME"
# hammer content-view version promote \
--content-view "Stack" \
--version 1 \
--to-lifecycle-environment "Production" \
--organization "ACME"

環境とコンテンツビューへのシステム登録




				コンテンツビューが利用可能になったので、システムを環境とビューに登録することができます。
			
RHEL システムをサブスクリプションマネージャーに登録する




					まず、テスト用の Red Hat Enterprise Linux 7 クライアントシステムに root ユーザーとしてログインし、Satellite Server 用のコンシューマー RPM をダウンロードします。これはホストの pub ディレクトリーに配置されています。例えば、ホスト名が satellite6.example.com の Satellite Server の場合、以下のコマンドを登録するクライアントで実行します。
				
[root@client ~]# rpm -Uvh http://satellite6.example.com/pub/katello-ca-consumer-latest.noarch.rpm

					以下のコマンドを実行して、Satellite Server 上の環境とコンテンツビューを一覧表示します。
				
[root@client ~]# subscription-manager environments --org "acme"

					クライアントシステムを Satellite Server 上の環境とコンテンツビューに登録します。
				
[root@client ~]# subscription-manager register --org "acme" --environment "Development/Stack"
注記

						クライアントシステムは、ACME 組織に所属する Satellite Server ユーザーのユーザー名とパスワードを尋ねます。別の方法では、アクティベーションキーを使用してシステムを登録することもできます。これについては、8章アクティベーションキーの管理 で説明しています。
					


					クライアントシステムは、これで開発環境にある Stack コンテンツビューから公開されたリポジトリーを使用します。
				

Atomic Host をサブスクリプションマネージャーに登録する




					以下の手順では、サブスクリプションマネージャーで Atomic Host を登録する方法を説明します。
				

					Satellite Server から katello-rhsm-consumer を取得します。
				
[root@atomic_client ~]# wget http://satellite.example.com/pub/katello-rhsm-consumer

					katello-rhsm-consumer のモードを実行可能に変更します。
				
[root@atomic_client ~]# chmod +x katello-rhsm-consumer

					katello-rhsm-consumer を実行します。
				
[root@atomic_client ~]# ./katello-rhsm-consumer

					Red Hat サブスクリプションマネージャーに登録します。
				
[root@atomic_client ~]# subscription-manager register
注記

						Atomic はアプライアンスとして機能するので、これに katello-agent をインストールすることは推奨されません。
					



章の概要




				本章では、コンテンツビューを使用して DML の既存コンテンツから独自のリポジトリーをカスタマイズする方法について説明しました。以下の方法がありました。
			
	
						RPM のある基本的なコンテンツビューの作成
					
	
						RPM と Puppet モジュールのあるコンテンツビューの作成
					
	
						コンテンツフィルターを使った RPM コンテンツの組み込みと除外
					
	
						複数のコンテンツビューを統合した複合コンテンツビュー
					
	
						システムの Satellite Server への登録と特定のコンテンツビューからのコンテンツの消費
					



				次章では、アクティベーションキーと、それを使ったシステム登録およびアプリケーションライフサイクル環境からのコンテンツへのアクセスについて説明します。
			


第8章 アクティベーションキーの管理




			ここまでにコンテンツビューが公開されており、その結果、Satellite Server がリポジトリーを公開しています。システムは Satellite Server に登録し、それらのリポジトリーからのコンテンツを消費できます。ここでのシステムの登録は、Red Hat カスタマーポータルへの登録と同様の方法で行います。例えば、Red Hat サブスクリプションマネージャー (subscription-manager) で --baseurl を使うことにより、Red Hat Content Delivery Network ではなく Satellite Server にポイントすることができます。
		

			システム登録には 2 つの方法があります。1 つ目は Satellite Server にユーザー名とパスワードで認証する方法で、これは前章で説明しました。より好ましい別の方法ではアクティベーションキーを使用します。このキーは認証トークンとして機能します。アクティベーションキーを使用すると、システム登録とサブスクリプションのアタッチメントが容易にできます。ユーザーは複数のキーを作成して異なる環境やコンテンツビューに関連付けることができます。例えば、Red Hat Enterprise Linux ワークステーション用のサブスクリプションで基本的なアクティベーションキーを作成し、これを特定の環境からのコンテンツビューに関連付けることができます。
		

			アクティベーションキーとその使用例についての本ガイド以外の情報は、Red Hat カスタマーポータルの "Activation Key Enhancements with Red Hat Satellite 6.1" を参照してください。
		
アクティベーションキーの作成



Web UI をご利用の場合

					コンテンツ > アクティベーションキー に移動し、新規アクティベーションキー をクリックします。以下の情報を入力します。
				
	
						名前 - アクティベーションキーの名前。システムの登録プロセスでこの名前を使用します。development-stack と入力します。
					
	
						コンテンツホスト制限 - このアクティベーションキーで Satellite Server が登録を許可するシステム数を定義します。無制限 を選択します。
					
	
						説明 - アクティベーションキーの簡単な説明。Exampleware Stack in the Development Environment と入力します。
					
	
						環境 - 使用する環境。Development を選択します。
					
	
						コンテンツビュー - 環境内で使用するコンテンツビュー (およびリポジトリー) 。Stack を選択します。
					



				保存 をクリックすると、アクティベーションキーの詳細画面が表示されます。
			

				ここで登録においてアタッチする製品と有効にするリポジトリーを定義する必要があります。サブスクリプション タブに移動します。空の製品/サブスクリプション一覧が表示されます。追加 をクリックして Red Hat Enterprise Linux サブスクリプションと PostgreSQL 製品の両方を選択し、選択を追加 をクリックします。
			
注記

					Auto-Attach オプションは有効になっています。これは、これらの製品を登録時に自動的にアタッチし、必要なリポジトリーを有効にします。アクティベーションキーの Auto-Attach が無効になっている場合は、システムはサブスクリプションやコンテンツをアタッチせずに Satellite Server に登録するだけになります。
				


				製品コンテンツ ページに移動します。アクティベーションキーの製品に関連付けられている全リポジトリーが表示されます。デフォルトでは、Satellite Server が有効にしているのは以下のものだけです。
			
	
						システム要件に最も適するリポジトリー。このケースでは、Red Hat Enterprise Linux 7 Server RPMs のみです。
					
	
						カスタムコンテンツ。
					



				このシナリオでは以下のデフォルトセットがあります。
			

				PostgreSQL:
			
	
						PostgreSQL 9.5 - 有効にされていますか: Yes (デフォルト)
					
	
						PostgreSQL Puppet Modules - 有効にされていますか: Yes (デフォルト)
					



				Red Hat Enterprise Linux Server:
			
	
						Red Hat Enterprise Linux 7 Server (Kickstart) - 有効にされていますか: No (デフォルト)
					
	
						Red Hat Satellite Tools 6.2 (for RHEL 7 Server) (RPMs) - 有効にされていますか: No (デフォルト)
					
	
						Red Hat Enterprise Linux 7 Server (RPMs) - 有効にされていますか: Yes (デフォルト)
					



				Red Hat Satellite Tools リポジトリーには設定ツール (katello-agent および puppet など) が含まれるため、これを有効にします。以下のようにします。
			
	
						Red Hat Satellite Tools 6.2 (for RHEL 7 Server) (RPMs) - 有効にされていますか: Yes に上書き
					



				保存 をクリックします。
			

				これでシステム登録に使用するアクティベーションキーの準備ができました。
			
CLI をご利用の場合

					アクティベーションキーを作成します。
				
# hammer activation-key create \
--name "development-stack" \
--unlimited-content-hosts true \
--description "Exampleware Stack in the Development Environment" \
--lifecycle-environment "Development" \
--content-view "Stack"  \
--organization "ACME"

				サブスクリプション ID 一覧を取得します。
			
# hammer subscription list --organization "ACME"

				Red Hat Enterprise Linux サブスクリプション UUID をアクティベーションキーに割り当てます。
			
# hammer activation-key add-subscription \
--name "development-stack" \
--subscription-id ff808181533518d50152354246e901aa \
--organization "ACME"

				PostgreSQL 製品をアクティベーションキーに割り当てます。
			
#hammer activation-key add-subscription \
--name "development-stack" \
--subscription-id ff8081815239acdc015238fefaa10002 \
--organization "ACME"

				アクティベーションキーに関連付けられている製品コンテンツを一覧表示します。
			
# hammer activation-key product-content \
--name "development-stack" \
--organization "ACME"

				Red Hat Satellite Tools 6.2 リポジトリーのデフォルトの自動有効化ステータスを上書きします。デフォルトでは無効になっています。以下のコマンドで有効にします。
			
# hammer activation-key content-override \
--name "stack-development" \
--content-label rhel-7-server-satellite-tools-6.1-rpms \
--value 1 \
--organization "ACME"

アクティベーションキーの使用




				アクティベーションキーは登録に使用されます。以下が含まれます。
			
	
						Red Hat Satellite 6 でのプロビジョニング中の新規システム登録。Red Hat Satellite 6 のキックスタートプロビジョニングテンプレートには、新規ホストの作成時に定義されるアクティベーションキーを使用してシステムを登録するコマンドが含まれています。
					
	
						既存の Red Hat Enterprise Linux システムの登録。Red Hat サブスクリプションマネージャーが登録に Satellite Server を使用するように設定し、subscription-manager register コマンドの実行時にアクティベーションキーを指定します。
					



				アクティベーションキーはテストすることができます。既存の Red Hat Enterprise Linux 7 システムを Satellite に登録します。
			

				まず、Satellite Server 用のコンシューマー RPM をダウンロードします。これは通常、ホストの web サーバーの pub ディレクトリーに配置されています。例えば、ホスト名が satellite6.example.com の Satellite Server の場合、以下のコマンドを登録するクライアントで実行します。
			
# rpm -Uvh http://satellite6.example.com/pub/katello-ca-consumer-latest.noarch.rpm

				この RPM は Satellite Server 上のリポジトリーにアクセスするために必要な証明書をインストールし、Red Hat サブスクリプションマネージャーがサーバーの URL を使用するように設定します。
			

				次に、クライアント上で Red Hat サブスクリプションマネージャーを実行します。
			
# subscription-manager register --activationkey="stack-development" --org="acme"
The system has been registered with id: 744fb31c-c983-00f5-ca14-bddd0f711353

				Satellite Server サーバーで登録を確認します。
			
Web UI をご利用の場合

					ホスト > コンテンツホスト に移動すると、リストにシステムが表示されます。
				
CLI をご利用の場合

					以下のコマンドを実行します。
				
# hammer content-host list --organization "ACME"
重要

					Satellite Server にクライアントシステムを登録したら、以下のコマンドでシステムに katello-agent パッケージをインストールして、Satellite Server にレポートできるようにします。
				
# yum install katello-agent

					このパッケージは Red Hat Satellite 6 Tools リポジトリーで提供しています。
				


章の概要




				本章では、アクティベーションキーの作成方法とそれを使用してシステムを Satellite Server に登録する方法について説明しました。
			

				次章では、エラータをシステムに適用する方法などのエラータの管理について説明します。
			


第9章 エラータの管理




			Red Hat では、品質管理およびリリースプロセスの一部として、お客様に Red Hat RPM の公式リリースのアップデートを提供しています。Red Hat では、アップデートを説明するアドバイザリーと共に、関連パッケージのグループを エラータ にコンパイルします。アドバイザリーには以下の 3 種類があります (重要度の高い順)。
		
	セキュリティーアドバイザリー
	
						パッケージで見つかったセキュリティー問題のフィクスを説明。セキュリティー問題の重大度のレベルは、低、中、重要、重大に分かれています。
					
	バグ修正アドバイザリー
	
						パッケージのバグ修正を説明。
					
	製品の機能強化アドバイザリー
	
						パッケージに追加された機能強化および新機能を説明。
					



			Red Hat Satellite 6 は、リポジトリーを Red Hat の Content Delivery Network (CDN) と同期する際にこれらのエラータをインポートします。Red Hat Satellite 6 ではエラータ検証しフィルタリングするためのツールも提供しており、アップデートの管理が正確にできます。このようにして関連のあるアップデートを選択し、コンテンツビューから選択したコンテンツホストに伝達することができます。
		

			Red Hat Satellite では、エラータと利用可能なコンテンツホストとの関係を表す 2 つのキーワードがあります。
		
	適用可能
	
						エラータは 1 つ以上のコンテンツホストに適用されます。つまり、コンテンツホストにあるパッケージが更新されます。「適用可能」なエラータは、コンテンツホストがアクセスできる段階にはありません。
					
	インストール可能
	
						エラータは 1 つ以上のコンテンツホストに適用され、コンテンツホストで利用可能になっています。インストール可能なエラータはコンテンツホストのライフサイクル環境とコンテンツビューに存在しますが、インストールはされていません。このためエラータは、コンテンツホストを管理するパーミッションがあるものの、より高いレベルでのエラータ管理の権限がないユーザーによるインストールが可能になっています。
					



			本章では、エラータの管理方法とシステムへの適用方法について説明します。
		
重要

				Satellite に登録したホストに katello-agent パッケージをインストールしてください。このパッケージはエラータ管理に必要なサービスを提供します。
			

コンテンツビューによるエラータ管理




				Red Hat Satellite 6 では、エラータの管理と適用のために多様な方法を提供しています。「コンテンツフィルターの定義」 で説明したように、コンテンツビューとコンテンツフィルターを使ってエラータを制限することができます。フィルターには以下のものがあります。
			
	
						ID - リポジトリーに許可する特定のエラータを選択するフィルターを作成します。
					
	
						日付の範囲 - 日付の範囲を定義して、その範囲内にリリースされたエラータを組み込みます。
					
	
						タイプ - バグ修正、機能強化、セキュリティーなどのエラータのタイプを選択して組み込みます。
					



				ここでは例として、特定日より後のエラータを除外するコンテンツフィルターを作成します。これにより、アプリケーションライフサイクルの実稼働システムがある時点まで最新に保たれたことになります。その後にこのフィルターの開始日を変更し、テスト環境に新たなエラータを導入します。こうすることで、新パッケージにアプリケーションライフサイクルとの互換性があるかどうかをテストすることができます。
			

				コンテンツフィルターの作成方法については、「コンテンツフィルターの作成」 を参照してください。
			

				コンテンツビューにエラータが含まれたら、これをシステムに適用することができます。Red Hat Satellite 6 に登録した各システムにはエラータ管理画面があり、複数のエラータをシステムに適用することができます。Red Hat Satellite 6 にはエラータを検索、レビューして、複数のシステムに適用するエラータ管理機能もあります。
			

個別システムへのエラータの適用




				この手順では、エラータをシステムに適用します。これは 「アクティベーションキーの使用」 からの続きで、テスト用 Red Hat Enterprise Linux 7 システムをご自分の Satellite サーバーに登録していることを前提としています。この例では、以下のエラータを適用します。
			
Errata ID:   RHSA-2016:0008
Title:       Moderate: openssl security update
Type:        security
Severity:    Moderate
Issued:      2016-01-07
Updated:     2016-01-07
Description: OpenSSL is a toolkit that implements the Secure Sockets Layer (SSL v2/v3) and Transport Layer Security (TLS v1) protocols, as well as a full-strength, general purpose cryptography library.
Web UI をご利用の場合

					ホスト > コンテンツホスト に移動してテストするシステムをクリックします。エラータ タブに移動します。「コンテンツフィルターの作成」 で設定したフィルターにより、セキュリティーエラータの一覧が表示されます。
				

				OpenSSL のエラータを適用していきます。検索ボックスに title ~ openssl と入力します。これでタイトルに openssl が含まれるエラータが検索されます。RHSA-2016:0008 エラータを選択し、選択を適用 をクリックします。確認メッセージが表示されるので、適用 をクリックします。
			

				Satellite Server は、選択したエラータに関連する全パッケージの更新タスクを開始します。タスクが完了すると、詳細 セクションに更新されたパッケージとその新バージョンの一覧が表示されます。例を示します。
			
1:openssl-1.0.1e-51.el7_2.2.x86_64
1:openssl-libs-1.0.1e-51.el7_2.2.x86_64

				クライアントシステムにログインし、エラータの更新を確認します。
			
[root@client ~]# yum list openssl openssl-libs
CLI をご利用の場合

					クライアントシステムの OpenSSL エラータを一覧表示します。
				
# hammer host errata list \
--host client.example.com \
--search "title ~ openssl" \
--organization "ACME"

				クライアントシステムに最新のエラータを適用します。Errata ID を使用して適用するエラータを特定します。
			
# hammer host errata apply \
--host client.danssat.net \
--errata-ids RHSA-2016:0008 \
--organization "ACME"

				クライアントシステムにログインし、エラータの更新を確認します。
			
[root@client ~]# yum list openssl openssl-libs

複数システムへのエラータの適用




				Red Hat Satellite 6 Web UI には、複数のシステムを確認してそれらにエラータを適用するエラータ管理システムがあります。この例では、「個別システムへのエラータの適用」 と同じエラータ (RHSA-2016:0008) を使用します。
			
Web UI をご利用の場合

					コンテンツ > エラータ に移動します。これで同期リポジトリーからの全エラータが表示されます。また、コンテンツホスト数 では、各エラータを適用、インストール可能な登録済みホストの数が表示されます。
				

				単一の OpenSSL エラータをこのツールを使ってシステムに適用します。検索ボックスに title ~ openssl と入力します。これで OpenSSL に関連する全エラータが表示されます。これにはバグ修正や機能拡張が含まれますが、「コンテンツフィルターの作成」 で作成したフィルターのために、Satellite Server はこれらのエラータはテストシステムにはインストールできないことに注意してください。
			

				最新の OpenSSL エラータをクリックします。この例では RHSA-2016:0008 になります。
			

				このエラータの 詳細 画面が表示され、エラータが解決する問題の説明が提示されます。
			

				コンテンツホスト のサブタブに移動すると、このエラータが適用可能な全システム一覧が表示されます。「エラータが現在ホストのライフサイクル環境でインストール可能なコンテンツホストのみを表示します。」を選択し、エラータのインストール可能なシステムのみに制限します。
			

				テストシステムを選択して、ホストに適用 をクリックします。エラータインストールに関する確認画面が表示されます。確定します をクリックします。
			

				Satellite Server は、選択したシステム用のエラータのパッケージ更新を開始します。タスクが完了したら、クライアントシステムにログインしてエラータ更新を確認します。
			
[root@client ~]# yum list openssl openssl-libs
CLI をご利用の場合

					CLI には Web UI と同じツールがあるわけではありませんが、同様の手順を CLI コマンドで使用することができます。
				

				全 OpenSSL エラータを一覧表示します。
			
# hammer erratum list --search "title ~ openssl" --organization "ACME"

				インストール可能なエラータに限定するようにします。
			
# hammer erratum list \
--errata-restrict-installable true \
--search "title ~ openssl" --organization "ACME"

				このエラータの詳細を表示します。
			
# hammer erratum info --id RHSA-2016:0008

				このエラータを適用可能なシステムを一覧表示します。
			
# hammer host list \
--search "applicable_errata = RHSA-2016:0008" \
--organization "ACME"

				エラータを単一のシステムに適用します。
			
# hammer host errata apply \
--host client.example.com \
--errata-ids RHSA-2016:0008

				これらのコマンドは各システムごとに実行する必要があり、--host はそのシステム名で置き換えます。以下のコマンドでこれを実行できます。
			
# for HOST in `hammer \
--csv --csv-separator "|" host list \
--search "applicable_errata = RHSA-2016:0008" \
--organization "ACME" | tail -n+2 | awk \
-F "|" '{ print $2 }'` ; do echo \
"== Applying to $HOST ==" ; hammer host errata apply \
--host $HOST --errata-ids RHSA-2016:0008 ; done

				このコマンドは RHSA-2016:0008 を適用可能なホストすべてを特定し、このエラータを各ホストに適用します。
			

				クライアントシステムにログインし、エラータの更新を確認します。
			
[root@client ~]# yum list openssl openssl-libs

章の概要




				本章では、Red Hat Satellite 6 でエラータを管理してシステムに適用する方法について説明しました。
			

				次章では、Red Hat Satellite 6 におけるコンテナー管理について説明します。
			


第10章 コンテナーイメージの管理




			コンテナー化とは、システムレベルの仮想化メソッドを操作することです。標準的な仮想マシンはハイパーバイザーが各システムに割り当てるリソースを消費しますが、コンテナーはホストのカーネルを直接使用する個別システムのように動作します。つまり、コンテナー内のプロセスは、ホストや他のコンテナーとリソースを共有することになります。これにより、単一ホストから複数のシステムを効率的に実行できるようになります。Linux コンテナーはセキュリティーを改善する一方で、アプリケーションのデプロイメントが迅速にでき、簡単なテスト、メンテナンス、トラブルシューティングも提供します。
		

			コンテナーについての詳細情報は、Red Hat Enterprise Linux Atomic Host 7 の コンテナーの使用ガイド を参照してください。
		

			Docker は、Linux コンテナーとそのアプリケーションのデプロイメントを自動化するオープンソースのプロジェクトです。これは、アプリケーションとそのランタイム依存関係をコンテナーに格納してパッケージ化する機能を提供します。
		

			Docker フォーマットのコンテナーは以下で構成されています。
		
	コンテナー
	
						アプリケーションのサンドボックスです。各コンテナーは必要な設定データが格納されているイメージをベースとしています。イメージからコンテナーを起動すると、書き込み可能なレイヤーがイメージの上に追加されます。コンテナーをコミットする際は毎回、変更を保存するために新規のイメージレイヤーが追加されます。
					
	イメージ
	
						変更されることのない、コンテナー設定の静的なスナップショットです。コンテナーへの変更は新規イメージレイヤーを作成することでのみ保存されます。各イメージは 1 つ以上の親イメージに依存します。
					
	プラットフォームイメージ
	
						親を持たないイメージです。ランタイム環境、パッケージ、コンテナー化されたアプリケーションの実行に必要なユーティリティーなどを定義します。プラットフォームイメージは読み取り専用となるため、変更はすべて上に重ねられるコピーイメージに反映されます。
					
	レジストリー
	
						ダウンロード可能なイメージが含まれる公開または非公開のアーカイブです。レジストリーによっては、イメージをアップロードして他のユーザーに利用可能にすることもできます。Red Hat Satellite では、ローカルおよび外部レジストリーからイメージをインポートすることができます。Satellite 自体はホストのイメージレジストリーとして機能できますが、ホストは変更をレジストリーに戻すことはできません。
					
	タグ
	
						リポジトリーにあるイメージを、通常はイメージに保存されたアプリケーションのバージョンで区別するために使用されるマークです。リポジトリーは、コンテナーレジストリーの同様のイメージを分類するために使用されます。イメージには固有の英数字の ID しか設定できないので、repository:tag などの形式で命名することで、ヒューマンリーダブルな方法でイメージを識別できるようになります。
					



			Red Hat Satellite 6 では、オンプレミスレジストリーを作成し、複数のソースからイメージをインポートし、コンテンツビューを使用してそれらをコンテナーに配信することができます。Satellite Server は、コンテナーを実行するためのサーバーとして機能する 1 つ以上の Docker コンピュートリソースの作成をサポートします。これによりイメージをインポートしこのイメージをベースとしたコンテナーを開始し、コンテナーのアクティビティーをモニターし、その状態を新規のイメージレイヤーにコミットしてさらに伝達するようにできます。
		

			コンテンツをインポートしてコンテナーイメージのライフサイクルを管理することは、RPM や Puppet モジュールといった他のコンテンツタイプの管理に似ています。製品とバンドルされたリポジトリーを設定し、コンテンツビューにこれらのリポジトリーを含めます。
		
Red Hat Container Catalog からのコンテナーイメージのインポート




				Red Hat Container Catalog は、Satellite Server にインポート可能なコンテナーイメージのセットを提供します。コンテンツをインポートするプロセスは、Red Hat コンテンツ用のリポジトリーを有効にするものとは異なります。プロセスは以下のようになります。
			
	
						Red Hat Container Catalog 用のカスタム製品を作成します。
					
	
						Red Hat Container Catalog レジストリー (http://registry.access.redhat.com/) にリンクするリポジトリーを追加します。
					
	
						レジストリーのリポジトリーと同期します。
					


Web UI をご利用の場合

					コンテンツ > 製品 に移動し、新製品 をクリックします。新しい製品のフォームが表示されます。以下の詳細情報を入力します。
				
	
						名前 - 製品の簡単な名前。Red Hat Container Catalog と入力します。
					
	
						ラベル - リポジトリーの内部 ID。rhcc と入力します。
					
	
						GPG キー - 製品全体の GPG キー。これは空白にします。
					
	
						同期プラン - 製品の同期計画。これは Example Plan に割り当てることができます。
					
	
						説明 - 製品の簡単な説明。Red Hat Container Catalog content と入力します。
					



				保存 をクリックします。
			

				カスタム製品を作成したら、製品のリポジトリー画面が表示されます。リポジトリーの作成 をクリックし、新しいリポジトリー用のフォームを表示します。以下の詳細情報を入力します。
			
	
						名前 - リポジトリーの簡単な名前。RHEL7 と入力します。
					
	
						ラベル - リポジトリーの内部 ID。RHEL7 と入力します。
					
	
						タイプ - リポジトリーのタイプ。docker を選択すると新たなフィールドが表示されます。
					
	
						URL - ソースとして使用するレジストリーの URL。http://registry.access.redhat.com/ と入力します。
					
	
						アップストリームリポジトリー名 - レジストリー上のリポジトリー名。例えば、rhel7 と入力します。
					


注記

					https://access.redhat.com/containers/ で他のリポジトリーを検索、表示することもできます。
				


				保存 をクリックすると、新規リポジトリーが記載された製品のリポジトリー画面に戻ります。同期開始 をクリックして同期プロセスを開始します。数分すると、Satellite Server が同期を完了します。Docker マニフェストの管理 をクリックして利用可能なマニフェストを一覧表示します。この一覧から必要に応じて不要なマニフェストを削除することができます。
			
注記

					Web UI でも同期の進捗状況を確認することができます。コンテンツ > 同期の状態 に移動して、製品/リポジトリーのツリーを展開します(または すべて展開 をクリックします)。
				

CLI をご利用の場合

					カスタムの Red Hat Container Catalog 製品を作成します。
				
# hammer product create \
--name "Red Hat Container Catalog" \
--sync-plan "Example Plan" \
--description "Red Hat Container Catalog content" \
--organization "ACME"

				コンテナーイメージ用のリポジトリーを作成します。
			
# hammer repository create \
--name "RHEL7" \
--content-type "docker" \
--url "http://registry.access.redhat.com/" \
--docker-upstream-name "rhel7" \
--product "Red Hat Container Catalog" \
--organization "ACME"

				次にリポジトリーを同期します。
			
# hammer repository synchronize \
--name "RHEL7" \
--product "Red Hat Container Catalog" \
--organization "ACME"

				これでコンテナーイメージが同期されました。
			

他のイメージレジストリー からのコンテナーイメージのインポート




				Red Hat Container Catalog からコンテナーイメージをインポートする他に、Red Hat Satellite 6 ではコミュニティーベースや内部のレジストリーなどの他のイメージレジストリーからコンテンツをインポートすることもできます。サードパーティーレジストリーからインポートするプロセスは、Red Hat Container Catalog からイメージをインポートするものと同様のものです。
			
	
						カスタム製品を作成します。
					
	
						製品にコンテナーイメージ用のリポジトリーを追加し、それを外部レジストリー上にあるリポジトリーにリンクします。
					
	
						レジストリーのリポジトリーと同期します。
					



				以下の手順では、DockerHub レジストリー (https://registry.hub.docker.com) からの公式 Fedora イメージを使ってこの手順を実行します。
			
Web UI をご利用の場合

					コンテンツ > 製品 に移動し、新製品 をクリックします。新しい製品のフォームが表示されます。以下の詳細情報を入力します。
				
	
						名前 - 製品の簡単な名前。Fedora と入力します。
					
	
						ラベル - 製品の内部 ID。Red Hat Satellite 6 では、名前 に入力した内容に基づいてこのフィールドに値が自動的に入力されます。
					
	
						GPG キー - 製品全体の GPG キー。これは空白にします。
					
	
						同期プラン - 製品の同期計画。これは Example Plan に割り当てることができます。
					
	
						説明 - 製品の簡単な説明。Fedora content と入力します。
					



				保存 をクリックします。
			

				Fedora 向けカスタム製品を作成したら、製品のリポジトリー画面が表示されます。リポジトリーの作成 をクリックし、新しいリポジトリー用のフォームを表示します。以下の詳細情報を入力します。
			
	
						名前 - リポジトリーの簡単な名前。Fedora Docker Images と入力します。
					
	
						ラベル - リポジトリーの内部 ID。Red Hat Satellite 6 では、名前 に入力した内容に基づいてこのフィールドに値が自動的に入力されます。
					
	
						タイプ - リポジトリーのタイプ。docker を選択すると新たなフィールドが表示されます。
					
	
						URL - ソースとして使用するレジストリーの URL。https://registry.hub.docker.com/ と入力します。
					
	
						アップストリームリポジトリー名 - レジストリー上のリポジトリー名。例えば、fedora/ssh と入力します。
					


注記

					https://hub.docker.com/explore/ で他のリポジトリーを検索、表示することもできます。
				


				保存 をクリックすると、新規リポジトリーが記載された製品のリポジトリー画面に戻ります。同期開始 をクリックして同期プロセスを開始します。数分すると、Satellite Server が同期を完了します。Docker マニフェストの管理 をクリックして利用可能なマニフェストを一覧表示します。この一覧から必要に応じて不要なマニフェストを削除することができます。
			
注記

					Web UI でも同期の進捗状況を確認することができます。コンテンツ > 同期の状態 に移動して、製品/リポジトリーのツリーを展開します(または すべて展開 をクリックします)。
				

CLI をご利用の場合

					カスタムの fedora 製品を作成します。
				
# hammer product create \
--name "Fedora" \
--sync-plan "Example Plan" \
--description "Fedora content" \
--organization "ACME"

				コンテナーイメージ用のリポジトリーを作成します。
			
# hammer repository create \
--name "Fedora/SSH" \
--content-type "docker" \
--url "https://registry.hub.docker.com" \
--docker-upstream-name "fedora/ssh" \
--product "Fedora" \
--organization "ACME"

				次にリポジトリーを同期します。
			
# hammer repository synchronize \
--name "Fedora/SSH" \
--product "Fedora" \
--organization "ACME"

				これでコンテナーイメージが同期されました。
			

コンテンツビューによるコンテナーイメージの管理




				コンテンツビューを使用して、アプリケーションライフサイクルにわたってコンテナーイメージを管理します。このプロセスでは、RPM および Puppet モジュールが使用するものと同じ公開とプロモーションのメソッドを使用します。
			
Web UI をご利用の場合

					コンテンツ > コンテンツビュー に移動し、新規ビューの作成 をクリックします。ビューの詳細 のフォームが表示されます。以下の情報を入力します。
				
	
						名前 - ビューの簡単な名前。Containers と入力します。
					
	
						ラベル - ビューの内部 ID。Red Hat Satellite 6 では、名前 に入力した内容に基づいてこのフィールドに値が自動的に入力されます。
					
	
						説明 - ビューの簡単な説明。Container image for Red Hat Enterprise Linux 7 と入力します。
					
	
						複合ビュー - 複合コンテンツビューを使用するかどうかを定義します。チェックを外しておきます。
					



				保存 をクリックします。
			

				これで新規コンテンツビューエントリーが作成されます。Docker コンテンツ のサブタブに移動し、追加 をクリックします。Red Hat Enterprise Linux 7 Server イメージ用のコンテナーリポジトリーを選択します。リポジトリーの追加 をクリックします。これでこのリポジトリーからコンテナーイメージがコンテンツビューに追加されます。
			

				これでコンテンツビューを公開する準備ができました。バージョン に移動し、新規バージョンの公開 をクリックします。Satellite Server が新規バージョン (バージョン 1) についての詳細を提供し、説明 にこのバージョンについての説明が入力できます。ここには、新規コンテンツビューの変更を記録しておくことができます。Initial content view for our container image と入力し、保存 をクリックします。
			

				Satellite Server がビューの新バージョンを作成し、ライブラリー環境に公開します。
			

				プロモート をクリックして、アプリケーションライフサイクルの環境にこのコンテンツビューをプロモートすることもできます。
			
CLI をご利用の場合

					リポジトリー ID の一覧を取得します。
				
# hammer repository list --organization "ACME"

				この例では、コンテナー rhel7 のリポジトリーは ID に 8 を使用します。コンテンツビューを作成して、リポジトリーを追加します。
			
# hammer content-view create \
--name "Containers" \
--description "Container image for Red Hat Enterprise Linux 7" \
--repository-ids 8 \
--organization "ACME"

				ビューを公開します。
			
# hammer content-view publish \
--name "Containers" \
--description "Initial content view for our container image" \
--organization "ACME"

				Satellite Server がビューの新バージョンを作成し、ライブラリー環境に公開します。
			

Docker タグによるコンテナーイメージの管理




				コンテナーイメージのなかには Docker タグを使用してバージョン番号や各バージョンについての基本的な情報を特定するものもあります。
			
Web UI をご利用の場合

					コンテンツ > Docker タグ に移動して、コンテナーベースの製品向けのタグ一覧を表示します。タグをクリックすると特定イメージについての情報が表示されます。
				
CLI をご利用の場合

					Docker タグとその ID を一覧表示します。
				
# hammer docker tag info --id 218 --organization "ACME"

				タグ ID を使用して Docker タグを表示します。
			
# hammer docker tag info --id 218

章の概要




				本章では、独自のレジストリー作成やアプリケーションライフサイクルにわたるコンテナーイメージの管理方法など、Red Hat Satellite 6 におけるコンテナーイメージコンテンツの基本的な管理方法について説明しました。
			

				次章では、OSTree コンテンツの管理方法を説明します。
			


第11章 OSTree コンテンツの管理




			OSTree は、起動可能で変更されない、バージョン付きファイルシステムツリーを管理するツールです。好みのビルドシステムを使用してコンテンツをビルドサーバー上にあるこのツリー内に配置し、OSTree リポジトリーを静的 HTTP にエクスポートできます。Red Hat Enterprise Linux Atomic Server は、RPM ファイルから作成された OSTree コンテンツを使って、オペレーティングシステムを最新の状態に保ちます。
		

			Red Hat Satellite 6 は、OSTree リポジトリーと OSTree ブランチを同期し、リポジトリーからブランチを管理するツールを提供します。
		
Satellite Server 上での OSTree 管理の設定




				デフォルトでは Satellite Server には OSTree 管理ツールは含まれていません。このため、satellite-installer を実行して必要なパッケージをインストールし、ツールを設定する必要があります。
			

				Satellite Server に root ユーザーとしてログインし、以下のコマンドを実行します。
			
# satellite-installer --katello-enable-ostree=true

				インストーラーが必要なパッケージ (ostree、pulp-ostree-plugins、および tfm-rubygem-katello_ostree) をダウンロードし、Satellite サーバーが OSTree 管理ツールを使用するように設定されます。
			

同期する Red Hat OSTree コンテンツの選択




				Red Hat の CDN で OSTree コンテンツを選択して同期します。
			
Web UI をご利用の場合

					コンテンツ > Red Hat リポジトリー に移動します。これにより、さまざまなコンテンツタイプのタブのセットが表示されます。OSTree タブを選択し、使用する OSTree セットまでスクロールします。この例では、Red Hat Enterprise Linux Atomic Host 製品グループから Red Hat Enterprise Linux Atomic Host Trees をインポートします。有効なリポジトリーがあることを確認してください。
				

				コンテンツ > 製品 に移動し、Red Hat Enterprise Linux Atomic Host をクリックします。この時点でこの製品には Red Hat Enterprise Linux Atomic Host Trees のブランチセットが含まれています。このリポジトリーを選択し、同期開始 をクリックします。
			
注記

					Web UI でも同期の進捗状況を確認することができます。コンテンツ > 同期の状態 に移動して、製品/リポジトリーのツリーを展開します(または すべて展開 をクリックします)。
				


				数分後には、Satellite Server が rhel7 リポジトリーに関連する全イメージのインポートを完了します。
			
CLI をご利用の場合

					Red Hat Enterprise Linux Server 製品の ostree リポジトリーを検索します。
				
# hammer repository-set list \
--product "Red Hat Enterprise Linux Atomic Host" \
--organization "ACME" | grep "ostree"

				Red Hat Enterprise Linux Atomic Host 向けの ostree リポジトリーを有効にします。この例では、このリポジトリーの ID は 3822 になります。
			
# hammer repository-set enable \
--product "Red Hat Enterprise Linux Atomic Host" \
--name "Red Hat Enterprise Linux Atomic Host (Trees)" \
--organization "ACME"

				自分の製品内でリポジトリーを検索し、これと同期させます。この例では、リポジトリーのこのバージョンの ID は 5 です。
			
# hammer repository list \
--product "Red Hat Enterprise Linux Atomic Host" \
--organization "ACME"
# hammer repository synchronize \
--name "Red Hat Enterprise Linux Atomic Host Trees" \
--product "Red Hat Enterprise Linux Atomic Host" \
--organization "ACME"

カスタム OSTree コンテンツのインポート




				Red Hat の CDN から OSTree コンテンツをインポートするほかに、Red Hat Satellite 6 は他のソースからコンテンツをインポートすることもできます。これには、公開済みの HTTP の場所が必要になります。
			
Web UI をご利用の場合

					コンテンツ > 製品 に移動し、新製品 をクリックします。新しい製品のフォームが表示されます。以下の詳細情報を入力します。
				
	
						名前 - 製品の簡単な名前。OSTree Content と入力します。
					
	
						ラベル - 製品の内部 ID。Red Hat Satellite 6 では、名前 に入力した内容に基づいてこのフィールドに値が自動的に入力されます。
					
	
						GPG キー - 製品全体の GPG キー。これは空白にします。
					
	
						同期プラン - 製品の同期計画。これは Example Plan に割り当てることができます。
					
	
						説明 - 製品の簡単な説明。OSTree Content と入力します。
					



				保存 をクリックします。
			

				Fedora 向けカスタム製品を作成したら、製品のリポジトリー画面が表示されます。リポジトリーの作成 をクリックし、新しいリポジトリー用のフォームを表示します。以下の詳細情報を入力します。
			
	
						名前 - リポジトリーの簡単な名前。Custom OSTree と入力します。
					
	
						ラベル - リポジトリーの内部 ID。Red Hat Satellite 6 では、名前 に入力した内容に基づいてこのフィールドに値が自動的に入力されます。
					
	
						タイプ - リポジトリーのタイプ。ostree を選択すると URL フィールドが表示されます。
					
	
						URL - ソースとして使用するレジストリーの URL。http://www.example.com/rpm-ostree/ と入力します。
					



				保存 をクリックすると、新規リポジトリーが記載された製品のリポジトリー画面に戻ります。同期開始 をクリックして同期プロセスを開始します。数分すると、Satellite Server が同期を完了します。
			
注記

					Web UI でも同期の進捗状況を確認することができます。コンテンツ > 同期の状態 に移動して、製品/リポジトリーのツリーを展開します(または すべて展開 をクリックします)。
				

CLI をご利用の場合

					カスタムの OSTree Content 製品を作成します。
				
# hammer product create \
--name "OSTree Content" \
--sync-plan "Example Plan" \
--description "OSTree Content" \
--organization "ACME"

				OSTree 用のリポジトリーを作成します。
			
# hammer repository create \
--name "Custom OSTree" \
--content-type "ostree" \
--url "http://www.example.com/rpm-ostree/" \
--product "OSTree Content" \
--organization "ACME"

				次にリポジトリーを同期します。
			
# hammer repository synchronize \
--name "Custom OStree" \
--product "OSTree Content" \
--organization "ACME"

				これで OSTree ブランチが同期されました。
			

コンテンツビューによる OSTree コンテンツの管理




				コンテンツビューを使用して、アプリケーションライフサイクルにわたって OSTree ブランチを管理します。このプロセスでは、RPM および Puppet モジュールが使用するものと同じ公開とプロモーションのメソッドを使用します。
			
Web UI をご利用の場合

					コンテンツ > コンテンツビュー に移動し、新規ビューの作成 をクリックします。ビューの詳細 のフォームが表示されます。以下の情報を入力します。
				
	
						名前 - ビューの簡単な名前。OSTree と入力します。
					
	
						ラベル - ビューの内部 ID。Red Hat Satellite 6 では、名前 に入力した内容に基づいてこのフィールドに値が自動的に入力されます。
					
	
						説明 - ビューの簡単な説明。OSTree branches for Red Hat Enterprise Atomic Host と入力します。
					
	
						複合ビュー - 複合コンテンツビューを使用するかどうかを定義します。チェックを外しておきます。
					



				保存 をクリックします。
			

				これで新規コンテンツビューエントリーが作成されます。OSTree コンテンツ のサブタブに移動し、追加 をクリックします。 Red Hat Enterprise Linux Atomic Host Trees 用の OSTree リポジトリーを選択します。リポジトリーの追加 をクリックします。これでこのリポジトリーから OSTree コンテンツがコンテンツビューに追加されます。
			

				これでコンテンツビューを公開する準備ができました。バージョン に移動し、新規バージョンの公開 をクリックします。Satellite Server が新規バージョン (バージョン 1) についての詳細を提供し、説明 にこのバージョンについての説明が入力できます。ここには、新規コンテンツビューの変更を記録しておくことができます。Initial content view for our OSTree と入力し、保存 をクリックします。
			

				Satellite Server がビューの新バージョンを作成し、ライブラリー環境に公開します。
			

				プロモート をクリックして、アプリケーションライフサイクルの環境にこのコンテンツビューをプロモートすることもできます。
			
CLI をご利用の場合

					リポジトリー ID の一覧を取得します。
				
# hammer repository list --organization "ACME"

				この例では、OSTree のリポジトリーは ID に 5 を使用します。コンテンツビューを作成して、リポジトリーを追加します。
			
# hammer content-view create \
--name "OSTree" \
--description "OSTree for Red Hat Enterprise Linux Atomic Host" \
--repository-ids 5 \
--organization "ACME"

				ビューを公開します。
			
# hammer content-view publish \
--name "OSTree" \
--description "Initial content view for our OSTree" \
--organization "ACME"

				Satellite Server がビューの新バージョンを作成し、ライブラリー環境に公開します。
			

章の概要




				本章では、Red Hat およびカスタムソースから OSTree コンテンツをインポートして同期する方法やそのコンテンツをアプリケーションライフサイクルにわたって管理する方法など、Red Hat Satellite 6 における OSTreeコンテンツの基本的な管理方法について説明しました。
			

				次章では、ISO ファイルの管理方法を説明します。
			


第12章 ISO イメージとファイルの管理




			Red Hat Satellite 6 には、 Red Hat の CDNやその他のソースからの ISO イメージを保存する機能があります。また、Satellite Server では、仮想マシンのイメージなどの他のファイルをアップロードしたり、それらをリポジトリーに公開する方法が提供されます。本章では、ISO イメージとその他のファイルをインポートする基本的な手順を説明します。
		
Red Hat からの ISO イメージのインポート




				Red Hat CDN では、特定製品の ISO イメージを提供しています。このコンテンツをインポートするプロセスは、RPM コンテンツのリポジトリーを有効にするプロセスと類似のものです。
			
Web UI をご利用の場合

					コンテンツ > Red Hat リポジトリー に移動します。これにより、さまざまなコンテンツタイプのタブのセットが表示されます。ISO タブを選択し、使用するイメージまでスクロールします。この例では、Red Hat Enterprise Linux Server > Red Hat Enterprise Linux 7 Server (ISOs) から Red Hat Enterprise Linux 7 Server ISOs x86_64 7.2のイメージを選択します。
				

				コンテンツ > 製品 に移動し、Red Hat Enterprise Linux Server をクリックすると、この製品のリポジトリー画面が表示されます。この時点でこの製品には選択した ISO イメージのリポジトリーが含まれています。このリポジトリーを選択し、同期開始 をクリックします。
			
注記

					Web UI でも同期の進捗状況を確認することができます。コンテンツ > 同期の状態 に移動して、製品/リポジトリーのツリーを展開します(または すべて展開 をクリックします)。
				


				数分後には、Satellite Server が選択した全イメージのインポートを完了します。
			
CLI をご利用の場合

					file リポジトリーの Red Hat Enterprise Linux Server 製品を検索します。
				
# hammer repository-set list \
--product "Red Hat Enterprise Linux Server" \
--organization "ACME" | grep "file"

				Red Hat Enterprise Linux 7.2 Server ISO の file リポジトリーを有効にします。
			
# hammer repository-set enable \
--product "Red Hat Enterprise Linux Server" \
--name "Red Hat Enterprise Linux 7 Server (ISOs)" \
--releasever 7.2 \
--basearch x86_64 \
--organization "ACME"

				自分の製品内でリポジトリーを検索し、これと同期させます。この例では、リポジトリーのこのバージョンの ID は 40 です。
			
# hammer repository list \
--product "Red Hat Enterprise Linux Server" \
--organization "ACME"
# hammer repository synchronize \
--name "Red Hat Enterprise Linux 7 Server ISOs x86_64 7.2" \
--product "Red Hat Enterprise Linux Server" \
--organization "ACME"

個別の ISO イメージとファイルのインポート




				本セクションでは、Satellite Server に手動で ISO コンテンツとその他のファイルをインポートする方法について説明します。この例では、bootdisk.iso という名前のファイルを Satellite Server にアップロードします。このプロセスはカスタムの Puppet モジュールをアップロードするプロセスと同様のものです。
			
	
						カスタム製品を作成します。
					
	
						ファイルのリポジトリーを製品に追加します。
					
	
						リポジトリーにアップロードするファイルを選択します。
					


Web UI をご利用の場合

					コンテンツ > 製品 に移動し、新製品 をクリックします。新しい製品のフォームが表示されます。以下の詳細情報を入力します。
				
	
						名前 - 製品の簡単な名前。Custom ISOs と入力します。
					
	
						ラベル - 製品の内部 ID。Red Hat Satellite 6 では、名前 に入力した内容に基づいてこのフィールドに値が自動的に入力されます。
					
	
						GPG キー - 製品全体の GPG キー。これは空白にします。
					
	
						同期プラン - 製品の同期計画。これは Example Plan に割り当てることができます。
					
	
						説明 - 製品の簡単な説明。Custom ISO collection と入力します。
					



				保存 をクリックします。
			

				ISO 用のカスタム製品を作成したら、製品のリポジトリー画面が表示されます。リポジトリーの作成 をクリックし、新しいリポジトリー用のフォームを表示します。以下の詳細情報を入力します。
			
	
						名前 - リポジトリーの簡単な名前。Bootdisk と入力します。
					
	
						ラベル - リポジトリーの内部 ID。Red Hat Satellite 6 では、名前 に入力した内容に基づいてこのフィールドに値が自動的に入力されます。
					
	
						タイプ - リポジトリーのタイプ。file を選択すると新たなフィールドが表示されます。
					
	
						URL - ソースとして使用するレジストリーの URL。これは、PULP_MANIFEST ファイルを格納している Satellite が作成した他のリポジトリーを同期するためのものです。この例では空白にしておきます。
					



				保存 をクリックすると、Bootdisk リポジトリーが記載された製品のリポジトリー画面に戻ります。Bootdisk リポジトリーをクリックします。
			

				ファイルのアップロード セクションにスクロールし、参照 をクリックします。ISO ファイル (この例では bootdisk.iso) を選択し、アップロード をクリックします。数秒すると、Satellite Server が Content successfully uploaded とレポートします。
			
注記

					Puppet モジュールを管理したり製品から Puppet モジュールを削除するには、Manage Puppet Modules ページをクリックします。
				

CLI をご利用の場合

					カスタム製品を作成します。
				
# hammer product create \
--name "Custom ISOs" \
--sync-plan "Example Plan" \
--description "Custom ISO collection" \
--organization "ACME"

				リポジトリーを作成します。
			
# hammer repository create \
--name "Bootdisk" \
--content-type "file" \
--product "Custom ISOs" \
--organization "ACME"

				ISO ファイルをリポジトリーにアップロードします。
			
# hammer repository upload-content \
--path ~/bootdisk.iso \
--name "Bootdisk" \
--product "Custom ISOs" \
--organization "ACME"

				これで ISO イメージを含むカスタムリポジトリーが完成しました。
			

Red Hat OVAL リポジトリーのインポート




				Open Vulnerability and Assessment Language (OVAL) ファイルには、公開セキュリティーコンテンツについての情報が含まれています。Red Hat Satellite 6 では、OVAL ファイルを SCAP 監査プロセスの一部として使用します。Red Hat は、複数の OVAL ファイルを格納しているリポジトリー (https://www.redhat.com/security/data/oval/) を提供しています。Satellite Server がこのリポジトリーを同期することで、SCAP 監査向けのファイルにローカルでアクセスできるようになります。
			
Web UI をご利用の場合

					コンテンツ > 製品 に移動し、新製品 をクリックします。新しい製品のフォームが表示されます。以下の詳細情報を入力します。
				
	
						名前 - 製品の簡単な名前。OVAL Files と入力します。
					
	
						ラベル - 製品の内部 ID。Red Hat Satellite 6 では、名前 に入力した内容に基づいてこのフィールドに値が自動的に入力されます。
					
	
						GPG キー - 製品全体の GPG キー。これは空白にします。
					
	
						同期プラン - 製品の同期計画。これは Example Plan に割り当てることができます。
					
	
						説明 - 製品の簡単な説明。OVAL file collections と入力します。
					



				保存 をクリックします。
			

				OVAL 向けのカスタム製品を作成したら、製品のリポジトリー画面が表示されます。リポジトリーの作成 をクリックし、新しいリポジトリー用のフォームを表示します。以下の詳細情報を入力します。
			
	
						名前 - リポジトリーの簡単な名前。Red Hat OVAL Files と入力します。
					
	
						ラベル - リポジトリーの内部 ID。Red Hat Satellite 6 では、名前 に入力した内容に基づいてこのフィールドに値が自動的に入力されます。
					
	
						タイプ - リポジトリーのタイプ。file を選択すると新たなフィールドが表示されます。
					
	
						URL - ソースとして使用するレジストリーの URL。https://www.redhat.com/security/data/oval/ と入力します。このリポジトリーには、Satellite Server が同期に使用する PULP_MANIFEST ファイルが格納されています。
					



				保存 をクリックすると、新規リポジトリーが記載された製品のリポジトリー画面に戻ります。このリポジトリーを選択して 同期開始 をクリックします。
			
CLI をご利用の場合

					カスタム OVAL 製品を作成します。
				
# hammer product create \
--name "OVAL Files" \
--sync-plan "Example Plan" \
--description "OVAL file collections" \
--organization "ACME"

				OVAL リポジトリーを作成します。
			
# hammer repository create \
--name "Red Hat OVAL Files" \
--content-type "file" \
--product "OVAL Files" \
--publish-via-http true \
--url https://www.redhat.com/security/data/oval/ \
--organization "ACME"

				OVAL リポジトリーを同期します。
			
# hammer repository synchronize \
--name "Red Hat OVAL Files" \
--product "OVAL Files" \
--organization "ACME"
ローカルの Red Hat OVAL リポジトリーのテスト

					OVAL コンテンツの同期が完了したら、リポジトリーからの OVAL ファイルでテストを実行することができます。
				

				テストの Red Hat Enterprise Linux 7 システムに openscap-scanner パッケージをインストールします。これには oscap ツールが含まれています。
			
# yum install openscap-scanner

				Satellite Server から Red Hat Enterprise Linux 7 OVAL ファイルのコピーをダウンロードします。
			
# cd /tmp
# wget http://satellite.example.com/pulp/isos/ACME-OVAL_Files-Red_Hat_OVAL_Files/Red_Hat_Enterprise_Linux_7.xml

				oscap ツールで Red Hat Enterprise Linux 7 のテストマシンの脆弱性をスキャンします。
			
# oscap oval eval \
--results results.xml \
--report report.html ./Red_Hat_Enterprise_Linux_7.xml

				これでテストが実行され、各定義が順守されているかどうかについての情報を含むOVAL レポートが生成されます。
			

章の概要




				本章では、Red Hat Satellite 6 での ISO およびファイルコンテンツの管理について説明しました。
			

				次章では、コンテンツ管理プロセスについて説明します。
			


第13章 コンテンツ管理の最終処理




			コンテンツ管理は Red Hat Satellite 6 の機能の一部に過ぎません。Red Hat Satellite 6 ではシステムのプロビジョニングやシステム管理、カプセル制御、モニタリング、およびレポーティングなどの機能が提供されます。ただしコンテンツ管理は、Red Hat Satellite 6 エコシステムの初期段階として機能します。本章では、本ガイドでここまで説明したコンテンツ管理についておさらいし、これが他のr Red Hat Satellite 6 の機能に及ぼす影響について説明します。
		
シナリオにおける目的の完了




				本ガイドでは、ACME という架空の企業におけるエンドツーエンドのシナリオで、以下の目的を達成してきました。
			
	Red Hat サブスクリプションの管理
	
							サブスクリプションマニフェストを使って Red Hat Satellite 6 内の Red Hat コンテンツにアクセスします。サブスクリプションマニフェストを生成し、カスタマーポータルからこれをダウンロードして、Satellite Server 上の組織にこれをインポートします。これで Satellite 環境から RPM、キックスタートコンテンツ、ISO、および Red Hat の Content Delivery Network からのコンテナーイメージにアクセスできるようになります。
						
	Definitive Media Library (DML) の作成
	
							コンテンツ管理は、DML の作成が基礎となります。DML は、コンテンツのすべてのマスターコピー用の中央ライブラリーとして機能します。外部ソースからのコンテンツを Red Hat Satellite 6 に同期して DML を形成します。この外部ソースには、Red Hat のソースやカスタムソースも含まれます。また、同期プランを使って DML を最新に保ちます。
						
	異なるコンテンツタイプの管理
	
							本ガイドでは、RPM ファイルや Puppet モジュール、コンテナーイメージなどの異なるタイプのコンテンツを管理する例を説明してきました。
						
	アプリケーションライフサイクルの作成
	
							アプリケーションライフサイクルは、コンテンツ管理の核となる概念です。組織の実稼働サイクルをベースに、アプリケーションライフサイクル内に環境を作成します。次に、コンテンツをフィルタリングするコンテンツビューを定義し、作成されるリポジトリーを公開して、それらをアプリケーションライフサイクル内の環境にプロモートします。アクティベーションキーを使ってシステムを特定の環境に登録します。
						
	エラータの管理
	
							Red Hat Satellite 6 のツールを使ってエラータを確認し、これを登録済みのシステムに適用します。各エラータには、該当システムにリモートでインストール可能な関連パッケージのセットが含まれています。
						
	コンテナーイメージの管理
	
							Satellite Server がコンテナーイメージのレジストリーとして機能するようにします。Red Hat および他のソースからのコンテナーイメージを同期し、コンテンツビューを使ってそれらを管理、公開します。
						



システムのプロビジョニング




				本ガイドのシナリオにおける Satellite Server には、この時点でアプリケーションライフサイクルにわたって管理されているコンテンツが含まれています。これで、特定の環境にシステムをプロビジョニングすることが可能です。ここからベアメタルシステムをプロビジョニングする方法を説明していきます。
			
	インストールメディアの使用
	
							Red Hat コンテンツのインポート時に最初に注意する点は、Red Hat Enterprise Linux 7 を格納しているキックスタートツリーを同期したということです。Red Hat Satellite 6 は自動でこのキックスタートツリーを組織向けのインストールメディアとして追加します。Web UI を使用している場合は ホスト > インストールメディア に移動し、CLI を使用している場合は以下のコマンドを実行すると、このキックスタートツリーが確認できます。
						
# hammer medium list --organization "ACME"

							Satellite Server には、プロビジョニングプロセス中に選択するインストールメディアを格納しているキックスタートのテンプレートセットも含まれています。
						

	環境への登録
	
							キックスタートプロセスの一部として、Satellite Server はプロビジョニングテンプレートとスニペットを使ったキックスタートファイルを作成します。特に 1 つのスニペット (subscription_manager_registration) が登録プロセスを制御します。Web UI では ホスト > プロビジョニングテンプレート に移動して subscription_manager_registration スニペットをクリックするとこれを確認できます。CLI では、以下のコマンドで同様の結果が得られます。
						
# hammer template dump --name subscription_manager_registration

							スニペットは以下のようになります。
						
<% if @host.params['kt_activation_keys'] %>
# add subscription manager
yum -t -y -e 0 install subscription-manager
rpm -ivh <%= subscription_manager_configuration_url(@host) %>

echo "Registering the System"
subscription-manager register --org="<%= @host.rhsm_organization_label %>" --name="<%= @host.name %>" --activationkey="<%= @host.params['kt_activation_keys'] %>"

<% if @host.operatingsystem.name == "RedHat" %>
  # add the rhel rpms to install katello agent
  subscription-manager repos --enable=rhel-*-satellite-tools-*-rpms
<% end %>

echo "Installing Katello Agent"
yum -t -y -e 0 install katello-agent
chkconfig goferd on
<% end %>

							このスニペットには 2 つの機能があります。1 つ目は、プロビジョニング中に選択したアクティベーションキーを使って、プロビジョニングされたシステムを Satellite Server に登録することです。2 つ目は、katello-agent をインストールすることです。Satellite Server はこれを使ってシステムと通信します。デフォルトのキックスタートプロビジョニングテンプレートのほとんどには、システム登録のためにこのスニペットが含まれています。独自のキックスタートテンプレートを作成する場合は、テンプレートに以下の行を使ってこのスニペットを参照するようにしてください。
						
<%= snippet "subscription_manager_registration" %>

	新規システムのプロビジョニング
	
							新規システムの作成時には、コンテンツ管理設定から以下の点を選択します。
						
	
									アプリケーションライフサイクルの環境
								
	
									その環境におけるコンテンツビュー
								
	
									選択した環境からの Puppet クラス
								
	
									希望するインストールメディア
								

									新規ホストのこれらの点は、プロビジョニング中にインストールされるパッケージや登録に使用するアクティベーションキー、更新用のリポジトリー、設定中にシステムに適用する Puppet モジュールとそのクラスに影響を与えます。また、ネットワーク情報やパーティションテーブル、カプセル、およびプロビジョニングテンプレートで変数として使用されるシステム固有のパラメーターなど、ホストの他の点も指定する必要があります。
								

									Web UI では、ホスト > 新規ホスト に移動して新規システムを作成します。順番に各タブ (ホスト、Puppet クラス、ネットワーク、オペレーティングシステム、パラメーター、追加情報) でシステム向けの必須情報を入力します。これが完了して 送信 をクリックすると、プロビジョニングプロセスが開始されます。
								

									CLI では hammer host create で新規ホストのプロビジョニングを行います。
								







その他のドキュメント




				以下のガイドでは、Red Hat Satellite 6 の関連情報と次のステップの例が提供されます。
			
	Red Hat Satellite 6 ホスト設定ガイド
	
							インフラストラクチャー管理やプロビジョニングなど、Red Hat Satellite 6 の主要機能についてのガイド
						

							https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_satellite/6.2/html/host_configuration_guide/
						

	Red Hat Satellite 6 Provisioning Guide
	
							Red Hat Satellite Server から物理ホストと仮想ホストのプロビジョニングを実行するためのガイド
						

							https://access.redhat.com/documentation/en/red-hat-satellite/6.2/paged/provisioning-guide/
						

	Red Hat Satellite 6 Puppet Guide
	
							独自の Puppet モジュールを構築し、これを Red Hat Satellite 6 にインポートするためのガイド
						

							https://access.redhat.com/documentation/en/red-hat-satellite/6.2/paged/puppet-guide/
						





付録A コンテンツストレージ向け NFS 共有の使用




			使用する環境ではコンテンツのストレージに十分な容量のハードディスクが必要になります。場合によっては、コンテンツのストレージに NFS 共有を使用することが便利なこともあります。本付録では、Satellite Server のコンテンツ管理コンポーネントに NFS 共有をマウントする方法について説明します。
		
重要

				/var/lib/pulp は NFS 共有にマウントしないでください。Satellite Server の一部は、NFS に関する問題がある一時的な SQLite データベースを使用します。Red Hat では、/var/lib/pulp ファイルシステムに高帯域幅で低レイテンシーのストレージを使用することを推奨しています。Red Hat Satellite には、I/O を大量に使用する多くの操作があるため、高レイテンシーで低帯域幅のストレージを使用すると、パフォーマンスが低下することがあります。/var/lib/pulp/content ディレクトリーにのみ、NFS 共有を使用してください。
			

	
					NFS 共有を作成します。この例では、nfs.example.com:/satellite/content で共有を使用します。この共有で適切なパーミッションが Satellite Server とその apache ユーザーに提供されるようにしてください。
				
	
					Satellite ホスト上の Satellite サービスをシャットダウンします。
				
# katello-service stop

	
					Satellite Server に nfs-utils パッケージがインストールされていることを確認します。
				
# yum install nfs-utils

	
					/var/lib/pulp/content の既存のコンテンツを NFS 共有にコピーします。まず、NFS 共有を一時的な場所にマウントします。
				
# mkdir /mnt/temp
# mount -o rw nfs.example.com:/satellite/content /mnt/temp

					/var/lib/pulp/content の既存コンテンツを一時的な場所にコピーします。
				
# cp -r /var/lib/pulp/content/* /mnt/temp/.

	
					共有上の全ファイルで apache ユーザーを使用するようにパーミッションを設定します。通常このユーザーの ID は 48 になります。
				
	
					一時的なストレージの場所をアンマウントします。
				
# umount /mnt/temp

	
					/var/lib/pulp/content の既存コンテンツを削除します。
				
# rm -rf /var/lib/pulp/content/*

	
					/etc/fstab ファイルに以下の行を追加します。
				
nfs.example.com:/satellite/content    /var/lib/pulp/content   nfs    rw,hard,intr,context="system_u:object_r:httpd_sys_rw_content_t:s0"

					これでシステムの再起動後もマウントが維持されます。SELinux コンテキストを含めることを忘れないでください。
				

	
					マウントを有効にします。
				
# mount -a

	
					NFS 共有が var/lib/pulp/content にマウントしていることを確認します。
				
# df
Filesystem                         1K-blocks     Used Available Use% Mounted on
...
nfs.example.com:/satellite/content 309506048 58632800 235128224  20% /var/lib/pulp/content
...

					既存のコンテンツが var/lib/pulp/content のマウントにあることを確認します。
				
# ls /var/lib/pulp/content

	
					Satellite ホスト上の Satellite サービスを起動します。
				
# katello-service start




			これで Satellite Server はコンテンツの保存に NFS 共有を使用します。コンテンツの同期を実行して (「コンテンツの同期」 を参照) NFS 共有が予想どおり機能することを確認してください。
		

付録B 非接続の Satellite Server へのコンテンツ ISO のインポート




			インターネットに接続されていない閉鎖されたネットワークでホストが機能する必要があるという、セキュリティーレベルの高い環境でも、Satellite Server は、システムに最新のセキュリティー更新、エラータおよびパッケージを提供することができます。これを実行するには、Red Hat Satellite 用のコンテンツ ISO を Red Hat カスタマーポータルからダウンロードして、Satellite Server にインポートします。
		
重要

				お使いの Satellite Server がインターネットに接続している場合は、本セクションは必要ありません。
			


			Red Hat カスタマーポータルから製品の ISO をダウンロードします。
		
	
					(ウィンドウの最上部にある) ダウンロードに移動し、Red Hat Satellite を選択します。
				
	
					コンテンツ ISO タブを開きます。サブスクリプションの全製品が記載されています。
				
	
					製品名、例えば Red Hat Enterprise Linux 6 Server (x86_64)(2015-03-12) のリンクをクリックして、ISO をダウンロードします。
				
	
					Satellite がアクセスできるディレクトリーに Satellite コンテンツ ISO すべてをコピーします。この例では /root/isos を使います。
				
	
					Satellite 上で httpd を使って共有されるローカルディレクトリーを作成します。この例では、/var/www/html/pub/sat-import/ を使用します。
				
# mkdir -p /var/www/html/pub/sat-import/

	
					最初の ISO のコンテンツをローカルディレクトリーにマウントし、再帰的にコピーします。
				
# mkdir /mnt/iso
# mount -o loop /root/isos/first_iso /mnt/iso
# cp -ruv /mnt/iso/* /var/www/html/pub/sat-import/
# umount /mnt/isoe
# rmdir /mnt/iso

	
					各 ISO で上記の作業を繰り返して、コンテンツ ISO から全データを /var/www/html/pub/sat-import/ にコピーします。
				
	
					ディレクトリーに正しい SELinux コンテキストが設定されていることを確認します。
				
# restorecon -rv /var/www/html/pub/sat-import/

	
					これで Satellite Server にコンテンツ ISO からのコンテンツが格納されました。ただし、Satellite Server はこの場所を CDN URL としてポイントする必要があります。Satellite Web UI で コンテンツ > Red Hat サブスクリプション に移動します。
				
	
					マニフェストの管理 をクリックします。
				
	
					サブスクリプションマニフェストの情報画面で アクション タブを選択します。
				
	
					Red Hat プロバイダーの詳細までスクロールします。Red Hat CDN URL の編集アイコンをクリックし、URL を 新規に作成されたディレクトリーのある Satellite ホスト名に変更します。例を示します。
				

					http://server.example.com/pub/sat-import/
				

	
					保存 クリックしてから、「Satellite Server へのサブスクリプションマニフェストのインポート」 に従ってマニフェストをアップロードします。
				



			これで Satellite は、ファイルが http://server.example.com/pub/sat-import/ にある独自の CDN として機能するようになります。ただしこれは必須ではありません。Satellite Server が HTTP 経由でアクセス可能であれば、同一の非接続ネットワーク内の別のマシンで CDN をホストすることができます。
		

			お使いの環境が非接続から接続に変更された場合は、接続されていなかった Satellite が Red Hat カスタマーポータルから直接コンテンツをプルするように設定することができます。
		
	
					Satellite Web UI で コンテンツ > Red Hat サブスクリプション に移動します。
				
	
					マニフェストの管理 をクリックします。
				
	
					サブスクリプションマニフェストの情報画面で アクション タブを選択します。
				
	
					Red Hat プロバイダーの詳細までスクロールします。Red Hat CDN URL の編集アイコンをクリックし、URL を Red Hat CDN URL に変更します。
				

					https://cdn.redhat.com
				

	
					保存 をクリックします。
				



			これで Satellite Server は次回の同期でコンテンツを直接 Red Hat カスタマーポータルからプルするようになります。
		

付録C 接続済み Satellite Server へのコンテンツ ISO のインポート




			Satellite Server が Red Hat カスタマーポータルに直接接続できる場合でも、初回同期はローカルにマウントされたコンテンツ ISO から実行することが可能です。この同期が完了すると、ネットワーク接続からのコンテンツのダウンロードに切り替えることができます。これを実行するには、Red Hat Satellite 向けのコンテンツ ISO を Red Hat カスタマーポータルからダウンロードし、Satellite Server にこれをインポートします。帯域幅に制限がある場合は、オンデマンド または バックグラウンド ダウンロードポリシーを使用する方が上記の方法よりも効率的な場合があります。
		
重要

				お使いの Satellite Server がインターネットに接続している場合は、本セクションは必要ありません。
			


			この例では、Red Hat Enterprise Linux 6 リポジトリーのコンテンツ ISO カラの初回同期について説明します。本ガイド作成時には、DVD 21 枚分の ISO ファイルがあります。
		
Red Hat カスタマーポータルからのコンテンツ ISO のダウンロード
	
					ブラウザーで Red Hat カスタマーポータル を開き、ログインします。
				
	
					ダウンロード をクリックします。
				
	
					Red Hat Satellite を選択します。
				
	
					コンテンツ ISO タブを選択します。サブスクリプションの全製品が表示されます。
				
	
					必要なセクションを見つけます。この例では、Red Hat Enterprise Linux 6 になります。
				
	
					RHEL 6 Server (x86_64)(2017-04-14T01:27:00) などの製品名をクリックして ISO ファイルを表示します。
				
	
					ブラウザーで必要な ISO をワークステーションの Downloads ディレクトリーなど、ブラウザーでアクセスできる場所にダウンロードします。
				


コンテンツ ISO のインポート
	
					Satellite Server に接続している端末で、必要な Satellite コンテンツ ISO すべてを一時的に保存するためのディレクトリーを作成します。この例では、/tmp/isos/rhel6 を使用します。
				
# mkdir -p /tmp/isos/rhel6

	
					ワークステーションで ISO ファイルを Satellite Server にコピーします。
				
$ scp ~/Downloads/<iso_file> root@satellite.example.com:/tmp/isos/rhel6

	
					Satellite Server で ISO のマウントポイントとなるディレクトリーを作成します。
				
# mkdir /mnt/iso

	
					全 ISO のコンテンツを格納する作業ディレクトリーを作成します。
				
# mkdir /mnt/rhel6

	
					最初の ISO のコンテンツを作業ディレクトリーにマウントし、再帰的にコピーします。
				
# mount -o loop /tmp/isos/<iso_file> /mnt/iso
# cp -ruv /mnt/iso/* /mnt/rhel6/
# umount /mnt/iso

	
					各 ISO で上記の作業を繰り返して、コンテンツ ISO から全データを /mnt/rhel6 にコピーします。
				
	
					必要に応じて、マウントポイントに使用した空のディレクトリーを削除します。
				
# rmdir /mnt/iso

	
					必要に応じて、一時的な作業ディレクトリーとそのコンテンツを削除して、スペースを取り戻します。
				
# rm -rf /tmp/isos/



初回同期の実行
	
					ディレクトリーの所有者と SELinux コンテキスト、そのコンテンツを /var/lib/pulp と同じものにします。
				
# chcon -R --reference /var/lib/pulp  /mnt/rhel6/
# chown -R apache:apache /mnt/rhel6/

	
					/etc/pulp/content/sources/conf.d/local.conf ファイルを作成または編集し、以下のテキストを追加します。
				
[rhel-6-server]
enabled: 1
priority: 0
expires: 3d
name: Red Hat Enterprise Linux 6 Server
type: yum
base_url: file:///mnt/rhel6/content/dist/rhel/server/6/6Server/x86_64/os/

					base_url のパスはコンテンツ ISO によって異なる場合があります。base_url で指定するディレクトリーは repodata ディレクトリーを格納している必要があります。これがないと、同期は失敗します。複数のリポジトリーを同期するには、/etc/pulp/content/sources/conf.d/local.conf 設定ファイルで各リポジトリー向けの個別エントリーを作成します。
				

	
					Satellite Web UI で コンテンツ > Red Hat リポジトリー に移動し、有効にするリポジトリーを選択します。この例では、Red Hat Enterprise Linux 6 Server RPMs x86_64 6Server になります。
				
	
					コンテンツ > 同期の状態 に移動して同期するリポジトリーを選択し、今すぐ同期 をクリックします。
				



			Satellite Web UI では、使用されているソースが表示されないことに留意してください。ローカルのソースに問題がある場合は、Satellite はネットワーク経由でコンテンツをプルします。プロセスを監視するには、端末に以下のコマンドを入力します (Red Hat Enterprise Linux 7 ベースシステムに限定):
		
# journalctl -f -l SYSLOG_IDENTIFIER=pulp | grep -v worker[\-,\.]heartbeat

			状態のコマンドを実行すると対話的なログが表示されます。まず Satellite Server が Red Hat カスタマーポータルに接続してリポジトリーのメタデータをダウンロードして処理します。次に、ローカルリポジトリーが読み込まれます。エラーが発生したら Satellite Web UI で同期をキャンセルして、設定を確認してください。
		

			同期が成功したら、/etc/pulp/content/sources/conf.d/local.conf からローカルソースのエントリーを削除して、このソースの接続を解除します。
		

付録D Satellite Server 間でのコンテンツ同期




			Red Hat Satellite 6.2 では、Satellite 間の同期 (ISS) を使ってアップストリームとダウンストリームのサーバー間でコンテンツを同期します。ISS のコンテキストでは、アップストリームとはコンテンツのエクスポート元となるサーバーを指し、ダウンストリームとはインポート先となるサーバーを指します。
		

			ISS は以下の 2 つのシナリオに対処します。
		
	
					接続済みと非接続の Satellite Server があり、前者から後者にコンテンツを伝達する場合。
				
	
					プライマリー Satellite Server から他の Satellite Server に一部のコンテンツを伝達する場合。例えば、IT 部門が検証したコンテンツビュー (CV) からyum コンテンツをダウンストリーム Satellite に伝達する場合。
				


注記

				Satellite Server から Capsule Server へのコンテンツ同期では ISS は使用できないことに注意してください。Capsule Server はネイティブで同期をサポートします。詳細は Red Hat アーキテクチャーガイド を参照してください。
			


			Satellite 6.2 は、エクスポートをディレクトリーセット (デフォルト) または ISO ファイルとしてサポートします。エクスポートされたものは、別の Satellite Server にインポート可能になります。これは以前の Satellite バージョンにあった katello-disconnected スクリプトに代わるものです。このスクリプトはリポジトリーをディレクトリー構造にエクスポートし、これを別の Satellite Server にインポートするというものでした。Satellite 6.2 では、エクスポートとインポート機能はすべてコマンドラインで実行されます。
		
注記

				エクスポートされるのは RPM、キックスタート、および ISO ファイルのみです。パッケージフィルターなどのコンテンツビューのメタデータはエクスポートされません。Satellite 6.2 では、Puppet、Docker、または OSTree コンテンツのエクスポートはサポートされていません。インポートは通常のリポジトリー同期で発生し、常にライブラリー環境に届けられます。
			


			非接続のユースケースは、Satellite とそのクライアントがインターネットには接続されていないエアギャップと呼ばれるネットワークを使用するお客様に幅広く用いられています。このような非接続 Satellite にコンテンツを伝達する唯一の方法は、接続済み Satellite からのエクスポートになります。
		
重要

				双方向の同期は非接続環境では使用されません。非接続サーバーから接続済みサーバーにコンテンツが渡されることはありません。
			

図D.1 エアギャップネットワークにおける ISS での情報フロー
[image: Information Flow in ISS in an Air-gapped Network]


Satellite Server、Capsule Server、および ISS




				ISS は Red Hat Satellite のデプロイメントで独特な役割を果たします。デプロイメントに ISS を含めると、メンテナンスやバックアップを必要とする個別の Satellite Server を維持することと同等になります。ISS はクライアントにフェイルオーバーメカニズムを提供するものではなく、バックアップやリカバリーシステムとして設計されたものでもありません。これは Satellite Server 間での情報共有を図るものです。ISS の実装の主なユースケースとしては、インターネットや外部のコンテンツに接続されていない Satellite Server があり、インターネットに接続されている別の Satellite のコンテンツを同期する必要がある場合が挙げられます。セキュリティーや他の理由で管理インフラストラクチャーを完全に分離する必要がある場合に、このユースケースを適用できます。
			

				別の管理 web UI およびプラットフォームを維持せずにローカルクライアントの管理とプロビジョニングを希望する場合は、Capsule Server のセットアップを検討してください。
			

前提条件



	
						Red Hat Satellite 6 では Satellite 6.2 以降でのみ ISS が利用可能です。これには Red Hat Enterprise Linux 6.7、7.2、もしくはそれ以降が必要になります。
					
	
						エクスポートディレクトリーは、少なくとも 1 つの Red Hat Enterprise Linux エクスポートを受け入れられるサイズである必要があります。デフォルトではエクスポートディレクトリーは /var/lib/pulp/katello-export/ になります。
					
	
						/var/lib/pulp/ ディレクトリーには、エクスポートプロセス中に作成される一時ファイル用にエクスポートされるリポジトリーと同等サイズの空き容量が必要になります。これはデフォルトのエクスポートディレクトリーとは別の容量になります。
					
	
						ダウンストリームの Satellite Server には、有効にする予定のコンテンツに必須のマニフェストとエンタイトルメントが必要になります。エンタイトルメントがないダウンストリーム Satellite ではリポジトリーを有効にできません。
					
	
						リポジトリーのダウンロードポリシーは 即時 に設定する必要があります。このポリシーは Satellite が最初にメタデータと他のリポジトリー情報をダウンロードするかどうか、またリクエストがあった場合に実際のリポジトリーのみをダウンロードするかどうかを指定します。このポリシーが 即時 に設定されていないと、ISS は正常に機能しません。
					



				必須オプションの設定方法は、「ISS の設定」 で説明しています。
			

サポートされる同期オプション




				Satellite 6.2 では以下の同期オプションがサポートされています。
			
	
						ディレクトリーまたは ISO ファイルへのリポジトリーのエクスポート。
					
	
						ディレクトリーまたは ISO ファイルへの環境または CV バージョンの全リポジトリーのエクスポート。カスタム製品はインポートのプロセス中に再作成することはできますが、Red Hat 製品はマニフェストを使って作成する必要があるので、再作成されません。
					
	
						RPM ファイルとエラータのデータに基づく増分エクスポート。
					



				これらの同期オプションには、コンテンツのタイプによってエクスポートとインポートの履歴詳細が含まれます。例えば以下のものです。
			
	
						リポジトリー同期履歴には、エクスポートの発生時刻の他にアップストリームソースの情報が含まれます。
					
	
						CV 同期履歴には、インポートの時刻、バージョン、アップストリームソースの他にエクスポート時刻とバージョンが含まれます。
					



チャンク ISO ファイルの使用




				Satellite 6.2 はチャンク ISO ファイルへのエクスポートをサポートしています。チャンク ISO は split ISO と類似のものですが、1 つ大きな違いがあります。Satellite は ISO ファイルのサイズを追跡し、ISO に追加されているファイルの合計がそのサイズを超えると、Satellite はその ISO への書き込みを停止し、新しい ISO を作成します。この利点は ISO のファイルサイズを指定することができ (例えば 4.7 GB)、かつそれよりお大きなリポジトリーをエクスポートできることです。これにより、DVD に書き込み可能な複数の 4.7 GB ISO ファイルが作成されます。
			

				チャンクと分割の違いは、分割の split ユーティリティーは ISO のファイル形式を認識しないため、同じシリーズの次のファイル用に書き込み可能な新しい ISO ファイルを作成しないという点です。この方法では、全ファイルを1カ所にコピーし、それらを連結し、その単一の大きな ISO をループバックでマウントする必要があります。
			

				--iso-mb-size パラメーターを使うと、ISO エクスポートファイルのサイズを指定できます。デフォルト値は片面の単一層 DVD のサイズである 4380 MB です。
			

ISS の設定




				本セクションでは、ISS の設定方法について説明します。これを正しく設定しないと同期が失敗する可能性があるので、重要な手順になります。
			
エクスポート先の設定




					Satellite 間の同期 (ISS) は、pulp_export_destination にあるようにデフォルトで /var/lib/pulp/katello-export/ ディレクトリーを使用します。このディレクトリーを変更するには、新規ディレクトリーを作成して Pulp エクスポート先を設定する必要があります。これを指定できるのは Satellite の管理者のみで、Satellite が任意のファイルシステムに書き込みしないように SELinux とその他のパーミッションも設定されています。
				

					よく使用されるディレクトリーは、エクスポート後にシンボリックリンクを作成すると便利です。エクスポートされるリポジトリーと CV にはリポジトリーディレクトリー構造の前に組織名と環境名が付けられるので、パスが長すぎることになりかねません。
				
重要

						この例で使用されているディレクトリーは、デモ用です。実際に使用するエクスポートディレクトリーには必要となるエクスポート RPM と ISO ファイルに十分な容量があることを確認してください。 「コンテンツ管理ストレージの定義」 ではストレージ要件を推定する方法についての情報があります。エクスポートプロセス中には、/var/lib/pulp/ ディレクトリーに一時ファイルが作成されます。つまり、エクスポートプロセス中には、エクスポートされるリポジトリーの 2 倍のサイズのストレージ容量が必要になります。エクスポートが完了したら、一時ファイルは削除されます。
					

エクスポートディレクトリーの作成
	
							エクスポートディレクトリーを作成します。
						
# mkdir /var/www/html/pub/export

	
							foreman ユーザーにエクスポートディレクトリーでの書き込みおよび読み取りパーミッションを付与します。
						
# chown foreman:foreman /var/www/html/pub/export

	
							SELinux コンテキストを設定します。
						
# semanage fcontext -a -t httpd_sys_rw_content_t \
"/var/www/html/pub/export(/.*)?"
# restorecon -RvF /var/www/html/pub/export
# ls -Zd /var/www/html/pub/export \
drwxr-xr-x. foreman foreman \
system_u:object_r:httpd_sys_rw_content_t:s0 /var/www/html/pub/export



エクスポート先の設定

						CLI をご利用の場合
					

					コマンドラインでエクスポート先を変更するには、以下のフォーマットで hammer コマンドを使用します。
				
# hammer settings set \
--name pulp_export_destination \
--value your-export-directory

					例えば、エクスポート先に /var/www/html/pub/export/ を指定するには、以下を入力します。
				
# hammer settings set \
--name pulp_export_destination \
--value /var/www/html/pub/export

					Web UI をご利用の場合
				
	
							管理 > 設定 に移動して、Katello タブをクリックします。
						
	
							名前 のコラムで pulp_export_destination を探して 値 フィールドをクリックします。
						
	
							値 フィールドに /var/www/html/pub/export などのエクスポート先を入力して、保存 をクリックします。
						



ダウンロードポリシーの設定




					ISS では ダウンロードポリシー を 即時 に設定する必要があります。これをグローバルに設定すると、すべての組織で作成される新規リポジトリーに適用されます。または、各リポジトリーに個別に設定することもできます。デフォルト値を変更しても既存設定は変更されます。
				
CLI をご利用の場合

					

					グローバルでデフォルトのダウンロードポリシーを変更するには、以下のコマンドを使用します。
				
# hammer settings set \
--name default_download_policy \
--value immediate

					特定のリポジトリーのポリシーを変更する場合は、組織のリポジトリーを以下のコマンドで一覧表示できます。
				
# hammer repository list \
--organization-label <organization-label>

					既存のリポジトリーのダウンロードポリシーを変更するには、以下のコマンド使用します。
				
# hammer repository update \
--organization-label <organization-label>  \
--product "Red Hat Enterprise Linux Server" \
--name "Red Hat Enterprise Linux 7 Server Kickstart x86_64 7.2"  \
--download-policy immediate
Web UI をご利用の場合

					
Web UI を使ってグローバルでデフォルトのダウンロードポリシーを変更するには、以下の手順を実行します。
	
							管理 > 設定 に移動します。
						
	
							Katello タブで default_download_policy を探します。
						
	
							値フィールドの編集アイコンをクリックします。
						
	
							値を 即時 に設定して 保存 をクリックします。
						


Web UI で既存のリポジトリーのダウンロードポリシーを変更するには、以下の手順を実行します。
	
							コンテンツ > 製品 に移動して、該当製品名をクリックします。
						
	
							リポジトリー タブで必要なリポジトリーをクリックし、ダウンロードポリシー フィールドの編集アイコンをクリックします。
						
	
							ドロップダウンリストから 即時 を選択して、保存をクリックします。
						




コンテンツのエクスポート




				本セクションでは、お使いのアップストリームサーバーから異なるタイプのコンテンツをエクスポートし、1 つ以上のダウンストリームサーバーにインポートする方法について説明します。アップストリームとダウンストリームのサーバー間の同期は、完全な分離を必要とするエアギャップ環境などの非接続デプロイメントでサポートされています。
			
リポジトリーのエクスポート




					アップストリームサーバーからのコンテンツのエクスポートには hammer repository export コマンドを使用します。このコマンドは、pulp_export_destination で指定されているディレクトリーにコンテンツをエクスポートします。ISS ではデフォルトでディレクトリーにエクスポートします。--export-to-iso 1 パラメーターを使用すると、ディレクトリーではなく ISO ファイルにエクスポートすることができます。例を示します。
				
# hammer repository export --id 1 [--export-to-iso 1]
注記

						--export-to-iso パラメーターを使用する場合は、1 (ISO) または 0 (ディレクトリー) のいずれかを指定する必要があります。このパラメーターにはデフォルト値はありません。
					


コンテンツビューバージョン (CVV) のディレクトリーへのエクスポート




					リポジトリーはすべて、コンテンツビューバージョンでディレクトリーにエクスポートすることができます。つまり、特定の CV に要件に合うようなラベル付けをすることで (例えば "Repos to Export")、整理が容易になります。これはすべてが単一のディレクトリー内にあるためです。これでエクスポートのトラッキングと更新が容易になります。
				
エクスポートするコンテンツビューバージョンの決定
	
							hammer content-view version list コマンドを使ってエクスポートする CVV を判断します。例を示します。
						


$ hammer content-view version list \
--organization "Organization_Name"
---|----------------------|---------|-----------------------
ID | NAME                 | VERSION | LIFECYCLE ENVIRONMENTS
---|----------------------|---------|-----------------------
14 | cdn.megacorp.com 1.0 | 1.0     | Library, Production
---|----------------------|---------|-----------------------
CVV をエクスポートするには以下を実行します。
	
							hammer content-view version export コマンドで CV をエクスポートします。
						


# hammer content-view version export --id 14

					エクスポートディレクトリーにリンクを追加すると、サブスクリプション URL での使用が容易になります。例を示します。
				
$ tree megacorp-cdn_megacorp_com-v1.0
megacorp-cdn_megacorp_com-v1.0
|-- megacorp
    |-- content_views
    |   |-- cdn_megacorp_com
    |   |   |-- 1.0

					バージョンディレクトリーへのシンボリックリンクを作成し、そのリンクを使用します。
				
$ ln -s megacorp-cdn_megacorp_com-v1.0/megacorp/ \
content_views/cdn_megacorp_com/1.0 cdn-latest

					サブスクリプション CDN URL がエクスポート元をポイントするように設定するには、シンボリックリンクを使用します。
				
$ hammer organization update \
--name "Mega Subsidiary" \
--redhat-repository-url \
http://megacorp.com/pub/cdn-latest

Organization updated

増分更新




					最新の更新を受信する際に、Satellite Server から大型リポジトリーのエクスポートを回避するには、増分更新を利用する方法があります。これは、特定の日時以降に 1 つ以上の同期イベントごとになされたローカルのリポジトリーへの変更をエクスポートするものです。
				

					増分更新のリポジトリーを作成するには、hammer repository export コマンドで --since オプションを使用します。例を示します。
				
# hammer repository export \
--id 1 [--export-to-iso 1]  \
--since [ <ISO_Date> ]

					ここでの ISO_Date は 2010-01-01T12:00:00Z のような ISO 8601 形式になります。
				

					計算に使用されるタイムスタンプは、RPM Satellite Server で同期された時間です。例えば、Red Hat が月曜日に RPM をリポジトリーに追加して水曜日に再度追加したとすると、木曜日にはローカルリポジトリーの同期はできず、火曜日の日付を使って水曜日分の更新のみが得られます。
				

					変更をリポジトリーに追加するほかに、この機能は Default Organization View のコンテンツビューで便利ですが、公開済み CV ではそれほど活用できません。
				

					増分エクスポートから同期する際には、--incremental オプションを hammer repository synchronize コマンドで使用するようにしてください。このオプションを使用せず、リポジトリーの "Mirror on Sync" が有効になっていると、Satellite Server はインポートを完全なインポートとして扱い、増分エクスポートにない全データを消去してしまいます。このようなシナリオからリカバリーするには、完全なエクスポートとそこからの同期という時間のかかるものになります。
				


コンテンツのインポート




				Red Hat Satellite 6.2 では現在、非接続環境にあるアップストリーム Satellite Server からエクスポートされたコンテンツのインポートをサポートしています。この方法は、インターネットアクセスのない非接続の Satellite Server に使用し、サーバー間で DVD などの物理的なメディアによるコンテンツの移動が必要になります。
			
リポジトリーのインポート




					この方法は、ダウンストリームサーバーで hammer repository sync コマンドを使用するもので、カスタムまたは増分コンテンツをインポートする場合に必要になります。
				
注記

						ダウンストリームサーバーには、実際には "import" というコマンドはありません。プロセスは通常のリポジトリー同期で、アップストリームサーバーからエクスポートされたコンテンツをソースとして使用します。
					


					ダウンストリームサーバーにコンテンツをインポートする前に、何がエクスポートされたかを確認します。アップストリームサーバーで hammer repository-set list コマンドを実行し、エクスポートされたものを確認します。例を示します。
				
$ hammer repository-set list \
--organization "Mega Subsidiary" \
--product "Red Hat Enterprise Linux Server" \
| grep kickstart

1952 | kickstart | Red Hat Enterprise Linux 6 Server (Kickstart)
1951 | kickstart | Red Hat Enterprise Linux 5 Server (Kickstart)
2455 | kickstart | Red Hat Enterprise Linux 7 Server (Kickstart)
リポジトリーの有効化
	
							ダウンストリームで hammer repository-set enable コマンドを使ってエクスポートファイルからのリポジトリーを有効にします。例を示します。
						
$ hammer repository-set enable \
--organization "Mega Subsidiary" \
--product "Red Hat Enterprise Linux Server" \
--basearch x86_64 --releasever 7.2 --id 2455



リポジトリーの同期
	
							該当組織のリポジトリーを一覧表示して、ID を確認します。
						
$ hammer repository list --organization "Mega Subsidiary"
---|--------------------------------------------------------|
ID | NAME                                                   |
44 | Red Hat Enterprise Linux 7 Server Kickstart x86_64 7.2 |

	
							hammer repository synchronize コマンドを使って必要なリポジトリーを同期します。例を示します。
						
$ hammer repository synchronize --id 44

							増分エクスポートから同期する際には、--incremental オプションを使用してください。
						




Red Hat リポジトリーとしてのコンテンツビューのインポート



前提条件
	
							アップストリームの Satellite Server に Red Hat リポジトリーのコンテンツビューがあること。
						
	
							アップストリームの Satellite Server からコンテンツビューをエクスポートしていること。
						
	
							エクスポートされたコンテンツビューをある場所またはメディアにコピーして、ダウンストリームシステムから利用可能になっていること。
						


コンテンツビューのインポート
	
							エクスポートされたコンテンツビューのある場所もしくはメディアをダウンストリームの Satellite Server にマウントします。
						
	
							データを HTTPS ではなく HTTP で利用可能にします。例えば /var/www/html/pub/export/ にコピーします。
						
	
							Web UI で コンテンツ > Red Hat サブスクリプション に移動します。
						
	
							マニフェストの管理 をクリックします。
						
	
							アクション タブでアドレスフィールドを選択するか、Red Hat CDN URL の右側にある編集アイコンをクリックします。
						
	
							アドレスをエクスポートされたコンテンツビュー内のディレクトリーの場所に設定します。例えば、エクスポートが /export/Default_Organization-Test_Product-One/Default_Organization/Library/ を含んでいる場合、URL を http://localhost/pub/export/Default_Organization-Test_Product-One/Default_Organization/Library と設定します。
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# Highlight.js

Highlight.js — это подсветчик синтаксиса, написанный на JavaScript. Он работает
и в браузере, и на сервере. Он работает с практически любой HTML разметкой, не
зависит от каких-либо фреймворков и умеет автоматически определять язык.


## Начало работы

Минимум, что нужно сделать для использования highlight.js на веб-странице — это
подключить библиотеку, CSS-стили и вызывать [`initHighlightingOnLoad`][1]:

```html
<link rel="stylesheet" href="/path/to/styles/default.css">
<script src="/path/to/highlight.pack.js"></script>
<script>hljs.initHighlightingOnLoad();</script>
```

Библиотека найдёт и раскрасит код внутри тегов `<pre><code>`, попытавшись
автоматически определить язык. Когда автоопределение не срабатывает, можно явно
указать язык в атрибуте class:

```html
<pre><code class="html">...</code></pre>
```

Список поддерживаемых классов языков доступен в [справочнике по классам][8].
Класс также можно предваоить префиксами `language-` или `lang-`.

Чтобы отключить подсветку для какого-то блока, используйте класс `nohighlight`:

```html
<pre><code class="nohighlight">...</code></pre>
```

## Инициализация вручную

Чтобы иметь чуть больше контроля за инициализацией подсветки, вы можете
использовать функции [`highlightBlock`][2] и [`configure`][3]. Таким образом
можно управлять тем, *что* подсвечивать и *когда*.

Вот пример инициализация, эквивалентной вызову [`initHighlightingOnLoad`][1], но
с использованием jQuery:

```javascript
$(document).ready(function() {
  $('pre code').each(function(i, block) {
    hljs.highlightBlock(block);
  });
});
```

Вы можете использовать любые теги разметки вместо `<pre><code>`. Если
используете контейнер, не сохраняющий переводы строк, вам нужно сказать
highlight.js использовать для них тег `<br>`:

```javascript
hljs.configure({useBR: true});

$('div.code').each(function(i, block) {
  hljs.highlightBlock(block);
});
```

Другие опции можно найти в документации функции [`configure`][3].


## Установка библиотеки

Highlight.js можно использовать в браузере прямо с CDN хостинга или скачать
индивидуальную сборку, а также установив модуль на сервере. На
[страница загрузки][4] подробно описаны все варианты.

Обратите внимание, что библиотека не предназначена для использования в виде
исходного кода на GitHub, а требует отдельной сборки. Если вам не подходит ни
один из готовых вариантов, читайте [документацию по сборке][5].


## Лицензия

Highlight.js распространяется под лицензией BSD. Подробнее читайте файл
[LICENSE][10].


## Ссылки

Официальный сайт билиотеки расположен по адресу <https://highlightjs.org/>.

Более подробная документация по API и другим темам расположена на
<http://highlightjs.readthedocs.org/>.

Авторы и контрибьютора перечислена в файле [AUTHORS.ru.txt][9] file.

[1]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#inithighlightingonload
[2]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#highlightblock-block
[3]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#configure-options
[4]: https://highlightjs.org/download/
[5]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/building-testing.html
[8]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/css-classes-reference.html
[9]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/blob/master/AUTHORS.ru.txt
[10]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/blob/master/LICENSE
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OEBPS/Common_Content/scripts/jquery-1.7.1.min.js
/*! jQuery v1.7.1 jquery.com | jquery.org/license */
(function(a,b){function cy(a){return f.isWindow(a)?a:a.nodeType===9?a.defaultView||a.parentWindow:!1}function cv(a){if(!ck[a]){var b=c.body,d=f("<"+a+">").appendTo(b),e=d.css("display");d.remove();if(e==="none"||e===""){cl||(cl=c.createElement("iframe"),cl.frameBorder=cl.width=cl.height=0),b.appendChild(cl);if(!cm||!cl.createElement)cm=(cl.contentWindow||cl.contentDocument).document,cm.write((c.compatMode==="CSS1Compat"?"<!doctype html>":"")+"<html><body>"),cm.close();d=cm.createElement(a),cm.body.appendChild(d),e=f.css(d,"display"),b.removeChild(cl)}ck[a]=e}return ck[a]}function cu(a,b){var c={};f.each(cq.concat.apply([],cq.slice(0,b)),function(){c[this]=a});return c}function ct(){cr=b}function cs(){setTimeout(ct,0);return cr=f.now()}function cj(){try{return new a.ActiveXObject("Microsoft.XMLHTTP")}catch(b){}}function ci(){try{return new a.XMLHttpRequest}catch(b){}}function cc(a,c){a.dataFilter&&(c=a.dataFilter(c,a.dataType));var d=a.dataTypes,e={},g,h,i=d.length,j,k=d[0],l,m,n,o,p;for(g=1;g<i;g++){if(g===1)for(h in a.converters)typeof h=="string"&&(e[h.toLowerCase()]=a.converters[h]);l=k,k=d[g];if(k==="*")k=l;else if(l!=="*"&&l!==k){m=l+" "+k,n=e[m]||e["* "+k];if(!n){p=b;for(o in e){j=o.split(" ");if(j[0]===l||j[0]==="*"){p=e[j[1]+" "+k];if(p){o=e[o],o===!0?n=p:p===!0&&(n=o);break}}}}!n&&!p&&f.error("No conversion from "+m.replace(" "," to ")),n!==!0&&(c=n?n(c):p(o(c)))}}return c}function cb(a,c,d){var e=a.contents,f=a.dataTypes,g=a.responseFields,h,i,j,k;for(i in g)i in d&&(c[g[i]]=d[i]);while(f[0]==="*")f.shift(),h===b&&(h=a.mimeType||c.getResponseHeader("content-type"));if(h)for(i in e)if(e[i]&&e[i].test(h)){f.unshift(i);break}if(f[0]in d)j=f[0];else{for(i in d){if(!f[0]||a.converters[i+" "+f[0]]){j=i;break}k||(k=i)}j=j||k}if(j){j!==f[0]&&f.unshift(j);return d[j]}}function ca(a,b,c,d){if(f.isArray(b))f.each(b,function(b,e){c||bE.test(a)?d(a,e):ca(a+"["+(typeof e=="object"||f.isArray(e)?b:"")+"]",e,c,d)});else if(!c&&b!=null&&typeof b=="object")for(var e in b)ca(a+"["+e+"]",b[e],c,d);else d(a,b)}function b_(a,c){var d,e,g=f.ajaxSettings.flatOptions||{};for(d in c)c[d]!==b&&((g[d]?a:e||(e={}))[d]=c[d]);e&&f.extend(!0,a,e)}function b$(a,c,d,e,f,g){f=f||c.dataTypes[0],g=g||{},g[f]=!0;var h=a[f],i=0,j=h?h.length:0,k=a===bT,l;for(;i<j&&(k||!l);i++)l=h[i](c,d,e),typeof l=="string"&&(!k||g[l]?l=b:(c.dataTypes.unshift(l),l=b$(a,c,d,e,l,g)));(k||!l)&&!g["*"]&&(l=b$(a,c,d,e,"*",g));return l}function bZ(a){return function(b,c){typeof b!="string"&&(c=b,b="*");if(f.isFunction(c)){var d=b.toLowerCase().split(bP),e=0,g=d.length,h,i,j;for(;e<g;e++)h=d[e],j=/^\+/.test(h),j&&(h=h.substr(1)||"*"),i=a[h]=a[h]||[],i[j?"unshift":"push"](c)}}}function bC(a,b,c){var d=b==="width"?a.offsetWidth:a.offsetHeight,e=b==="width"?bx:by,g=0,h=e.length;if(d>0){if(c!=="border")for(;g<h;g++)c||(d-=parseFloat(f.css(a,"padding"+e[g]))||0),c==="margin"?d+=parseFloat(f.css(a,c+e[g]))||0:d-=parseFloat(f.css(a,"border"+e[g]+"Width"))||0;return d+"px"}d=bz(a,b,b);if(d<0||d==null)d=a.style[b]||0;d=parseFloat(d)||0;if(c)for(;g<h;g++)d+=parseFloat(f.css(a,"padding"+e[g]))||0,c!=="padding"&&(d+=parseFloat(f.css(a,"border"+e[g]+"Width"))||0),c==="margin"&&(d+=parseFloat(f.css(a,c+e[g]))||0);return d+"px"}function bp(a,b){b.src?f.ajax({url:b.src,async:!1,dataType:"script"}):f.globalEval((b.text||b.textContent||b.innerHTML||"").replace(bf,"/*$0*/")),b.parentNode&&b.parentNode.removeChild(b)}function bo(a){var b=c.createElement("div");bh.appendChild(b),b.innerHTML=a.outerHTML;return b.firstChild}function bn(a){var b=(a.nodeName||"").toLowerCase();b==="input"?bm(a):b!=="script"&&typeof a.getElementsByTagName!="undefined"&&f.grep(a.getElementsByTagName("input"),bm)}function bm(a){if(a.type==="checkbox"||a.type==="radio")a.defaultChecked=a.checked}function bl(a){return typeof a.getElementsByTagName!="undefined"?a.getElementsByTagName("*"):typeof a.querySelectorAll!="undefined"?a.querySelectorAll("*"):[]}function bk(a,b){var c;if(b.nodeType===1){b.clearAttributes&&b.clearAttributes(),b.mergeAttributes&&b.mergeAttributes(a),c=b.nodeName.toLowerCase();if(c==="object")b.outerHTML=a.outerHTML;else if(c!=="input"||a.type!=="checkbox"&&a.type!=="radio"){if(c==="option")b.selected=a.defaultSelected;else if(c==="input"||c==="textarea")b.defaultValue=a.defaultValue}else a.checked&&(b.defaultChecked=b.checked=a.checked),b.value!==a.value&&(b.value=a.value);b.removeAttribute(f.expando)}}function bj(a,b){if(b.nodeType===1&&!!f.hasData(a)){var c,d,e,g=f._data(a),h=f._data(b,g),i=g.events;if(i){delete h.handle,h.events={};for(c in i)for(d=0,e=i[c].length;d<e;d++)f.event.add(b,c+(i[c][d].namespace?".":"")+i[c][d].namespace,i[c][d],i[c][d].data)}h.data&&(h.data=f.extend({},h.data))}}function bi(a,b){return f.nodeName(a,"table")?a.getElementsByTagName("tbody")[0]||a.appendChild(a.ownerDocument.createElement("tbody")):a}function U(a){var b=V.split("|"),c=a.createDocumentFragment();if(c.createElement)while(b.length)c.createElement(b.pop());return c}function T(a,b,c){b=b||0;if(f.isFunction(b))return f.grep(a,function(a,d){var e=!!b.call(a,d,a);return e===c});if(b.nodeType)return f.grep(a,function(a,d){return a===b===c});if(typeof b=="string"){var d=f.grep(a,function(a){return a.nodeType===1});if(O.test(b))return f.filter(b,d,!c);b=f.filter(b,d)}return f.grep(a,function(a,d){return f.inArray(a,b)>=0===c})}function S(a){return!a||!a.parentNode||a.parentNode.nodeType===11}function K(){return!0}function J(){return!1}function n(a,b,c){var d=b+"defer",e=b+"queue",g=b+"mark",h=f._data(a,d);h&&(c==="queue"||!f._data(a,e))&&(c==="mark"||!f._data(a,g))&&setTimeout(function(){!f._data(a,e)&&!f._data(a,g)&&(f.removeData(a,d,!0),h.fire())},0)}function m(a){for(var b in a){if(b==="data"&&f.isEmptyObject(a[b]))continue;if(b!=="toJSON")return!1}return!0}function l(a,c,d){if(d===b&&a.nodeType===1){var e="data-"+c.replace(k,"-$1").toLowerCase();d=a.getAttribute(e);if(typeof d=="string"){try{d=d==="true"?!0:d==="false"?!1:d==="null"?null:f.isNumeric(d)?parseFloat(d):j.test(d)?f.parseJSON(d):d}catch(g){}f.data(a,c,d)}else d=b}return d}function h(a){var b=g[a]={},c,d;a=a.split(/\s+/);for(c=0,d=a.length;c<d;c++)b[a[c]]=!0;return b}var c=a.document,d=a.navigator,e=a.location,f=function(){function J(){if(!e.isReady){try{c.documentElement.doScroll("left")}catch(a){setTimeout(J,1);return}e.ready()}}var e=function(a,b){return new e.fn.init(a,b,h)},f=a.jQuery,g=a.$,h,i=/^(?:[^#<]*(<[\w\W]+>)[^>]*$|#([\w\-]*)$)/,j=/\S/,k=/^\s+/,l=/\s+$/,m=/^<(\w+)\s*\/?>(?:<\/\1>)?$/,n=/^[\],:{}\s]*$/,o=/\\(?:["\\\/bfnrt]|u[0-9a-fA-F]{4})/g,p=/"[^"\\\n\r]*"|true|false|null|-?\d+(?:\.\d*)?(?:[eE][+\-]?\d+)?/g,q=/(?:^|:|,)(?:\s*\[)+/g,r=/(webkit)[ \/]([\w.]+)/,s=/(opera)(?:.*version)?[ \/]([\w.]+)/,t=/(msie) ([\w.]+)/,u=/(mozilla)(?:.*? rv:([\w.]+))?/,v=/-([a-z]|[0-9])/ig,w=/^-ms-/,x=function(a,b){return(b+"").toUpperCase()},y=d.userAgent,z,A,B,C=Object.prototype.toString,D=Object.prototype.hasOwnProperty,E=Array.prototype.push,F=Array.prototype.slice,G=String.prototype.trim,H=Array.prototype.indexOf,I={};e.fn=e.prototype={constructor:e,init:function(a,d,f){var g,h,j,k;if(!a)return this;if(a.nodeType){this.context=this[0]=a,this.length=1;return this}if(a==="body"&&!d&&c.body){this.context=c,this[0]=c.body,this.selector=a,this.length=1;return this}if(typeof a=="string"){a.charAt(0)!=="<"||a.charAt(a.length-1)!==">"||a.length<3?g=i.exec(a):g=[null,a,null];if(g&&(g[1]||!d)){if(g[1]){d=d instanceof e?d[0]:d,k=d?d.ownerDocument||d:c,j=m.exec(a),j?e.isPlainObject(d)?(a=[c.createElement(j[1])],e.fn.attr.call(a,d,!0)):a=[k.createElement(j[1])]:(j=e.buildFragment([g[1]],[k]),a=(j.cacheable?e.clone(j.fragment):j.fragment).childNodes);return e.merge(this,a)}h=c.getElementById(g[2]);if(h&&h.parentNode){if(h.id!==g[2])return f.find(a);this.length=1,this[0]=h}this.context=c,this.selector=a;return this}return!d||d.jquery?(d||f).find(a):this.constructor(d).find(a)}if(e.isFunction(a))return f.ready(a);a.selector!==b&&(this.selector=a.selector,this.context=a.context);return e.makeArray(a,this)},selector:"",jquery:"1.7.1",length:0,size:function(){return this.length},toArray:function(){return F.call(this,0)},get:function(a){return a==null?this.toArray():a<0?this[this.length+a]:this[a]},pushStack:function(a,b,c){var d=this.constructor();e.isArray(a)?E.apply(d,a):e.merge(d,a),d.prevObject=this,d.context=this.context,b==="find"?d.selector=this.selector+(this.selector?" ":"")+c:b&&(d.selector=this.selector+"."+b+"("+c+")");return d},each:function(a,b){return e.each(this,a,b)},ready:function(a){e.bindReady(),A.add(a);return this},eq:function(a){a=+a;return a===-1?this.slice(a):this.slice(a,a+1)},first:function(){return this.eq(0)},last:function(){return this.eq(-1)},slice:function(){return this.pushStack(F.apply(this,arguments),"slice",F.call(arguments).join(","))},map:function(a){return this.pushStack(e.map(this,function(b,c){return a.call(b,c,b)}))},end:function(){return this.prevObject||this.constructor(null)},push:E,sort:[].sort,splice:[].splice},e.fn.init.prototype=e.fn,e.extend=e.fn.extend=function(){var a,c,d,f,g,h,i=arguments[0]||{},j=1,k=arguments.length,l=!1;typeof i=="boolean"&&(l=i,i=arguments[1]||{},j=2),typeof i!="object"&&!e.isFunction(i)&&(i={}),k===j&&(i=this,--j);for(;j<k;j++)if((a=arguments[j])!=null)for(c in a){d=i[c],f=a[c];if(i===f)continue;l&&f&&(e.isPlainObject(f)||(g=e.isArray(f)))?(g?(g=!1,h=d&&e.isArray(d)?d:[]):h=d&&e.isPlainObject(d)?d:{},i[c]=e.extend(l,h,f)):f!==b&&(i[c]=f)}return i},e.extend({noConflict:function(b){a.$===e&&(a.$=g),b&&a.jQuery===e&&(a.jQuery=f);return e},isReady:!1,readyWait:1,holdReady:function(a){a?e.readyWait++:e.ready(!0)},ready:function(a){if(a===!0&&!--e.readyWait||a!==!0&&!e.isReady){if(!c.body)return setTimeout(e.ready,1);e.isReady=!0;if(a!==!0&&--e.readyWait>0)return;A.fireWith(c,[e]),e.fn.trigger&&e(c).trigger("ready").off("ready")}},bindReady:function(){if(!A){A=e.Callbacks("once memory");if(c.readyState==="complete")return setTimeout(e.ready,1);if(c.addEventListener)c.addEventListener("DOMContentLoaded",B,!1),a.addEventListener("load",e.ready,!1);else if(c.attachEvent){c.attachEvent("onreadystatechange",B),a.attachEvent("onload",e.ready);var b=!1;try{b=a.frameElement==null}catch(d){}c.documentElement.doScroll&&b&&J()}}},isFunction:function(a){return e.type(a)==="function"},isArray:Array.isArray||function(a){return e.type(a)==="array"},isWindow:function(a){return a&&typeof a=="object"&&"setInterval"in a},isNumeric:function(a){return!isNaN(parseFloat(a))&&isFinite(a)},type:function(a){return a==null?String(a):I[C.call(a)]||"object"},isPlainObject:function(a){if(!a||e.type(a)!=="object"||a.nodeType||e.isWindow(a))return!1;try{if(a.constructor&&!D.call(a,"constructor")&&!D.call(a.constructor.prototype,"isPrototypeOf"))return!1}catch(c){return!1}var d;for(d in a);return d===b||D.call(a,d)},isEmptyObject:function(a){for(var b in a)return!1;return!0},error:function(a){throw new Error(a)},parseJSON:function(b){if(typeof b!="string"||!b)return null;b=e.trim(b);if(a.JSON&&a.JSON.parse)return a.JSON.parse(b);if(n.test(b.replace(o,"@").replace(p,"]").replace(q,"")))return(new Function("return "+b))();e.error("Invalid JSON: "+b)},parseXML:function(c){var d,f;try{a.DOMParser?(f=new DOMParser,d=f.parseFromString(c,"text/xml")):(d=new ActiveXObject("Microsoft.XMLDOM"),d.async="false",d.loadXML(c))}catch(g){d=b}(!d||!d.documentElement||d.getElementsByTagName("parsererror").length)&&e.error("Invalid XML: "+c);return d},noop:function(){},globalEval:function(b){b&&j.test(b)&&(a.execScript||function(b){a.eval.call(a,b)})(b)},camelCase:function(a){return a.replace(w,"ms-").replace(v,x)},nodeName:function(a,b){return a.nodeName&&a.nodeName.toUpperCase()===b.toUpperCase()},each:function(a,c,d){var f,g=0,h=a.length,i=h===b||e.isFunction(a);if(d){if(i){for(f in a)if(c.apply(a[f],d)===!1)break}else for(;g<h;)if(c.apply(a[g++],d)===!1)break}else if(i){for(f in a)if(c.call(a[f],f,a[f])===!1)break}else for(;g<h;)if(c.call(a[g],g,a[g++])===!1)break;return a},trim:G?function(a){return a==null?"":G.call(a)}:function(a){return a==null?"":(a+"").replace(k,"").replace(l,"")},makeArray:function(a,b){var c=b||[];if(a!=null){var d=e.type(a);a.length==null||d==="string"||d==="function"||d==="regexp"||e.isWindow(a)?E.call(c,a):e.merge(c,a)}return c},inArray:function(a,b,c){var d;if(b){if(H)return H.call(b,a,c);d=b.length,c=c?c<0?Math.max(0,d+c):c:0;for(;c<d;c++)if(c in b&&b[c]===a)return c}return-1},merge:function(a,c){var d=a.length,e=0;if(typeof c.length=="number")for(var f=c.length;e<f;e++)a[d++]=c[e];else while(c[e]!==b)a[d++]=c[e++];a.length=d;return a},grep:function(a,b,c){var d=[],e;c=!!c;for(var f=0,g=a.length;f<g;f++)e=!!b(a[f],f),c!==e&&d.push(a[f]);return d},map:function(a,c,d){var f,g,h=[],i=0,j=a.length,k=a instanceof e||j!==b&&typeof j=="number"&&(j>0&&a[0]&&a[j-1]||j===0||e.isArray(a));if(k)for(;i<j;i++)f=c(a[i],i,d),f!=null&&(h[h.length]=f);else for(g in a)f=c(a[g],g,d),f!=null&&(h[h.length]=f);return h.concat.apply([],h)},guid:1,proxy:function(a,c){if(typeof c=="string"){var d=a[c];c=a,a=d}if(!e.isFunction(a))return b;var f=F.call(arguments,2),g=function(){return a.apply(c,f.concat(F.call(arguments)))};g.guid=a.guid=a.guid||g.guid||e.guid++;return g},access:function(a,c,d,f,g,h){var i=a.length;if(typeof c=="object"){for(var j in c)e.access(a,j,c[j],f,g,d);return a}if(d!==b){f=!h&&f&&e.isFunction(d);for(var k=0;k<i;k++)g(a[k],c,f?d.call(a[k],k,g(a[k],c)):d,h);return a}return i?g(a[0],c):b},now:function(){return(new Date).getTime()},uaMatch:function(a){a=a.toLowerCase();var b=r.exec(a)||s.exec(a)||t.exec(a)||a.indexOf("compatible")<0&&u.exec(a)||[];return{browser:b[1]||"",version:b[2]||"0"}},sub:function(){function a(b,c){return new a.fn.init(b,c)}e.extend(!0,a,this),a.superclass=this,a.fn=a.prototype=this(),a.fn.constructor=a,a.sub=this.sub,a.fn.init=function(d,f){f&&f instanceof e&&!(f instanceof a)&&(f=a(f));return e.fn.init.call(this,d,f,b)},a.fn.init.prototype=a.fn;var b=a(c);return a},browser:{}}),e.each("Boolean Number String Function Array Date RegExp Object".split(" "),function(a,b){I["[object "+b+"]"]=b.toLowerCase()}),z=e.uaMatch(y),z.browser&&(e.browser[z.browser]=!0,e.browser.version=z.version),e.browser.webkit&&(e.browser.safari=!0),j.test(" ")&&(k=/^[\s\xA0]+/,l=/[\s\xA0]+$/),h=e(c),c.addEventListener?B=function(){c.removeEventListener("DOMContentLoaded",B,!1),e.ready()}:c.attachEvent&&(B=function(){c.readyState==="complete"&&(c.detachEvent("onreadystatechange",B),e.ready())});return e}(),g={};f.Callbacks=function(a){a=a?g[a]||h(a):{};var c=[],d=[],e,i,j,k,l,m=function(b){var d,e,g,h,i;for(d=0,e=b.length;d<e;d++)g=b[d],h=f.type(g),h==="array"?m(g):h==="function"&&(!a.unique||!o.has(g))&&c.push(g)},n=function(b,f){f=f||[],e=!a.memory||[b,f],i=!0,l=j||0,j=0,k=c.length;for(;c&&l<k;l++)if(c[l].apply(b,f)===!1&&a.stopOnFalse){e=!0;break}i=!1,c&&(a.once?e===!0?o.disable():c=[]:d&&d.length&&(e=d.shift(),o.fireWith(e[0],e[1])))},o={add:function(){if(c){var a=c.length;m(arguments),i?k=c.length:e&&e!==!0&&(j=a,n(e[0],e[1]))}return this},remove:function(){if(c){var b=arguments,d=0,e=b.length;for(;d<e;d++)for(var f=0;f<c.length;f++)if(b[d]===c[f]){i&&f<=k&&(k--,f<=l&&l--),c.splice(f--,1);if(a.unique)break}}return this},has:function(a){if(c){var b=0,d=c.length;for(;b<d;b++)if(a===c[b])return!0}return!1},empty:function(){c=[];return this},disable:function(){c=d=e=b;return this},disabled:function(){return!c},lock:function(){d=b,(!e||e===!0)&&o.disable();return this},locked:function(){return!d},fireWith:function(b,c){d&&(i?a.once||d.push([b,c]):(!a.once||!e)&&n(b,c));return this},fire:function(){o.fireWith(this,arguments);return this},fired:function(){return!!e}};return o};var i=[].slice;f.extend({Deferred:function(a){var b=f.Callbacks("once memory"),c=f.Callbacks("once memory"),d=f.Callbacks("memory"),e="pending",g={resolve:b,reject:c,notify:d},h={done:b.add,fail:c.add,progress:d.add,state:function(){return e},isResolved:b.fired,isRejected:c.fired,then:function(a,b,c){i.done(a).fail(b).progress(c);return this},always:function(){i.done.apply(i,arguments).fail.apply(i,arguments);return this},pipe:function(a,b,c){return f.Deferred(function(d){f.each({done:[a,"resolve"],fail:[b,"reject"],progress:[c,"notify"]},function(a,b){var c=b[0],e=b[1],g;f.isFunction(c)?i[a](function(){g=c.apply(this,arguments),g&&f.isFunction(g.promise)?g.promise().then(d.resolve,d.reject,d.notify):d[e+"With"](this===i?d:this,[g])}):i[a](d[e])})}).promise()},promise:function(a){if(a==null)a=h;else for(var b in h)a[b]=h[b];return a}},i=h.promise({}),j;for(j in g)i[j]=g[j].fire,i[j+"With"]=g[j].fireWith;i.done(function(){e="resolved"},c.disable,d.lock).fail(function(){e="rejected"},b.disable,d.lock),a&&a.call(i,i);return i},when:function(a){function m(a){return function(b){e[a]=arguments.length>1?i.call(arguments,0):b,j.notifyWith(k,e)}}function l(a){return function(c){b[a]=arguments.length>1?i.call(arguments,0):c,--g||j.resolveWith(j,b)}}var b=i.call(arguments,0),c=0,d=b.length,e=Array(d),g=d,h=d,j=d<=1&&a&&f.isFunction(a.promise)?a:f.Deferred(),k=j.promise();if(d>1){for(;c<d;c++)b[c]&&b[c].promise&&f.isFunction(b[c].promise)?b[c].promise().then(l(c),j.reject,m(c)):--g;g||j.resolveWith(j,b)}else j!==a&&j.resolveWith(j,d?[a]:[]);return k}}),f.support=function(){var b,d,e,g,h,i,j,k,l,m,n,o,p,q=c.createElement("div"),r=c.documentElement;q.setAttribute("className","t"),q.innerHTML="   <link/><table></table><a href='/a' style='top:1px;float:left;opacity:.55;'>a</a><input type='checkbox'/>",d=q.getElementsByTagName("*"),e=q.getElementsByTagName("a")[0];if(!d||!d.length||!e)return{};g=c.createElement("select"),h=g.appendChild(c.createElement("option")),i=q.getElementsByTagName("input")[0],b={leadingWhitespace:q.firstChild.nodeType===3,tbody:!q.getElementsByTagName("tbody").length,htmlSerialize:!!q.getElementsByTagName("link").length,style:/top/.test(e.getAttribute("style")),hrefNormalized:e.getAttribute("href")==="/a",opacity:/^0.55/.test(e.style.opacity),cssFloat:!!e.style.cssFloat,checkOn:i.value==="on",optSelected:h.selected,getSetAttribute:q.className!=="t",enctype:!!c.createElement("form").enctype,html5Clone:c.createElement("nav").cloneNode(!0).outerHTML!=="<:nav></:nav>",submitBubbles:!0,changeBubbles:!0,focusinBubbles:!1,deleteExpando:!0,noCloneEvent:!0,inlineBlockNeedsLayout:!1,shrinkWrapBlocks:!1,reliableMarginRight:!0},i.checked=!0,b.noCloneChecked=i.cloneNode(!0).checked,g.disabled=!0,b.optDisabled=!h.disabled;try{delete q.test}catch(s){b.deleteExpando=!1}!q.addEventListener&&q.attachEvent&&q.fireEvent&&(q.attachEvent("onclick",function(){b.noCloneEvent=!1}),q.cloneNode(!0).fireEvent("onclick")),i=c.createElement("input"),i.value="t",i.setAttribute("type","radio"),b.radioValue=i.value==="t",i.setAttribute("checked","checked"),q.appendChild(i),k=c.createDocumentFragment(),k.appendChild(q.lastChild),b.checkClone=k.cloneNode(!0).cloneNode(!0).lastChild.checked,b.appendChecked=i.checked,k.removeChild(i),k.appendChild(q),q.innerHTML="",a.getComputedStyle&&(j=c.createElement("div"),j.style.width="0",j.style.marginRight="0",q.style.width="2px",q.appendChild(j),b.reliableMarginRight=(parseInt((a.getComputedStyle(j,null)||{marginRight:0}).marginRight,10)||0)===0);if(q.attachEvent)for(o in{submit:1,change:1,focusin:1})n="on"+o,p=n in q,p||(q.setAttribute(n,"return;"),p=typeof q[n]=="function"),b[o+"Bubbles"]=p;k.removeChild(q),k=g=h=j=q=i=null,f(function(){var a,d,e,g,h,i,j,k,m,n,o,r=c.getElementsByTagName("body")[0];!r||(j=1,k="position:absolute;top:0;left:0;width:1px;height:1px;margin:0;",m="visibility:hidden;border:0;",n="style='"+k+"border:5px solid #000;padding:0;'",o="<div "+n+"><div></div></div>"+"<table "+n+" cellpadding='0' cellspacing='0'>"+"<tr><td></td></tr></table>",a=c.createElement("div"),a.style.cssText=m+"width:0;height:0;position:static;top:0;margin-top:"+j+"px",r.insertBefore(a,r.firstChild),q=c.createElement("div"),a.appendChild(q),q.innerHTML="<table><tr><td style='padding:0;border:0;display:none'></td><td>t</td></tr></table>",l=q.getElementsByTagName("td"),p=l[0].offsetHeight===0,l[0].style.display="",l[1].style.display="none",b.reliableHiddenOffsets=p&&l[0].offsetHeight===0,q.innerHTML="",q.style.width=q.style.paddingLeft="1px",f.boxModel=b.boxModel=q.offsetWidth===2,typeof q.style.zoom!="undefined"&&(q.style.display="inline",q.style.zoom=1,b.inlineBlockNeedsLayout=q.offsetWidth===2,q.style.display="",q.innerHTML="<div style='width:4px;'></div>",b.shrinkWrapBlocks=q.offsetWidth!==2),q.style.cssText=k+m,q.innerHTML=o,d=q.firstChild,e=d.firstChild,h=d.nextSibling.firstChild.firstChild,i={doesNotAddBorder:e.offsetTop!==5,doesAddBorderForTableAndCells:h.offsetTop===5},e.style.position="fixed",e.style.top="20px",i.fixedPosition=e.offsetTop===20||e.offsetTop===15,e.style.position=e.style.top="",d.style.overflow="hidden",d.style.position="relative",i.subtractsBorderForOverflowNotVisible=e.offsetTop===-5,i.doesNotIncludeMarginInBodyOffset=r.offsetTop!==j,r.removeChild(a),q=a=null,f.extend(b,i))});return b}();var j=/^(?:\{.*\}|\[.*\])$/,k=/([A-Z])/g;f.extend({cache:{},uuid:0,expando:"jQuery"+(f.fn.jquery+Math.random()).replace(/\D/g,""),noData:{embed:!0,object:"clsid:D27CDB6E-AE6D-11cf-96B8-444553540000",applet:!0},hasData:function(a){a=a.nodeType?f.cache[a[f.expando]]:a[f.expando];return!!a&&!m(a)},data:function(a,c,d,e){if(!!f.acceptData(a)){var g,h,i,j=f.expando,k=typeof c=="string",l=a.nodeType,m=l?f.cache:a,n=l?a[j]:a[j]&&j,o=c==="events";if((!n||!m[n]||!o&&!e&&!m[n].data)&&k&&d===b)return;n||(l?a[j]=n=++f.uuid:n=j),m[n]||(m[n]={},l||(m[n].toJSON=f.noop));if(typeof c=="object"||typeof c=="function")e?m[n]=f.extend(m[n],c):m[n].data=f.extend(m[n].data,c);g=h=m[n],e||(h.data||(h.data={}),h=h.data),d!==b&&(h[f.camelCase(c)]=d);if(o&&!h[c])return g.events;k?(i=h[c],i==null&&(i=h[f.camelCase(c)])):i=h;return i}},removeData:function(a,b,c){if(!!f.acceptData(a)){var d,e,g,h=f.expando,i=a.nodeType,j=i?f.cache:a,k=i?a[h]:h;if(!j[k])return;if(b){d=c?j[k]:j[k].data;if(d){f.isArray(b)||(b in d?b=[b]:(b=f.camelCase(b),b in d?b=[b]:b=b.split(" ")));for(e=0,g=b.length;e<g;e++)delete d[b[e]];if(!(c?m:f.isEmptyObject)(d))return}}if(!c){delete j[k].data;if(!m(j[k]))return}f.support.deleteExpando||!j.setInterval?delete j[k]:j[k]=null,i&&(f.support.deleteExpando?delete a[h]:a.removeAttribute?a.removeAttribute(h):a[h]=null)}},_data:function(a,b,c){return f.data(a,b,c,!0)},acceptData:function(a){if(a.nodeName){var b=f.noData[a.nodeName.toLowerCase()];if(b)return b!==!0&&a.getAttribute("classid")===b}return!0}}),f.fn.extend({data:function(a,c){var d,e,g,h=null;if(typeof a=="undefined"){if(this.length){h=f.data(this[0]);if(this[0].nodeType===1&&!f._data(this[0],"parsedAttrs")){e=this[0].attributes;for(var i=0,j=e.length;i<j;i++)g=e[i].name,g.indexOf("data-")===0&&(g=f.camelCase(g.substring(5)),l(this[0],g,h[g]));f._data(this[0],"parsedAttrs",!0)}}return h}if(typeof a=="object")return this.each(function(){f.data(this,a)});d=a.split("."),d[1]=d[1]?"."+d[1]:"";if(c===b){h=this.triggerHandler("getData"+d[1]+"!",[d[0]]),h===b&&this.length&&(h=f.data(this[0],a),h=l(this[0],a,h));return h===b&&d[1]?this.data(d[0]):h}return this.each(function(){var b=f(this),e=[d[0],c];b.triggerHandler("setData"+d[1]+"!",e),f.data(this,a,c),b.triggerHandler("changeData"+d[1]+"!",e)})},removeData:function(a){return this.each(function(){f.removeData(this,a)})}}),f.extend({_mark:function(a,b){a&&(b=(b||"fx")+"mark",f._data(a,b,(f._data(a,b)||0)+1))},_unmark:function(a,b,c){a!==!0&&(c=b,b=a,a=!1);if(b){c=c||"fx";var d=c+"mark",e=a?0:(f._data(b,d)||1)-1;e?f._data(b,d,e):(f.removeData(b,d,!0),n(b,c,"mark"))}},queue:function(a,b,c){var d;if(a){b=(b||"fx")+"queue",d=f._data(a,b),c&&(!d||f.isArray(c)?d=f._data(a,b,f.makeArray(c)):d.push(c));return d||[]}},dequeue:function(a,b){b=b||"fx";var c=f.queue(a,b),d=c.shift(),e={};d==="inprogress"&&(d=c.shift()),d&&(b==="fx"&&c.unshift("inprogress"),f._data(a,b+".run",e),d.call(a,function(){f.dequeue(a,b)},e)),c.length||(f.removeData(a,b+"queue "+b+".run",!0),n(a,b,"queue"))}}),f.fn.extend({queue:function(a,c){typeof a!="string"&&(c=a,a="fx");if(c===b)return f.queue(this[0],a);return this.each(function(){var b=f.queue(this,a,c);a==="fx"&&b[0]!=="inprogress"&&f.dequeue(this,a)})},dequeue:function(a){return this.each(function(){f.dequeue(this,a)})},delay:function(a,b){a=f.fx?f.fx.speeds[a]||a:a,b=b||"fx";return this.queue(b,function(b,c){var d=setTimeout(b,a);c.stop=function(){clearTimeout(d)}})},clearQueue:function(a){return this.queue(a||"fx",[])},promise:function(a,c){function m(){--h||d.resolveWith(e,[e])}typeof a!="string"&&(c=a,a=b),a=a||"fx";var d=f.Deferred(),e=this,g=e.length,h=1,i=a+"defer",j=a+"queue",k=a+"mark",l;while(g--)if(l=f.data(e[g],i,b,!0)||(f.data(e[g],j,b,!0)||f.data(e[g],k,b,!0))&&f.data(e[g],i,f.Callbacks("once memory"),!0))h++,l.add(m);m();return d.promise()}});var o=/[\n\t\r]/g,p=/\s+/,q=/\r/g,r=/^(?:button|input)$/i,s=/^(?:button|input|object|select|textarea)$/i,t=/^a(?:rea)?$/i,u=/^(?:autofocus|autoplay|async|checked|controls|defer|disabled|hidden|loop|multiple|open|readonly|required|scoped|selected)$/i,v=f.support.getSetAttribute,w,x,y;f.fn.extend({attr:function(a,b){return f.access(this,a,b,!0,f.attr)},removeAttr:function(a){return this.each(function(){f.removeAttr(this,a)})},prop:function(a,b){return f.access(this,a,b,!0,f.prop)},removeProp:function(a){a=f.propFix[a]||a;return this.each(function(){try{this[a]=b,delete this[a]}catch(c){}})},addClass:function(a){var b,c,d,e,g,h,i;if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){f(this).addClass(a.call(this,b,this.className))});if(a&&typeof a=="string"){b=a.split(p);for(c=0,d=this.length;c<d;c++){e=this[c];if(e.nodeType===1)if(!e.className&&b.length===1)e.className=a;else{g=" "+e.className+" ";for(h=0,i=b.length;h<i;h++)~g.indexOf(" "+b[h]+" ")||(g+=b[h]+" ");e.className=f.trim(g)}}}return this},removeClass:function(a){var c,d,e,g,h,i,j;if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){f(this).removeClass(a.call(this,b,this.className))});if(a&&typeof a=="string"||a===b){c=(a||"").split(p);for(d=0,e=this.length;d<e;d++){g=this[d];if(g.nodeType===1&&g.className)if(a){h=(" "+g.className+" ").replace(o," ");for(i=0,j=c.length;i<j;i++)h=h.replace(" "+c[i]+" "," ");g.className=f.trim(h)}else g.className=""}}return this},toggleClass:function(a,b){var c=typeof a,d=typeof b=="boolean";if(f.isFunction(a))return this.each(function(c){f(this).toggleClass(a.call(this,c,this.className,b),b)});return this.each(function(){if(c==="string"){var e,g=0,h=f(this),i=b,j=a.split(p);while(e=j[g++])i=d?i:!h.hasClass(e),h[i?"addClass":"removeClass"](e)}else if(c==="undefined"||c==="boolean")this.className&&f._data(this,"__className__",this.className),this.className=this.className||a===!1?"":f._data(this,"__className__")||""})},hasClass:function(a){var b=" "+a+" ",c=0,d=this.length;for(;c<d;c++)if(this[c].nodeType===1&&(" "+this[c].className+" ").replace(o," ").indexOf(b)>-1)return!0;return!1},val:function(a){var c,d,e,g=this[0];{if(!!arguments.length){e=f.isFunction(a);return this.each(function(d){var g=f(this),h;if(this.nodeType===1){e?h=a.call(this,d,g.val()):h=a,h==null?h="":typeof h=="number"?h+="":f.isArray(h)&&(h=f.map(h,function(a){return a==null?"":a+""})),c=f.valHooks[this.nodeName.toLowerCase()]||f.valHooks[this.type];if(!c||!("set"in c)||c.set(this,h,"value")===b)this.value=h}})}if(g){c=f.valHooks[g.nodeName.toLowerCase()]||f.valHooks[g.type];if(c&&"get"in c&&(d=c.get(g,"value"))!==b)return d;d=g.value;return typeof d=="string"?d.replace(q,""):d==null?"":d}}}}),f.extend({valHooks:{option:{get:function(a){var b=a.attributes.value;return!b||b.specified?a.value:a.text}},select:{get:function(a){var b,c,d,e,g=a.selectedIndex,h=[],i=a.options,j=a.type==="select-one";if(g<0)return null;c=j?g:0,d=j?g+1:i.length;for(;c<d;c++){e=i[c];if(e.selected&&(f.support.optDisabled?!e.disabled:e.getAttribute("disabled")===null)&&(!e.parentNode.disabled||!f.nodeName(e.parentNode,"optgroup"))){b=f(e).val();if(j)return b;h.push(b)}}if(j&&!h.length&&i.length)return f(i[g]).val();return h},set:function(a,b){var c=f.makeArray(b);f(a).find("option").each(function(){this.selected=f.inArray(f(this).val(),c)>=0}),c.length||(a.selectedIndex=-1);return c}}},attrFn:{val:!0,css:!0,html:!0,text:!0,data:!0,width:!0,height:!0,offset:!0},attr:function(a,c,d,e){var g,h,i,j=a.nodeType;if(!!a&&j!==3&&j!==8&&j!==2){if(e&&c in f.attrFn)return f(a)[c](d);if(typeof a.getAttribute=="undefined")return f.prop(a,c,d);i=j!==1||!f.isXMLDoc(a),i&&(c=c.toLowerCase(),h=f.attrHooks[c]||(u.test(c)?x:w));if(d!==b){if(d===null){f.removeAttr(a,c);return}if(h&&"set"in h&&i&&(g=h.set(a,d,c))!==b)return g;a.setAttribute(c,""+d);return d}if(h&&"get"in h&&i&&(g=h.get(a,c))!==null)return g;g=a.getAttribute(c);return g===null?b:g}},removeAttr:function(a,b){var c,d,e,g,h=0;if(b&&a.nodeType===1){d=b.toLowerCase().split(p),g=d.length;for(;h<g;h++)e=d[h],e&&(c=f.propFix[e]||e,f.attr(a,e,""),a.removeAttribute(v?e:c),u.test(e)&&c in a&&(a[c]=!1))}},attrHooks:{type:{set:function(a,b){if(r.test(a.nodeName)&&a.parentNode)f.error("type property can't be changed");else if(!f.support.radioValue&&b==="radio"&&f.nodeName(a,"input")){var c=a.value;a.setAttribute("type",b),c&&(a.value=c);return b}}},value:{get:function(a,b){if(w&&f.nodeName(a,"button"))return w.get(a,b);return b in a?a.value:null},set:function(a,b,c){if(w&&f.nodeName(a,"button"))return w.set(a,b,c);a.value=b}}},propFix:{tabindex:"tabIndex",readonly:"readOnly","for":"htmlFor","class":"className",maxlength:"maxLength",cellspacing:"cellSpacing",cellpadding:"cellPadding",rowspan:"rowSpan",colspan:"colSpan",usemap:"useMap",frameborder:"frameBorder",contenteditable:"contentEditable"},prop:function(a,c,d){var e,g,h,i=a.nodeType;if(!!a&&i!==3&&i!==8&&i!==2){h=i!==1||!f.isXMLDoc(a),h&&(c=f.propFix[c]||c,g=f.propHooks[c]);return d!==b?g&&"set"in g&&(e=g.set(a,d,c))!==b?e:a[c]=d:g&&"get"in g&&(e=g.get(a,c))!==null?e:a[c]}},propHooks:{tabIndex:{get:function(a){var c=a.getAttributeNode("tabindex");return c&&c.specified?parseInt(c.value,10):s.test(a.nodeName)||t.test(a.nodeName)&&a.href?0:b}}}}),f.attrHooks.tabindex=f.propHooks.tabIndex,x={get:function(a,c){var d,e=f.prop(a,c);return e===!0||typeof e!="boolean"&&(d=a.getAttributeNode(c))&&d.nodeValue!==!1?c.toLowerCase():b},set:function(a,b,c){var d;b===!1?f.removeAttr(a,c):(d=f.propFix[c]||c,d in a&&(a[d]=!0),a.setAttribute(c,c.toLowerCase()));return c}},v||(y={name:!0,id:!0},w=f.valHooks.button={get:function(a,c){var d;d=a.getAttributeNode(c);return d&&(y[c]?d.nodeValue!=="":d.specified)?d.nodeValue:b},set:function(a,b,d){var e=a.getAttributeNode(d);e||(e=c.createAttribute(d),a.setAttributeNode(e));return e.nodeValue=b+""}},f.attrHooks.tabindex.set=w.set,f.each(["width","height"],function(a,b){f.attrHooks[b]=f.extend(f.attrHooks[b],{set:function(a,c){if(c===""){a.setAttribute(b,"auto");return c}}})}),f.attrHooks.contenteditable={get:w.get,set:function(a,b,c){b===""&&(b="false"),w.set(a,b,c)}}),f.support.hrefNormalized||f.each(["href","src","width","height"],function(a,c){f.attrHooks[c]=f.extend(f.attrHooks[c],{get:function(a){var d=a.getAttribute(c,2);return d===null?b:d}})}),f.support.style||(f.attrHooks.style={get:function(a){return a.style.cssText.toLowerCase()||b},set:function(a,b){return a.style.cssText=""+b}}),f.support.optSelected||(f.propHooks.selected=f.extend(f.propHooks.selected,{get:function(a){var b=a.parentNode;b&&(b.selectedIndex,b.parentNode&&b.parentNode.selectedIndex);return null}})),f.support.enctype||(f.propFix.enctype="encoding"),f.support.checkOn||f.each(["radio","checkbox"],function(){f.valHooks[this]={get:function(a){return a.getAttribute("value")===null?"on":a.value}}}),f.each(["radio","checkbox"],function(){f.valHooks[this]=f.extend(f.valHooks[this],{set:function(a,b){if(f.isArray(b))return a.checked=f.inArray(f(a).val(),b)>=0}})});var z=/^(?:textarea|input|select)$/i,A=/^([^\.]*)?(?:\.(.+))?$/,B=/\bhover(\.\S+)?\b/,C=/^key/,D=/^(?:mouse|contextmenu)|click/,E=/^(?:focusinfocus|focusoutblur)$/,F=/^(\w*)(?:#([\w\-]+))?(?:\.([\w\-]+))?$/,G=function(a){var b=F.exec(a);b&&(b[1]=(b[1]||"").toLowerCase(),b[3]=b[3]&&new RegExp("(?:^|\\s)"+b[3]+"(?:\\s|$)"));return b},H=function(a,b){var c=a.attributes||{};return(!b[1]||a.nodeName.toLowerCase()===b[1])&&(!b[2]||(c.id||{}).value===b[2])&&(!b[3]||b[3].test((c["class"]||{}).value))},I=function(a){return f.event.special.hover?a:a.replace(B,"mouseenter$1 mouseleave$1")};
f.event={add:function(a,c,d,e,g){var h,i,j,k,l,m,n,o,p,q,r,s;if(!(a.nodeType===3||a.nodeType===8||!c||!d||!(h=f._data(a)))){d.handler&&(p=d,d=p.handler),d.guid||(d.guid=f.guid++),j=h.events,j||(h.events=j={}),i=h.handle,i||(h.handle=i=function(a){return typeof f!="undefined"&&(!a||f.event.triggered!==a.type)?f.event.dispatch.apply(i.elem,arguments):b},i.elem=a),c=f.trim(I(c)).split(" ");for(k=0;k<c.length;k++){l=A.exec(c[k])||[],m=l[1],n=(l[2]||"").split(".").sort(),s=f.event.special[m]||{},m=(g?s.delegateType:s.bindType)||m,s=f.event.special[m]||{},o=f.extend({type:m,origType:l[1],data:e,handler:d,guid:d.guid,selector:g,quick:G(g),namespace:n.join(".")},p),r=j[m];if(!r){r=j[m]=[],r.delegateCount=0;if(!s.setup||s.setup.call(a,e,n,i)===!1)a.addEventListener?a.addEventListener(m,i,!1):a.attachEvent&&a.attachEvent("on"+m,i)}s.add&&(s.add.call(a,o),o.handler.guid||(o.handler.guid=d.guid)),g?r.splice(r.delegateCount++,0,o):r.push(o),f.event.global[m]=!0}a=null}},global:{},remove:function(a,b,c,d,e){var g=f.hasData(a)&&f._data(a),h,i,j,k,l,m,n,o,p,q,r,s;if(!!g&&!!(o=g.events)){b=f.trim(I(b||"")).split(" ");for(h=0;h<b.length;h++){i=A.exec(b[h])||[],j=k=i[1],l=i[2];if(!j){for(j in o)f.event.remove(a,j+b[h],c,d,!0);continue}p=f.event.special[j]||{},j=(d?p.delegateType:p.bindType)||j,r=o[j]||[],m=r.length,l=l?new RegExp("(^|\\.)"+l.split(".").sort().join("\\.(?:.*\\.)?")+"(\\.|$)"):null;for(n=0;n<r.length;n++)s=r[n],(e||k===s.origType)&&(!c||c.guid===s.guid)&&(!l||l.test(s.namespace))&&(!d||d===s.selector||d==="**"&&s.selector)&&(r.splice(n--,1),s.selector&&r.delegateCount--,p.remove&&p.remove.call(a,s));r.length===0&&m!==r.length&&((!p.teardown||p.teardown.call(a,l)===!1)&&f.removeEvent(a,j,g.handle),delete o[j])}f.isEmptyObject(o)&&(q=g.handle,q&&(q.elem=null),f.removeData(a,["events","handle"],!0))}},customEvent:{getData:!0,setData:!0,changeData:!0},trigger:function(c,d,e,g){if(!e||e.nodeType!==3&&e.nodeType!==8){var h=c.type||c,i=[],j,k,l,m,n,o,p,q,r,s;if(E.test(h+f.event.triggered))return;h.indexOf("!")>=0&&(h=h.slice(0,-1),k=!0),h.indexOf(".")>=0&&(i=h.split("."),h=i.shift(),i.sort());if((!e||f.event.customEvent[h])&&!f.event.global[h])return;c=typeof c=="object"?c[f.expando]?c:new f.Event(h,c):new f.Event(h),c.type=h,c.isTrigger=!0,c.exclusive=k,c.namespace=i.join("."),c.namespace_re=c.namespace?new RegExp("(^|\\.)"+i.join("\\.(?:.*\\.)?")+"(\\.|$)"):null,o=h.indexOf(":")<0?"on"+h:"";if(!e){j=f.cache;for(l in j)j[l].events&&j[l].events[h]&&f.event.trigger(c,d,j[l].handle.elem,!0);return}c.result=b,c.target||(c.target=e),d=d!=null?f.makeArray(d):[],d.unshift(c),p=f.event.special[h]||{};if(p.trigger&&p.trigger.apply(e,d)===!1)return;r=[[e,p.bindType||h]];if(!g&&!p.noBubble&&!f.isWindow(e)){s=p.delegateType||h,m=E.test(s+h)?e:e.parentNode,n=null;for(;m;m=m.parentNode)r.push([m,s]),n=m;n&&n===e.ownerDocument&&r.push([n.defaultView||n.parentWindow||a,s])}for(l=0;l<r.length&&!c.isPropagationStopped();l++)m=r[l][0],c.type=r[l][1],q=(f._data(m,"events")||{})[c.type]&&f._data(m,"handle"),q&&q.apply(m,d),q=o&&m[o],q&&f.acceptData(m)&&q.apply(m,d)===!1&&c.preventDefault();c.type=h,!g&&!c.isDefaultPrevented()&&(!p._default||p._default.apply(e.ownerDocument,d)===!1)&&(h!=="click"||!f.nodeName(e,"a"))&&f.acceptData(e)&&o&&e[h]&&(h!=="focus"&&h!=="blur"||c.target.offsetWidth!==0)&&!f.isWindow(e)&&(n=e[o],n&&(e[o]=null),f.event.triggered=h,e[h](),f.event.triggered=b,n&&(e[o]=n));return c.result}},dispatch:function(c){c=f.event.fix(c||a.event);var d=(f._data(this,"events")||{})[c.type]||[],e=d.delegateCount,g=[].slice.call(arguments,0),h=!c.exclusive&&!c.namespace,i=[],j,k,l,m,n,o,p,q,r,s,t;g[0]=c,c.delegateTarget=this;if(e&&!c.target.disabled&&(!c.button||c.type!=="click")){m=f(this),m.context=this.ownerDocument||this;for(l=c.target;l!=this;l=l.parentNode||this){o={},q=[],m[0]=l;for(j=0;j<e;j++)r=d[j],s=r.selector,o[s]===b&&(o[s]=r.quick?H(l,r.quick):m.is(s)),o[s]&&q.push(r);q.length&&i.push({elem:l,matches:q})}}d.length>e&&i.push({elem:this,matches:d.slice(e)});for(j=0;j<i.length&&!c.isPropagationStopped();j++){p=i[j],c.currentTarget=p.elem;for(k=0;k<p.matches.length&&!c.isImmediatePropagationStopped();k++){r=p.matches[k];if(h||!c.namespace&&!r.namespace||c.namespace_re&&c.namespace_re.test(r.namespace))c.data=r.data,c.handleObj=r,n=((f.event.special[r.origType]||{}).handle||r.handler).apply(p.elem,g),n!==b&&(c.result=n,n===!1&&(c.preventDefault(),c.stopPropagation()))}}return c.result},props:"attrChange attrName relatedNode srcElement altKey bubbles cancelable ctrlKey currentTarget eventPhase metaKey relatedTarget shiftKey target timeStamp view which".split(" "),fixHooks:{},keyHooks:{props:"char charCode key keyCode".split(" "),filter:function(a,b){a.which==null&&(a.which=b.charCode!=null?b.charCode:b.keyCode);return a}},mouseHooks:{props:"button buttons clientX clientY fromElement offsetX offsetY pageX pageY screenX screenY toElement".split(" "),filter:function(a,d){var e,f,g,h=d.button,i=d.fromElement;a.pageX==null&&d.clientX!=null&&(e=a.target.ownerDocument||c,f=e.documentElement,g=e.body,a.pageX=d.clientX+(f&&f.scrollLeft||g&&g.scrollLeft||0)-(f&&f.clientLeft||g&&g.clientLeft||0),a.pageY=d.clientY+(f&&f.scrollTop||g&&g.scrollTop||0)-(f&&f.clientTop||g&&g.clientTop||0)),!a.relatedTarget&&i&&(a.relatedTarget=i===a.target?d.toElement:i),!a.which&&h!==b&&(a.which=h&1?1:h&2?3:h&4?2:0);return a}},fix:function(a){if(a[f.expando])return a;var d,e,g=a,h=f.event.fixHooks[a.type]||{},i=h.props?this.props.concat(h.props):this.props;a=f.Event(g);for(d=i.length;d;)e=i[--d],a[e]=g[e];a.target||(a.target=g.srcElement||c),a.target.nodeType===3&&(a.target=a.target.parentNode),a.metaKey===b&&(a.metaKey=a.ctrlKey);return h.filter?h.filter(a,g):a},special:{ready:{setup:f.bindReady},load:{noBubble:!0},focus:{delegateType:"focusin"},blur:{delegateType:"focusout"},beforeunload:{setup:function(a,b,c){f.isWindow(this)&&(this.onbeforeunload=c)},teardown:function(a,b){this.onbeforeunload===b&&(this.onbeforeunload=null)}}},simulate:function(a,b,c,d){var e=f.extend(new f.Event,c,{type:a,isSimulated:!0,originalEvent:{}});d?f.event.trigger(e,null,b):f.event.dispatch.call(b,e),e.isDefaultPrevented()&&c.preventDefault()}},f.event.handle=f.event.dispatch,f.removeEvent=c.removeEventListener?function(a,b,c){a.removeEventListener&&a.removeEventListener(b,c,!1)}:function(a,b,c){a.detachEvent&&a.detachEvent("on"+b,c)},f.Event=function(a,b){if(!(this instanceof f.Event))return new f.Event(a,b);a&&a.type?(this.originalEvent=a,this.type=a.type,this.isDefaultPrevented=a.defaultPrevented||a.returnValue===!1||a.getPreventDefault&&a.getPreventDefault()?K:J):this.type=a,b&&f.extend(this,b),this.timeStamp=a&&a.timeStamp||f.now(),this[f.expando]=!0},f.Event.prototype={preventDefault:function(){this.isDefaultPrevented=K;var a=this.originalEvent;!a||(a.preventDefault?a.preventDefault():a.returnValue=!1)},stopPropagation:function(){this.isPropagationStopped=K;var a=this.originalEvent;!a||(a.stopPropagation&&a.stopPropagation(),a.cancelBubble=!0)},stopImmediatePropagation:function(){this.isImmediatePropagationStopped=K,this.stopPropagation()},isDefaultPrevented:J,isPropagationStopped:J,isImmediatePropagationStopped:J},f.each({mouseenter:"mouseover",mouseleave:"mouseout"},function(a,b){f.event.special[a]={delegateType:b,bindType:b,handle:function(a){var c=this,d=a.relatedTarget,e=a.handleObj,g=e.selector,h;if(!d||d!==c&&!f.contains(c,d))a.type=e.origType,h=e.handler.apply(this,arguments),a.type=b;return h}}}),f.support.submitBubbles||(f.event.special.submit={setup:function(){if(f.nodeName(this,"form"))return!1;f.event.add(this,"click._submit keypress._submit",function(a){var c=a.target,d=f.nodeName(c,"input")||f.nodeName(c,"button")?c.form:b;d&&!d._submit_attached&&(f.event.add(d,"submit._submit",function(a){this.parentNode&&!a.isTrigger&&f.event.simulate("submit",this.parentNode,a,!0)}),d._submit_attached=!0)})},teardown:function(){if(f.nodeName(this,"form"))return!1;f.event.remove(this,"._submit")}}),f.support.changeBubbles||(f.event.special.change={setup:function(){if(z.test(this.nodeName)){if(this.type==="checkbox"||this.type==="radio")f.event.add(this,"propertychange._change",function(a){a.originalEvent.propertyName==="checked"&&(this._just_changed=!0)}),f.event.add(this,"click._change",function(a){this._just_changed&&!a.isTrigger&&(this._just_changed=!1,f.event.simulate("change",this,a,!0))});return!1}f.event.add(this,"beforeactivate._change",function(a){var b=a.target;z.test(b.nodeName)&&!b._change_attached&&(f.event.add(b,"change._change",function(a){this.parentNode&&!a.isSimulated&&!a.isTrigger&&f.event.simulate("change",this.parentNode,a,!0)}),b._change_attached=!0)})},handle:function(a){var b=a.target;if(this!==b||a.isSimulated||a.isTrigger||b.type!=="radio"&&b.type!=="checkbox")return a.handleObj.handler.apply(this,arguments)},teardown:function(){f.event.remove(this,"._change");return z.test(this.nodeName)}}),f.support.focusinBubbles||f.each({focus:"focusin",blur:"focusout"},function(a,b){var d=0,e=function(a){f.event.simulate(b,a.target,f.event.fix(a),!0)};f.event.special[b]={setup:function(){d++===0&&c.addEventListener(a,e,!0)},teardown:function(){--d===0&&c.removeEventListener(a,e,!0)}}}),f.fn.extend({on:function(a,c,d,e,g){var h,i;if(typeof a=="object"){typeof c!="string"&&(d=c,c=b);for(i in a)this.on(i,c,d,a[i],g);return this}d==null&&e==null?(e=c,d=c=b):e==null&&(typeof c=="string"?(e=d,d=b):(e=d,d=c,c=b));if(e===!1)e=J;else if(!e)return this;g===1&&(h=e,e=function(a){f().off(a);return h.apply(this,arguments)},e.guid=h.guid||(h.guid=f.guid++));return this.each(function(){f.event.add(this,a,e,d,c)})},one:function(a,b,c,d){return this.on.call(this,a,b,c,d,1)},off:function(a,c,d){if(a&&a.preventDefault&&a.handleObj){var e=a.handleObj;f(a.delegateTarget).off(e.namespace?e.type+"."+e.namespace:e.type,e.selector,e.handler);return this}if(typeof a=="object"){for(var g in a)this.off(g,c,a[g]);return this}if(c===!1||typeof c=="function")d=c,c=b;d===!1&&(d=J);return this.each(function(){f.event.remove(this,a,d,c)})},bind:function(a,b,c){return this.on(a,null,b,c)},unbind:function(a,b){return this.off(a,null,b)},live:function(a,b,c){f(this.context).on(a,this.selector,b,c);return this},die:function(a,b){f(this.context).off(a,this.selector||"**",b);return this},delegate:function(a,b,c,d){return this.on(b,a,c,d)},undelegate:function(a,b,c){return arguments.length==1?this.off(a,"**"):this.off(b,a,c)},trigger:function(a,b){return this.each(function(){f.event.trigger(a,b,this)})},triggerHandler:function(a,b){if(this[0])return f.event.trigger(a,b,this[0],!0)},toggle:function(a){var b=arguments,c=a.guid||f.guid++,d=0,e=function(c){var e=(f._data(this,"lastToggle"+a.guid)||0)%d;f._data(this,"lastToggle"+a.guid,e+1),c.preventDefault();return b[e].apply(this,arguments)||!1};e.guid=c;while(d<b.length)b[d++].guid=c;return this.click(e)},hover:function(a,b){return this.mouseenter(a).mouseleave(b||a)}}),f.each("blur focus focusin focusout load resize scroll unload click dblclick mousedown mouseup mousemove mouseover mouseout mouseenter mouseleave change select submit keydown keypress keyup error contextmenu".split(" "),function(a,b){f.fn[b]=function(a,c){c==null&&(c=a,a=null);return arguments.length>0?this.on(b,null,a,c):this.trigger(b)},f.attrFn&&(f.attrFn[b]=!0),C.test(b)&&(f.event.fixHooks[b]=f.event.keyHooks),D.test(b)&&(f.event.fixHooks[b]=f.event.mouseHooks)}),function(){function x(a,b,c,e,f,g){for(var h=0,i=e.length;h<i;h++){var j=e[h];if(j){var k=!1;j=j[a];while(j){if(j[d]===c){k=e[j.sizset];break}if(j.nodeType===1){g||(j[d]=c,j.sizset=h);if(typeof b!="string"){if(j===b){k=!0;break}}else if(m.filter(b,[j]).length>0){k=j;break}}j=j[a]}e[h]=k}}}function w(a,b,c,e,f,g){for(var h=0,i=e.length;h<i;h++){var j=e[h];if(j){var k=!1;j=j[a];while(j){if(j[d]===c){k=e[j.sizset];break}j.nodeType===1&&!g&&(j[d]=c,j.sizset=h);if(j.nodeName.toLowerCase()===b){k=j;break}j=j[a]}e[h]=k}}}var a=/((?:\((?:\([^()]+\)|[^()]+)+\)|\[(?:\[[^\[\]]*\]|['"][^'"]*['"]|[^\[\]'"]+)+\]|\\.|[^ >+~,(\[\\]+)+|[>+~])(\s*,\s*)?((?:.|\r|\n)*)/g,d="sizcache"+(Math.random()+"").replace(".",""),e=0,g=Object.prototype.toString,h=!1,i=!0,j=/\\/g,k=/\r\n/g,l=/\W/;[0,0].sort(function(){i=!1;return 0});var m=function(b,d,e,f){e=e||[],d=d||c;var h=d;if(d.nodeType!==1&&d.nodeType!==9)return[];if(!b||typeof b!="string")return e;var i,j,k,l,n,q,r,t,u=!0,v=m.isXML(d),w=[],x=b;do{a.exec(""),i=a.exec(x);if(i){x=i[3],w.push(i[1]);if(i[2]){l=i[3];break}}}while(i);if(w.length>1&&p.exec(b))if(w.length===2&&o.relative[w[0]])j=y(w[0]+w[1],d,f);else{j=o.relative[w[0]]?[d]:m(w.shift(),d);while(w.length)b=w.shift(),o.relative[b]&&(b+=w.shift()),j=y(b,j,f)}else{!f&&w.length>1&&d.nodeType===9&&!v&&o.match.ID.test(w[0])&&!o.match.ID.test(w[w.length-1])&&(n=m.find(w.shift(),d,v),d=n.expr?m.filter(n.expr,n.set)[0]:n.set[0]);if(d){n=f?{expr:w.pop(),set:s(f)}:m.find(w.pop(),w.length===1&&(w[0]==="~"||w[0]==="+")&&d.parentNode?d.parentNode:d,v),j=n.expr?m.filter(n.expr,n.set):n.set,w.length>0?k=s(j):u=!1;while(w.length)q=w.pop(),r=q,o.relative[q]?r=w.pop():q="",r==null&&(r=d),o.relative[q](k,r,v)}else k=w=[]}k||(k=j),k||m.error(q||b);if(g.call(k)==="[object Array]")if(!u)e.push.apply(e,k);else if(d&&d.nodeType===1)for(t=0;k[t]!=null;t++)k[t]&&(k[t]===!0||k[t].nodeType===1&&m.contains(d,k[t]))&&e.push(j[t]);else for(t=0;k[t]!=null;t++)k[t]&&k[t].nodeType===1&&e.push(j[t]);else s(k,e);l&&(m(l,h,e,f),m.uniqueSort(e));return e};m.uniqueSort=function(a){if(u){h=i,a.sort(u);if(h)for(var b=1;b<a.length;b++)a[b]===a[b-1]&&a.splice(b--,1)}return a},m.matches=function(a,b){return m(a,null,null,b)},m.matchesSelector=function(a,b){return m(b,null,null,[a]).length>0},m.find=function(a,b,c){var d,e,f,g,h,i;if(!a)return[];for(e=0,f=o.order.length;e<f;e++){h=o.order[e];if(g=o.leftMatch[h].exec(a)){i=g[1],g.splice(1,1);if(i.substr(i.length-1)!=="\\"){g[1]=(g[1]||"").replace(j,""),d=o.find[h](g,b,c);if(d!=null){a=a.replace(o.match[h],"");break}}}}d||(d=typeof b.getElementsByTagName!="undefined"?b.getElementsByTagName("*"):[]);return{set:d,expr:a}},m.filter=function(a,c,d,e){var f,g,h,i,j,k,l,n,p,q=a,r=[],s=c,t=c&&c[0]&&m.isXML(c[0]);while(a&&c.length){for(h in o.filter)if((f=o.leftMatch[h].exec(a))!=null&&f[2]){k=o.filter[h],l=f[1],g=!1,f.splice(1,1);if(l.substr(l.length-1)==="\\")continue;s===r&&(r=[]);if(o.preFilter[h]){f=o.preFilter[h](f,s,d,r,e,t);if(!f)g=i=!0;else if(f===!0)continue}if(f)for(n=0;(j=s[n])!=null;n++)j&&(i=k(j,f,n,s),p=e^i,d&&i!=null?p?g=!0:s[n]=!1:p&&(r.push(j),g=!0));if(i!==b){d||(s=r),a=a.replace(o.match[h],"");if(!g)return[];break}}if(a===q)if(g==null)m.error(a);else break;q=a}return s},m.error=function(a){throw new Error("Syntax error, unrecognized expression: "+a)};var n=m.getText=function(a){var b,c,d=a.nodeType,e="";if(d){if(d===1||d===9){if(typeof a.textContent=="string")return a.textContent;if(typeof a.innerText=="string")return a.innerText.replace(k,"");for(a=a.firstChild;a;a=a.nextSibling)e+=n(a)}else if(d===3||d===4)return a.nodeValue}else for(b=0;c=a[b];b++)c.nodeType!==8&&(e+=n(c));return e},o=m.selectors={order:["ID","NAME","TAG"],match:{ID:/#((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)/,CLASS:/\.((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)/,NAME:/\[name=['"]*((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)['"]*\]/,ATTR:/\[\s*((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)\s*(?:(\S?=)\s*(?:(['"])(.*?)\3|(#?(?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)*)|)|)\s*\]/,TAG:/^((?:[\w\u00c0-\uFFFF\*\-]|\\.)+)/,CHILD:/:(only|nth|last|first)-child(?:\(\s*(even|odd|(?:[+\-]?\d+|(?:[+\-]?\d*)?n\s*(?:[+\-]\s*\d+)?))\s*\))?/,POS:/:(nth|eq|gt|lt|first|last|even|odd)(?:\((\d*)\))?(?=[^\-]|$)/,PSEUDO:/:((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)(?:\((['"]?)((?:\([^\)]+\)|[^\(\)]*)+)\2\))?/},leftMatch:{},attrMap:{"class":"className","for":"htmlFor"},attrHandle:{href:function(a){return a.getAttribute("href")},type:function(a){return a.getAttribute("type")}},relative:{"+":function(a,b){var c=typeof b=="string",d=c&&!l.test(b),e=c&&!d;d&&(b=b.toLowerCase());for(var f=0,g=a.length,h;f<g;f++)if(h=a[f]){while((h=h.previousSibling)&&h.nodeType!==1);a[f]=e||h&&h.nodeName.toLowerCase()===b?h||!1:h===b}e&&m.filter(b,a,!0)},">":function(a,b){var c,d=typeof b=="string",e=0,f=a.length;if(d&&!l.test(b)){b=b.toLowerCase();for(;e<f;e++){c=a[e];if(c){var g=c.parentNode;a[e]=g.nodeName.toLowerCase()===b?g:!1}}}else{for(;e<f;e++)c=a[e],c&&(a[e]=d?c.parentNode:c.parentNode===b);d&&m.filter(b,a,!0)}},"":function(a,b,c){var d,f=e++,g=x;typeof b=="string"&&!l.test(b)&&(b=b.toLowerCase(),d=b,g=w),g("parentNode",b,f,a,d,c)},"~":function(a,b,c){var d,f=e++,g=x;typeof b=="string"&&!l.test(b)&&(b=b.toLowerCase(),d=b,g=w),g("previousSibling",b,f,a,d,c)}},find:{ID:function(a,b,c){if(typeof b.getElementById!="undefined"&&!c){var d=b.getElementById(a[1]);return d&&d.parentNode?[d]:[]}},NAME:function(a,b){if(typeof b.getElementsByName!="undefined"){var c=[],d=b.getElementsByName(a[1]);for(var e=0,f=d.length;e<f;e++)d[e].getAttribute("name")===a[1]&&c.push(d[e]);return c.length===0?null:c}},TAG:function(a,b){if(typeof b.getElementsByTagName!="undefined")return b.getElementsByTagName(a[1])}},preFilter:{CLASS:function(a,b,c,d,e,f){a=" "+a[1].replace(j,"")+" ";if(f)return a;for(var g=0,h;(h=b[g])!=null;g++)h&&(e^(h.className&&(" "+h.className+" ").replace(/[\t\n\r]/g," ").indexOf(a)>=0)?c||d.push(h):c&&(b[g]=!1));return!1},ID:function(a){return a[1].replace(j,"")},TAG:function(a,b){return a[1].replace(j,"").toLowerCase()},CHILD:function(a){if(a[1]==="nth"){a[2]||m.error(a[0]),a[2]=a[2].replace(/^\+|\s*/g,"");var b=/(-?)(\d*)(?:n([+\-]?\d*))?/.exec(a[2]==="even"&&"2n"||a[2]==="odd"&&"2n+1"||!/\D/.test(a[2])&&"0n+"+a[2]||a[2]);a[2]=b[1]+(b[2]||1)-0,a[3]=b[3]-0}else a[2]&&m.error(a[0]);a[0]=e++;return a},ATTR:function(a,b,c,d,e,f){var g=a[1]=a[1].replace(j,"");!f&&o.attrMap[g]&&(a[1]=o.attrMap[g]),a[4]=(a[4]||a[5]||"").replace(j,""),a[2]==="~="&&(a[4]=" "+a[4]+" ");return a},PSEUDO:function(b,c,d,e,f){if(b[1]==="not")if((a.exec(b[3])||"").length>1||/^\w/.test(b[3]))b[3]=m(b[3],null,null,c);else{var g=m.filter(b[3],c,d,!0^f);d||e.push.apply(e,g);return!1}else if(o.match.POS.test(b[0])||o.match.CHILD.test(b[0]))return!0;return b},POS:function(a){a.unshift(!0);return a}},filters:{enabled:function(a){return a.disabled===!1&&a.type!=="hidden"},disabled:function(a){return a.disabled===!0},checked:function(a){return a.checked===!0},selected:function(a){a.parentNode&&a.parentNode.selectedIndex;return a.selected===!0},parent:function(a){return!!a.firstChild},empty:function(a){return!a.firstChild},has:function(a,b,c){return!!m(c[3],a).length},header:function(a){return/h\d/i.test(a.nodeName)},text:function(a){var b=a.getAttribute("type"),c=a.type;return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"text"===c&&(b===c||b===null)},radio:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"radio"===a.type},checkbox:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"checkbox"===a.type},file:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"file"===a.type},password:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"password"===a.type},submit:function(a){var b=a.nodeName.toLowerCase();return(b==="input"||b==="button")&&"submit"===a.type},image:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"image"===a.type},reset:function(a){var b=a.nodeName.toLowerCase();return(b==="input"||b==="button")&&"reset"===a.type},button:function(a){var b=a.nodeName.toLowerCase();return b==="input"&&"button"===a.type||b==="button"},input:function(a){return/input|select|textarea|button/i.test(a.nodeName)},focus:function(a){return a===a.ownerDocument.activeElement}},setFilters:{first:function(a,b){return b===0},last:function(a,b,c,d){return b===d.length-1},even:function(a,b){return b%2===0},odd:function(a,b){return b%2===1},lt:function(a,b,c){return b<c[3]-0},gt:function(a,b,c){return b>c[3]-0},nth:function(a,b,c){return c[3]-0===b},eq:function(a,b,c){return c[3]-0===b}},filter:{PSEUDO:function(a,b,c,d){var e=b[1],f=o.filters[e];if(f)return f(a,c,b,d);if(e==="contains")return(a.textContent||a.innerText||n([a])||"").indexOf(b[3])>=0;if(e==="not"){var g=b[3];for(var h=0,i=g.length;h<i;h++)if(g[h]===a)return!1;return!0}m.error(e)},CHILD:function(a,b){var c,e,f,g,h,i,j,k=b[1],l=a;switch(k){case"only":case"first":while(l=l.previousSibling)if(l.nodeType===1)return!1;if(k==="first")return!0;l=a;case"last":while(l=l.nextSibling)if(l.nodeType===1)return!1;return!0;case"nth":c=b[2],e=b[3];if(c===1&&e===0)return!0;f=b[0],g=a.parentNode;if(g&&(g[d]!==f||!a.nodeIndex)){i=0;for(l=g.firstChild;l;l=l.nextSibling)l.nodeType===1&&(l.nodeIndex=++i);g[d]=f}j=a.nodeIndex-e;return c===0?j===0:j%c===0&&j/c>=0}},ID:function(a,b){return a.nodeType===1&&a.getAttribute("id")===b},TAG:function(a,b){return b==="*"&&a.nodeType===1||!!a.nodeName&&a.nodeName.toLowerCase()===b},CLASS:function(a,b){return(" "+(a.className||a.getAttribute("class"))+" ").indexOf(b)>-1},ATTR:function(a,b){var c=b[1],d=m.attr?m.attr(a,c):o.attrHandle[c]?o.attrHandle[c](a):a[c]!=null?a[c]:a.getAttribute(c),e=d+"",f=b[2],g=b[4];return d==null?f==="!=":!f&&m.attr?d!=null:f==="="?e===g:f==="*="?e.indexOf(g)>=0:f==="~="?(" "+e+" ").indexOf(g)>=0:g?f==="!="?e!==g:f==="^="?e.indexOf(g)===0:f==="$="?e.substr(e.length-g.length)===g:f==="|="?e===g||e.substr(0,g.length+1)===g+"-":!1:e&&d!==!1},POS:function(a,b,c,d){var e=b[2],f=o.setFilters[e];if(f)return f(a,c,b,d)}}},p=o.match.POS,q=function(a,b){return"\\"+(b-0+1)};for(var r in o.match)o.match[r]=new RegExp(o.match[r].source+/(?![^\[]*\])(?![^\(]*\))/.source),o.leftMatch[r]=new RegExp(/(^(?:.|\r|\n)*?)/.source+o.match[r].source.replace(/\\(\d+)/g,q));var s=function(a,b){a=Array.prototype.slice.call(a,0);if(b){b.push.apply(b,a);return b}return a};try{Array.prototype.slice.call(c.documentElement.childNodes,0)[0].nodeType}catch(t){s=function(a,b){var c=0,d=b||[];if(g.call(a)==="[object Array]")Array.prototype.push.apply(d,a);else if(typeof a.length=="number")for(var e=a.length;c<e;c++)d.push(a[c]);else for(;a[c];c++)d.push(a[c]);return d}}var u,v;c.documentElement.compareDocumentPosition?u=function(a,b){if(a===b){h=!0;return 0}if(!a.compareDocumentPosition||!b.compareDocumentPosition)return a.compareDocumentPosition?-1:1;return a.compareDocumentPosition(b)&4?-1:1}:(u=function(a,b){if(a===b){h=!0;return 0}if(a.sourceIndex&&b.sourceIndex)return a.sourceIndex-b.sourceIndex;var c,d,e=[],f=[],g=a.parentNode,i=b.parentNode,j=g;if(g===i)return v(a,b);if(!g)return-1;if(!i)return 1;while(j)e.unshift(j),j=j.parentNode;j=i;while(j)f.unshift(j),j=j.parentNode;c=e.length,d=f.length;for(var k=0;k<c&&k<d;k++)if(e[k]!==f[k])return v(e[k],f[k]);return k===c?v(a,f[k],-1):v(e[k],b,1)},v=function(a,b,c){if(a===b)return c;var d=a.nextSibling;while(d){if(d===b)return-1;d=d.nextSibling}return 1}),function(){var a=c.createElement("div"),d="script"+(new Date).getTime(),e=c.documentElement;a.innerHTML="<a name='"+d+"'/>",e.insertBefore(a,e.firstChild),c.getElementById(d)&&(o.find.ID=function(a,c,d){if(typeof c.getElementById!="undefined"&&!d){var e=c.getElementById(a[1]);return e?e.id===a[1]||typeof e.getAttributeNode!="undefined"&&e.getAttributeNode("id").nodeValue===a[1]?[e]:b:[]}},o.filter.ID=function(a,b){var c=typeof a.getAttributeNode!="undefined"&&a.getAttributeNode("id");return a.nodeType===1&&c&&c.nodeValue===b}),e.removeChild(a),e=a=null}(),function(){var a=c.createElement("div");a.appendChild(c.createComment("")),a.getElementsByTagName("*").length>0&&(o.find.TAG=function(a,b){var c=b.getElementsByTagName(a[1]);if(a[1]==="*"){var d=[];for(var e=0;c[e];e++)c[e].nodeType===1&&d.push(c[e]);c=d}return c}),a.innerHTML="<a href='#'></a>",a.firstChild&&typeof a.firstChild.getAttribute!="undefined"&&a.firstChild.getAttribute("href")!=="#"&&(o.attrHandle.href=function(a){return a.getAttribute("href",2)}),a=null}(),c.querySelectorAll&&function(){var a=m,b=c.createElement("div"),d="__sizzle__";b.innerHTML="<p class='TEST'></p>";if(!b.querySelectorAll||b.querySelectorAll(".TEST").length!==0){m=function(b,e,f,g){e=e||c;if(!g&&!m.isXML(e)){var h=/^(\w+$)|^\.([\w\-]+$)|^#([\w\-]+$)/.exec(b);if(h&&(e.nodeType===1||e.nodeType===9)){if(h[1])return s(e.getElementsByTagName(b),f);if(h[2]&&o.find.CLASS&&e.getElementsByClassName)return s(e.getElementsByClassName(h[2]),f)}if(e.nodeType===9){if(b==="body"&&e.body)return s([e.body],f);if(h&&h[3]){var i=e.getElementById(h[3]);if(!i||!i.parentNode)return s([],f);if(i.id===h[3])return s([i],f)}try{return s(e.querySelectorAll(b),f)}catch(j){}}else if(e.nodeType===1&&e.nodeName.toLowerCase()!=="object"){var k=e,l=e.getAttribute("id"),n=l||d,p=e.parentNode,q=/^\s*[+~]/.test(b);l?n=n.replace(/'/g,"\\$&"):e.setAttribute("id",n),q&&p&&(e=e.parentNode);try{if(!q||p)return s(e.querySelectorAll("[id='"+n+"'] "+b),f)}catch(r){}finally{l||k.removeAttribute("id")}}}return a(b,e,f,g)};for(var e in a)m[e]=a[e];b=null}}(),function(){var a=c.documentElement,b=a.matchesSelector||a.mozMatchesSelector||a.webkitMatchesSelector||a.msMatchesSelector;if(b){var d=!b.call(c.createElement("div"),"div"),e=!1;try{b.call(c.documentElement,"[test!='']:sizzle")}catch(f){e=!0}m.matchesSelector=function(a,c){c=c.replace(/\=\s*([^'"\]]*)\s*\]/g,"='$1']");if(!m.isXML(a))try{if(e||!o.match.PSEUDO.test(c)&&!/!=/.test(c)){var f=b.call(a,c);if(f||!d||a.document&&a.document.nodeType!==11)return f}}catch(g){}return m(c,null,null,[a]).length>0}}}(),function(){var a=c.createElement("div");a.innerHTML="<div class='test e'></div><div class='test'></div>";if(!!a.getElementsByClassName&&a.getElementsByClassName("e").length!==0){a.lastChild.className="e";if(a.getElementsByClassName("e").length===1)return;o.order.splice(1,0,"CLASS"),o.find.CLASS=function(a,b,c){if(typeof b.getElementsByClassName!="undefined"&&!c)return b.getElementsByClassName(a[1])},a=null}}(),c.documentElement.contains?m.contains=function(a,b){return a!==b&&(a.contains?a.contains(b):!0)}:c.documentElement.compareDocumentPosition?m.contains=function(a,b){return!!(a.compareDocumentPosition(b)&16)}:m.contains=function(){return!1},m.isXML=function(a){var b=(a?a.ownerDocument||a:0).documentElement;return b?b.nodeName!=="HTML":!1};var y=function(a,b,c){var d,e=[],f="",g=b.nodeType?[b]:b;while(d=o.match.PSEUDO.exec(a))f+=d[0],a=a.replace(o.match.PSEUDO,"");a=o.relative[a]?a+"*":a;for(var h=0,i=g.length;h<i;h++)m(a,g[h],e,c);return m.filter(f,e)};m.attr=f.attr,m.selectors.attrMap={},f.find=m,f.expr=m.selectors,f.expr[":"]=f.expr.filters,f.unique=m.uniqueSort,f.text=m.getText,f.isXMLDoc=m.isXML,f.contains=m.contains}();var L=/Until$/,M=/^(?:parents|prevUntil|prevAll)/,N=/,/,O=/^.[^:#\[\.,]*$/,P=Array.prototype.slice,Q=f.expr.match.POS,R={children:!0,contents:!0,next:!0,prev:!0};f.fn.extend({find:function(a){var b=this,c,d;if(typeof a!="string")return f(a).filter(function(){for(c=0,d=b.length;c<d;c++)if(f.contains(b[c],this))return!0});var e=this.pushStack("","find",a),g,h,i;for(c=0,d=this.length;c<d;c++){g=e.length,f.find(a,this[c],e);if(c>0)for(h=g;h<e.length;h++)for(i=0;i<g;i++)if(e[i]===e[h]){e.splice(h--,1);break}}return e},has:function(a){var b=f(a);return this.filter(function(){for(var a=0,c=b.length;a<c;a++)if(f.contains(this,b[a]))return!0})},not:function(a){return this.pushStack(T(this,a,!1),"not",a)},filter:function(a){return this.pushStack(T(this,a,!0),"filter",a)},is:function(a){return!!a&&(typeof a=="string"?Q.test(a)?f(a,this.context).index(this[0])>=0:f.filter(a,this).length>0:this.filter(a).length>0)},closest:function(a,b){var c=[],d,e,g=this[0];if(f.isArray(a)){var h=1;while(g&&g.ownerDocument&&g!==b){for(d=0;d<a.length;d++)f(g).is(a[d])&&c.push({selector:a[d],elem:g,level:h});g=g.parentNode,h++}return c}var i=Q.test(a)||typeof a!="string"?f(a,b||this.context):0;for(d=0,e=this.length;d<e;d++){g=this[d];while(g){if(i?i.index(g)>-1:f.find.matchesSelector(g,a)){c.push(g);break}g=g.parentNode;if(!g||!g.ownerDocument||g===b||g.nodeType===11)break}}c=c.length>1?f.unique(c):c;return this.pushStack(c,"closest",a)},index:function(a){if(!a)return this[0]&&this[0].parentNode?this.prevAll().length:-1;if(typeof a=="string")return f.inArray(this[0],f(a));return f.inArray(a.jquery?a[0]:a,this)},add:function(a,b){var c=typeof a=="string"?f(a,b):f.makeArray(a&&a.nodeType?[a]:a),d=f.merge(this.get(),c);return this.pushStack(S(c[0])||S(d[0])?d:f.unique(d))},andSelf:function(){return this.add(this.prevObject)}}),f.each({parent:function(a){var b=a.parentNode;return b&&b.nodeType!==11?b:null},parents:function(a){return f.dir(a,"parentNode")},parentsUntil:function(a,b,c){return f.dir(a,"parentNode",c)},next:function(a){return f.nth(a,2,"nextSibling")},prev:function(a){return f.nth(a,2,"previousSibling")},nextAll:function(a){return f.dir(a,"nextSibling")},prevAll:function(a){return f.dir(a,"previousSibling")},nextUntil:function(a,b,c){return f.dir(a,"nextSibling",c)},prevUntil:function(a,b,c){return f.dir(a,"previousSibling",c)},siblings:function(a){return f.sibling(a.parentNode.firstChild,a)},children:function(a){return f.sibling(a.firstChild)},contents:function(a){return f.nodeName(a,"iframe")?a.contentDocument||a.contentWindow.document:f.makeArray(a.childNodes)}},function(a,b){f.fn[a]=function(c,d){var e=f.map(this,b,c);L.test(a)||(d=c),d&&typeof d=="string"&&(e=f.filter(d,e)),e=this.length>1&&!R[a]?f.unique(e):e,(this.length>1||N.test(d))&&M.test(a)&&(e=e.reverse());return this.pushStack(e,a,P.call(arguments).join(","))}}),f.extend({filter:function(a,b,c){c&&(a=":not("+a+")");return b.length===1?f.find.matchesSelector(b[0],a)?[b[0]]:[]:f.find.matches(a,b)},dir:function(a,c,d){var e=[],g=a[c];while(g&&g.nodeType!==9&&(d===b||g.nodeType!==1||!f(g).is(d)))g.nodeType===1&&e.push(g),g=g[c];return e},nth:function(a,b,c,d){b=b||1;var e=0;for(;a;a=a[c])if(a.nodeType===1&&++e===b)break;return a},sibling:function(a,b){var c=[];for(;a;a=a.nextSibling)a.nodeType===1&&a!==b&&c.push(a);return c}});var V="abbr|article|aside|audio|canvas|datalist|details|figcaption|figure|footer|header|hgroup|mark|meter|nav|output|progress|section|summary|time|video",W=/ jQuery\d+="(?:\d+|null)"/g,X=/^\s+/,Y=/<(?!area|br|col|embed|hr|img|input|link|meta|param)(([\w:]+)[^>]*)\/>/ig,Z=/<([\w:]+)/,$=/<tbody/i,_=/<|&#?\w+;/,ba=/<(?:script|style)/i,bb=/<(?:script|object|embed|option|style)/i,bc=new RegExp("<(?:"+V+")","i"),bd=/checked\s*(?:[^=]|=\s*.checked.)/i,be=/\/(java|ecma)script/i,bf=/^\s*<!(?:\[CDATA\[|\-\-)/,bg={option:[1,"<select multiple='multiple'>","</select>"],legend:[1,"<fieldset>","</fieldset>"],thead:[1,"<table>","</table>"],tr:[2,"<table><tbody>","</tbody></table>"],td:[3,"<table><tbody><tr>","</tr></tbody></table>"],col:[2,"<table><tbody></tbody><colgroup>","</colgroup></table>"],area:[1,"<map>","</map>"],_default:[0,"",""]},bh=U(c);bg.optgroup=bg.option,bg.tbody=bg.tfoot=bg.colgroup=bg.caption=bg.thead,bg.th=bg.td,f.support.htmlSerialize||(bg._default=[1,"div<div>","</div>"]),f.fn.extend({text:function(a){if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){var c=f(this);c.text(a.call(this,b,c.text()))});if(typeof a!="object"&&a!==b)return this.empty().append((this[0]&&this[0].ownerDocument||c).createTextNode(a));return f.text(this)},wrapAll:function(a){if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){f(this).wrapAll(a.call(this,b))});if(this[0]){var b=f(a,this[0].ownerDocument).eq(0).clone(!0);this[0].parentNode&&b.insertBefore(this[0]),b.map(function(){var a=this;while(a.firstChild&&a.firstChild.nodeType===1)a=a.firstChild;return a}).append(this)}return this},wrapInner:function(a){if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){f(this).wrapInner(a.call(this,b))});return this.each(function(){var b=f(this),c=b.contents();c.length?c.wrapAll(a):b.append(a)})},wrap:function(a){var b=f.isFunction(a);return this.each(function(c){f(this).wrapAll(b?a.call(this,c):a)})},unwrap:function(){return this.parent().each(function(){f.nodeName(this,"body")||f(this).replaceWith(this.childNodes)}).end()},append:function(){return this.domManip(arguments,!0,function(a){this.nodeType===1&&this.appendChild(a)})},prepend:function(){return this.domManip(arguments,!0,function(a){this.nodeType===1&&this.insertBefore(a,this.firstChild)})},before:function(){if(this[0]&&this[0].parentNode)return this.domManip(arguments,!1,function(a){this.parentNode.insertBefore(a,this)});if(arguments.length){var a=f.clean(arguments);a.push.apply(a,this.toArray());return this.pushStack(a,"before",arguments)}},after:function(){if(this[0]&&this[0].parentNode)return this.domManip(arguments,!1,function(a){this.parentNode.insertBefore(a,this.nextSibling)});if(arguments.length){var a=this.pushStack(this,"after",arguments);a.push.apply(a,f.clean(arguments));return a}},remove:function(a,b){for(var c=0,d;(d=this[c])!=null;c++)if(!a||f.filter(a,[d]).length)!b&&d.nodeType===1&&(f.cleanData(d.getElementsByTagName("*")),f.cleanData([d])),d.parentNode&&d.parentNode.removeChild(d);return this},empty:function()
{for(var a=0,b;(b=this[a])!=null;a++){b.nodeType===1&&f.cleanData(b.getElementsByTagName("*"));while(b.firstChild)b.removeChild(b.firstChild)}return this},clone:function(a,b){a=a==null?!1:a,b=b==null?a:b;return this.map(function(){return f.clone(this,a,b)})},html:function(a){if(a===b)return this[0]&&this[0].nodeType===1?this[0].innerHTML.replace(W,""):null;if(typeof a=="string"&&!ba.test(a)&&(f.support.leadingWhitespace||!X.test(a))&&!bg[(Z.exec(a)||["",""])[1].toLowerCase()]){a=a.replace(Y,"<$1></$2>");try{for(var c=0,d=this.length;c<d;c++)this[c].nodeType===1&&(f.cleanData(this[c].getElementsByTagName("*")),this[c].innerHTML=a)}catch(e){this.empty().append(a)}}else f.isFunction(a)?this.each(function(b){var c=f(this);c.html(a.call(this,b,c.html()))}):this.empty().append(a);return this},replaceWith:function(a){if(this[0]&&this[0].parentNode){if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){var c=f(this),d=c.html();c.replaceWith(a.call(this,b,d))});typeof a!="string"&&(a=f(a).detach());return this.each(function(){var b=this.nextSibling,c=this.parentNode;f(this).remove(),b?f(b).before(a):f(c).append(a)})}return this.length?this.pushStack(f(f.isFunction(a)?a():a),"replaceWith",a):this},detach:function(a){return this.remove(a,!0)},domManip:function(a,c,d){var e,g,h,i,j=a[0],k=[];if(!f.support.checkClone&&arguments.length===3&&typeof j=="string"&&bd.test(j))return this.each(function(){f(this).domManip(a,c,d,!0)});if(f.isFunction(j))return this.each(function(e){var g=f(this);a[0]=j.call(this,e,c?g.html():b),g.domManip(a,c,d)});if(this[0]){i=j&&j.parentNode,f.support.parentNode&&i&&i.nodeType===11&&i.childNodes.length===this.length?e={fragment:i}:e=f.buildFragment(a,this,k),h=e.fragment,h.childNodes.length===1?g=h=h.firstChild:g=h.firstChild;if(g){c=c&&f.nodeName(g,"tr");for(var l=0,m=this.length,n=m-1;l<m;l++)d.call(c?bi(this[l],g):this[l],e.cacheable||m>1&&l<n?f.clone(h,!0,!0):h)}k.length&&f.each(k,bp)}return this}}),f.buildFragment=function(a,b,d){var e,g,h,i,j=a[0];b&&b[0]&&(i=b[0].ownerDocument||b[0]),i.createDocumentFragment||(i=c),a.length===1&&typeof j=="string"&&j.length<512&&i===c&&j.charAt(0)==="<"&&!bb.test(j)&&(f.support.checkClone||!bd.test(j))&&(f.support.html5Clone||!bc.test(j))&&(g=!0,h=f.fragments[j],h&&h!==1&&(e=h)),e||(e=i.createDocumentFragment(),f.clean(a,i,e,d)),g&&(f.fragments[j]=h?e:1);return{fragment:e,cacheable:g}},f.fragments={},f.each({appendTo:"append",prependTo:"prepend",insertBefore:"before",insertAfter:"after",replaceAll:"replaceWith"},function(a,b){f.fn[a]=function(c){var d=[],e=f(c),g=this.length===1&&this[0].parentNode;if(g&&g.nodeType===11&&g.childNodes.length===1&&e.length===1){e[b](this[0]);return this}for(var h=0,i=e.length;h<i;h++){var j=(h>0?this.clone(!0):this).get();f(e[h])[b](j),d=d.concat(j)}return this.pushStack(d,a,e.selector)}}),f.extend({clone:function(a,b,c){var d,e,g,h=f.support.html5Clone||!bc.test("<"+a.nodeName)?a.cloneNode(!0):bo(a);if((!f.support.noCloneEvent||!f.support.noCloneChecked)&&(a.nodeType===1||a.nodeType===11)&&!f.isXMLDoc(a)){bk(a,h),d=bl(a),e=bl(h);for(g=0;d[g];++g)e[g]&&bk(d[g],e[g])}if(b){bj(a,h);if(c){d=bl(a),e=bl(h);for(g=0;d[g];++g)bj(d[g],e[g])}}d=e=null;return h},clean:function(a,b,d,e){var g;b=b||c,typeof b.createElement=="undefined"&&(b=b.ownerDocument||b[0]&&b[0].ownerDocument||c);var h=[],i;for(var j=0,k;(k=a[j])!=null;j++){typeof k=="number"&&(k+="");if(!k)continue;if(typeof k=="string")if(!_.test(k))k=b.createTextNode(k);else{k=k.replace(Y,"<$1></$2>");var l=(Z.exec(k)||["",""])[1].toLowerCase(),m=bg[l]||bg._default,n=m[0],o=b.createElement("div");b===c?bh.appendChild(o):U(b).appendChild(o),o.innerHTML=m[1]+k+m[2];while(n--)o=o.lastChild;if(!f.support.tbody){var p=$.test(k),q=l==="table"&&!p?o.firstChild&&o.firstChild.childNodes:m[1]==="<table>"&&!p?o.childNodes:[];for(i=q.length-1;i>=0;--i)f.nodeName(q[i],"tbody")&&!q[i].childNodes.length&&q[i].parentNode.removeChild(q[i])}!f.support.leadingWhitespace&&X.test(k)&&o.insertBefore(b.createTextNode(X.exec(k)[0]),o.firstChild),k=o.childNodes}var r;if(!f.support.appendChecked)if(k[0]&&typeof (r=k.length)=="number")for(i=0;i<r;i++)bn(k[i]);else bn(k);k.nodeType?h.push(k):h=f.merge(h,k)}if(d){g=function(a){return!a.type||be.test(a.type)};for(j=0;h[j];j++)if(e&&f.nodeName(h[j],"script")&&(!h[j].type||h[j].type.toLowerCase()==="text/javascript"))e.push(h[j].parentNode?h[j].parentNode.removeChild(h[j]):h[j]);else{if(h[j].nodeType===1){var s=f.grep(h[j].getElementsByTagName("script"),g);h.splice.apply(h,[j+1,0].concat(s))}d.appendChild(h[j])}}return h},cleanData:function(a){var b,c,d=f.cache,e=f.event.special,g=f.support.deleteExpando;for(var h=0,i;(i=a[h])!=null;h++){if(i.nodeName&&f.noData[i.nodeName.toLowerCase()])continue;c=i[f.expando];if(c){b=d[c];if(b&&b.events){for(var j in b.events)e[j]?f.event.remove(i,j):f.removeEvent(i,j,b.handle);b.handle&&(b.handle.elem=null)}g?delete i[f.expando]:i.removeAttribute&&i.removeAttribute(f.expando),delete d[c]}}}});var bq=/alpha\([^)]*\)/i,br=/opacity=([^)]*)/,bs=/([A-Z]|^ms)/g,bt=/^-?\d+(?:px)?$/i,bu=/^-?\d/,bv=/^([\-+])=([\-+.\de]+)/,bw={position:"absolute",visibility:"hidden",display:"block"},bx=["Left","Right"],by=["Top","Bottom"],bz,bA,bB;f.fn.css=function(a,c){if(arguments.length===2&&c===b)return this;return f.access(this,a,c,!0,function(a,c,d){return d!==b?f.style(a,c,d):f.css(a,c)})},f.extend({cssHooks:{opacity:{get:function(a,b){if(b){var c=bz(a,"opacity","opacity");return c===""?"1":c}return a.style.opacity}}},cssNumber:{fillOpacity:!0,fontWeight:!0,lineHeight:!0,opacity:!0,orphans:!0,widows:!0,zIndex:!0,zoom:!0},cssProps:{"float":f.support.cssFloat?"cssFloat":"styleFloat"},style:function(a,c,d,e){if(!!a&&a.nodeType!==3&&a.nodeType!==8&&!!a.style){var g,h,i=f.camelCase(c),j=a.style,k=f.cssHooks[i];c=f.cssProps[i]||i;if(d===b){if(k&&"get"in k&&(g=k.get(a,!1,e))!==b)return g;return j[c]}h=typeof d,h==="string"&&(g=bv.exec(d))&&(d=+(g[1]+1)*+g[2]+parseFloat(f.css(a,c)),h="number");if(d==null||h==="number"&&isNaN(d))return;h==="number"&&!f.cssNumber[i]&&(d+="px");if(!k||!("set"in k)||(d=k.set(a,d))!==b)try{j[c]=d}catch(l){}}},css:function(a,c,d){var e,g;c=f.camelCase(c),g=f.cssHooks[c],c=f.cssProps[c]||c,c==="cssFloat"&&(c="float");if(g&&"get"in g&&(e=g.get(a,!0,d))!==b)return e;if(bz)return bz(a,c)},swap:function(a,b,c){var d={};for(var e in b)d[e]=a.style[e],a.style[e]=b[e];c.call(a);for(e in b)a.style[e]=d[e]}}),f.curCSS=f.css,f.each(["height","width"],function(a,b){f.cssHooks[b]={get:function(a,c,d){var e;if(c){if(a.offsetWidth!==0)return bC(a,b,d);f.swap(a,bw,function(){e=bC(a,b,d)});return e}},set:function(a,b){if(!bt.test(b))return b;b=parseFloat(b);if(b>=0)return b+"px"}}}),f.support.opacity||(f.cssHooks.opacity={get:function(a,b){return br.test((b&&a.currentStyle?a.currentStyle.filter:a.style.filter)||"")?parseFloat(RegExp.$1)/100+"":b?"1":""},set:function(a,b){var c=a.style,d=a.currentStyle,e=f.isNumeric(b)?"alpha(opacity="+b*100+")":"",g=d&&d.filter||c.filter||"";c.zoom=1;if(b>=1&&f.trim(g.replace(bq,""))===""){c.removeAttribute("filter");if(d&&!d.filter)return}c.filter=bq.test(g)?g.replace(bq,e):g+" "+e}}),f(function(){f.support.reliableMarginRight||(f.cssHooks.marginRight={get:function(a,b){var c;f.swap(a,{display:"inline-block"},function(){b?c=bz(a,"margin-right","marginRight"):c=a.style.marginRight});return c}})}),c.defaultView&&c.defaultView.getComputedStyle&&(bA=function(a,b){var c,d,e;b=b.replace(bs,"-$1").toLowerCase(),(d=a.ownerDocument.defaultView)&&(e=d.getComputedStyle(a,null))&&(c=e.getPropertyValue(b),c===""&&!f.contains(a.ownerDocument.documentElement,a)&&(c=f.style(a,b)));return c}),c.documentElement.currentStyle&&(bB=function(a,b){var c,d,e,f=a.currentStyle&&a.currentStyle[b],g=a.style;f===null&&g&&(e=g[b])&&(f=e),!bt.test(f)&&bu.test(f)&&(c=g.left,d=a.runtimeStyle&&a.runtimeStyle.left,d&&(a.runtimeStyle.left=a.currentStyle.left),g.left=b==="fontSize"?"1em":f||0,f=g.pixelLeft+"px",g.left=c,d&&(a.runtimeStyle.left=d));return f===""?"auto":f}),bz=bA||bB,f.expr&&f.expr.filters&&(f.expr.filters.hidden=function(a){var b=a.offsetWidth,c=a.offsetHeight;return b===0&&c===0||!f.support.reliableHiddenOffsets&&(a.style&&a.style.display||f.css(a,"display"))==="none"},f.expr.filters.visible=function(a){return!f.expr.filters.hidden(a)});var bD=/%20/g,bE=/\[\]$/,bF=/\r?\n/g,bG=/#.*$/,bH=/^(.*?):[ \t]*([^\r\n]*)\r?$/mg,bI=/^(?:color|date|datetime|datetime-local|email|hidden|month|number|password|range|search|tel|text|time|url|week)$/i,bJ=/^(?:about|app|app\-storage|.+\-extension|file|res|widget):$/,bK=/^(?:GET|HEAD)$/,bL=/^\/\//,bM=/\?/,bN=/<script\b[^<]*(?:(?!<\/script>)<[^<]*)*<\/script>/gi,bO=/^(?:select|textarea)/i,bP=/\s+/,bQ=/([?&])_=[^&]*/,bR=/^([\w\+\.\-]+:)(?:\/\/([^\/?#:]*)(?::(\d+))?)?/,bS=f.fn.load,bT={},bU={},bV,bW,bX=["*/"]+["*"];try{bV=e.href}catch(bY){bV=c.createElement("a"),bV.href="",bV=bV.href}bW=bR.exec(bV.toLowerCase())||[],f.fn.extend({load:function(a,c,d){if(typeof a!="string"&&bS)return bS.apply(this,arguments);if(!this.length)return this;var e=a.indexOf(" ");if(e>=0){var g=a.slice(e,a.length);a=a.slice(0,e)}var h="GET";c&&(f.isFunction(c)?(d=c,c=b):typeof c=="object"&&(c=f.param(c,f.ajaxSettings.traditional),h="POST"));var i=this;f.ajax({url:a,type:h,dataType:"html",data:c,complete:function(a,b,c){c=a.responseText,a.isResolved()&&(a.done(function(a){c=a}),i.html(g?f("<div>").append(c.replace(bN,"")).find(g):c)),d&&i.each(d,[c,b,a])}});return this},serialize:function(){return f.param(this.serializeArray())},serializeArray:function(){return this.map(function(){return this.elements?f.makeArray(this.elements):this}).filter(function(){return this.name&&!this.disabled&&(this.checked||bO.test(this.nodeName)||bI.test(this.type))}).map(function(a,b){var c=f(this).val();return c==null?null:f.isArray(c)?f.map(c,function(a,c){return{name:b.name,value:a.replace(bF,"\r\n")}}):{name:b.name,value:c.replace(bF,"\r\n")}}).get()}}),f.each("ajaxStart ajaxStop ajaxComplete ajaxError ajaxSuccess ajaxSend".split(" "),function(a,b){f.fn[b]=function(a){return this.on(b,a)}}),f.each(["get","post"],function(a,c){f[c]=function(a,d,e,g){f.isFunction(d)&&(g=g||e,e=d,d=b);return f.ajax({type:c,url:a,data:d,success:e,dataType:g})}}),f.extend({getScript:function(a,c){return f.get(a,b,c,"script")},getJSON:function(a,b,c){return f.get(a,b,c,"json")},ajaxSetup:function(a,b){b?b_(a,f.ajaxSettings):(b=a,a=f.ajaxSettings),b_(a,b);return a},ajaxSettings:{url:bV,isLocal:bJ.test(bW[1]),global:!0,type:"GET",contentType:"application/x-www-form-urlencoded",processData:!0,async:!0,accepts:{xml:"application/xml, text/xml",html:"text/html",text:"text/plain",json:"application/json, text/javascript","*":bX},contents:{xml:/xml/,html:/html/,json:/json/},responseFields:{xml:"responseXML",text:"responseText"},converters:{"* text":a.String,"text html":!0,"text json":f.parseJSON,"text xml":f.parseXML},flatOptions:{context:!0,url:!0}},ajaxPrefilter:bZ(bT),ajaxTransport:bZ(bU),ajax:function(a,c){function w(a,c,l,m){if(s!==2){s=2,q&&clearTimeout(q),p=b,n=m||"",v.readyState=a>0?4:0;var o,r,u,w=c,x=l?cb(d,v,l):b,y,z;if(a>=200&&a<300||a===304){if(d.ifModified){if(y=v.getResponseHeader("Last-Modified"))f.lastModified[k]=y;if(z=v.getResponseHeader("Etag"))f.etag[k]=z}if(a===304)w="notmodified",o=!0;else try{r=cc(d,x),w="success",o=!0}catch(A){w="parsererror",u=A}}else{u=w;if(!w||a)w="error",a<0&&(a=0)}v.status=a,v.statusText=""+(c||w),o?h.resolveWith(e,[r,w,v]):h.rejectWith(e,[v,w,u]),v.statusCode(j),j=b,t&&g.trigger("ajax"+(o?"Success":"Error"),[v,d,o?r:u]),i.fireWith(e,[v,w]),t&&(g.trigger("ajaxComplete",[v,d]),--f.active||f.event.trigger("ajaxStop"))}}typeof a=="object"&&(c=a,a=b),c=c||{};var d=f.ajaxSetup({},c),e=d.context||d,g=e!==d&&(e.nodeType||e instanceof f)?f(e):f.event,h=f.Deferred(),i=f.Callbacks("once memory"),j=d.statusCode||{},k,l={},m={},n,o,p,q,r,s=0,t,u,v={readyState:0,setRequestHeader:function(a,b){if(!s){var c=a.toLowerCase();a=m[c]=m[c]||a,l[a]=b}return this},getAllResponseHeaders:function(){return s===2?n:null},getResponseHeader:function(a){var c;if(s===2){if(!o){o={};while(c=bH.exec(n))o[c[1].toLowerCase()]=c[2]}c=o[a.toLowerCase()]}return c===b?null:c},overrideMimeType:function(a){s||(d.mimeType=a);return this},abort:function(a){a=a||"abort",p&&p.abort(a),w(0,a);return this}};h.promise(v),v.success=v.done,v.error=v.fail,v.complete=i.add,v.statusCode=function(a){if(a){var b;if(s<2)for(b in a)j[b]=[j[b],a[b]];else b=a[v.status],v.then(b,b)}return this},d.url=((a||d.url)+"").replace(bG,"").replace(bL,bW[1]+"//"),d.dataTypes=f.trim(d.dataType||"*").toLowerCase().split(bP),d.crossDomain==null&&(r=bR.exec(d.url.toLowerCase()),d.crossDomain=!(!r||r[1]==bW[1]&&r[2]==bW[2]&&(r[3]||(r[1]==="http:"?80:443))==(bW[3]||(bW[1]==="http:"?80:443)))),d.data&&d.processData&&typeof d.data!="string"&&(d.data=f.param(d.data,d.traditional)),b$(bT,d,c,v);if(s===2)return!1;t=d.global,d.type=d.type.toUpperCase(),d.hasContent=!bK.test(d.type),t&&f.active++===0&&f.event.trigger("ajaxStart");if(!d.hasContent){d.data&&(d.url+=(bM.test(d.url)?"&":"?")+d.data,delete d.data),k=d.url;if(d.cache===!1){var x=f.now(),y=d.url.replace(bQ,"$1_="+x);d.url=y+(y===d.url?(bM.test(d.url)?"&":"?")+"_="+x:"")}}(d.data&&d.hasContent&&d.contentType!==!1||c.contentType)&&v.setRequestHeader("Content-Type",d.contentType),d.ifModified&&(k=k||d.url,f.lastModified[k]&&v.setRequestHeader("If-Modified-Since",f.lastModified[k]),f.etag[k]&&v.setRequestHeader("If-None-Match",f.etag[k])),v.setRequestHeader("Accept",d.dataTypes[0]&&d.accepts[d.dataTypes[0]]?d.accepts[d.dataTypes[0]]+(d.dataTypes[0]!=="*"?", "+bX+"; q=0.01":""):d.accepts["*"]);for(u in d.headers)v.setRequestHeader(u,d.headers[u]);if(d.beforeSend&&(d.beforeSend.call(e,v,d)===!1||s===2)){v.abort();return!1}for(u in{success:1,error:1,complete:1})v[u](d[u]);p=b$(bU,d,c,v);if(!p)w(-1,"No Transport");else{v.readyState=1,t&&g.trigger("ajaxSend",[v,d]),d.async&&d.timeout>0&&(q=setTimeout(function(){v.abort("timeout")},d.timeout));try{s=1,p.send(l,w)}catch(z){if(s<2)w(-1,z);else throw z}}return v},param:function(a,c){var d=[],e=function(a,b){b=f.isFunction(b)?b():b,d[d.length]=encodeURIComponent(a)+"="+encodeURIComponent(b)};c===b&&(c=f.ajaxSettings.traditional);if(f.isArray(a)||a.jquery&&!f.isPlainObject(a))f.each(a,function(){e(this.name,this.value)});else for(var g in a)ca(g,a[g],c,e);return d.join("&").replace(bD,"+")}}),f.extend({active:0,lastModified:{},etag:{}});var cd=f.now(),ce=/(\=)\?(&|$)|\?\?/i;f.ajaxSetup({jsonp:"callback",jsonpCallback:function(){return f.expando+"_"+cd++}}),f.ajaxPrefilter("json jsonp",function(b,c,d){var e=b.contentType==="application/x-www-form-urlencoded"&&typeof b.data=="string";if(b.dataTypes[0]==="jsonp"||b.jsonp!==!1&&(ce.test(b.url)||e&&ce.test(b.data))){var g,h=b.jsonpCallback=f.isFunction(b.jsonpCallback)?b.jsonpCallback():b.jsonpCallback,i=a[h],j=b.url,k=b.data,l="$1"+h+"$2";b.jsonp!==!1&&(j=j.replace(ce,l),b.url===j&&(e&&(k=k.replace(ce,l)),b.data===k&&(j+=(/\?/.test(j)?"&":"?")+b.jsonp+"="+h))),b.url=j,b.data=k,a[h]=function(a){g=[a]},d.always(function(){a[h]=i,g&&f.isFunction(i)&&a[h](g[0])}),b.converters["script json"]=function(){g||f.error(h+" was not called");return g[0]},b.dataTypes[0]="json";return"script"}}),f.ajaxSetup({accepts:{script:"text/javascript, application/javascript, application/ecmascript, application/x-ecmascript"},contents:{script:/javascript|ecmascript/},converters:{"text script":function(a){f.globalEval(a);return a}}}),f.ajaxPrefilter("script",function(a){a.cache===b&&(a.cache=!1),a.crossDomain&&(a.type="GET",a.global=!1)}),f.ajaxTransport("script",function(a){if(a.crossDomain){var d,e=c.head||c.getElementsByTagName("head")[0]||c.documentElement;return{send:function(f,g){d=c.createElement("script"),d.async="async",a.scriptCharset&&(d.charset=a.scriptCharset),d.src=a.url,d.onload=d.onreadystatechange=function(a,c){if(c||!d.readyState||/loaded|complete/.test(d.readyState))d.onload=d.onreadystatechange=null,e&&d.parentNode&&e.removeChild(d),d=b,c||g(200,"success")},e.insertBefore(d,e.firstChild)},abort:function(){d&&d.onload(0,1)}}}});var cf=a.ActiveXObject?function(){for(var a in ch)ch[a](0,1)}:!1,cg=0,ch;f.ajaxSettings.xhr=a.ActiveXObject?function(){return!this.isLocal&&ci()||cj()}:ci,function(a){f.extend(f.support,{ajax:!!a,cors:!!a&&"withCredentials"in a})}(f.ajaxSettings.xhr()),f.support.ajax&&f.ajaxTransport(function(c){if(!c.crossDomain||f.support.cors){var d;return{send:function(e,g){var h=c.xhr(),i,j;c.username?h.open(c.type,c.url,c.async,c.username,c.password):h.open(c.type,c.url,c.async);if(c.xhrFields)for(j in c.xhrFields)h[j]=c.xhrFields[j];c.mimeType&&h.overrideMimeType&&h.overrideMimeType(c.mimeType),!c.crossDomain&&!e["X-Requested-With"]&&(e["X-Requested-With"]="XMLHttpRequest");try{for(j in e)h.setRequestHeader(j,e[j])}catch(k){}h.send(c.hasContent&&c.data||null),d=function(a,e){var j,k,l,m,n;try{if(d&&(e||h.readyState===4)){d=b,i&&(h.onreadystatechange=f.noop,cf&&delete ch[i]);if(e)h.readyState!==4&&h.abort();else{j=h.status,l=h.getAllResponseHeaders(),m={},n=h.responseXML,n&&n.documentElement&&(m.xml=n),m.text=h.responseText;try{k=h.statusText}catch(o){k=""}!j&&c.isLocal&&!c.crossDomain?j=m.text?200:404:j===1223&&(j=204)}}}catch(p){e||g(-1,p)}m&&g(j,k,m,l)},!c.async||h.readyState===4?d():(i=++cg,cf&&(ch||(ch={},f(a).unload(cf)),ch[i]=d),h.onreadystatechange=d)},abort:function(){d&&d(0,1)}}}});var ck={},cl,cm,cn=/^(?:toggle|show|hide)$/,co=/^([+\-]=)?([\d+.\-]+)([a-z%]*)$/i,cp,cq=[["height","marginTop","marginBottom","paddingTop","paddingBottom"],["width","marginLeft","marginRight","paddingLeft","paddingRight"],["opacity"]],cr;f.fn.extend({show:function(a,b,c){var d,e;if(a||a===0)return this.animate(cu("show",3),a,b,c);for(var g=0,h=this.length;g<h;g++)d=this[g],d.style&&(e=d.style.display,!f._data(d,"olddisplay")&&e==="none"&&(e=d.style.display=""),e===""&&f.css(d,"display")==="none"&&f._data(d,"olddisplay",cv(d.nodeName)));for(g=0;g<h;g++){d=this[g];if(d.style){e=d.style.display;if(e===""||e==="none")d.style.display=f._data(d,"olddisplay")||""}}return this},hide:function(a,b,c){if(a||a===0)return this.animate(cu("hide",3),a,b,c);var d,e,g=0,h=this.length;for(;g<h;g++)d=this[g],d.style&&(e=f.css(d,"display"),e!=="none"&&!f._data(d,"olddisplay")&&f._data(d,"olddisplay",e));for(g=0;g<h;g++)this[g].style&&(this[g].style.display="none");return this},_toggle:f.fn.toggle,toggle:function(a,b,c){var d=typeof a=="boolean";f.isFunction(a)&&f.isFunction(b)?this._toggle.apply(this,arguments):a==null||d?this.each(function(){var b=d?a:f(this).is(":hidden");f(this)[b?"show":"hide"]()}):this.animate(cu("toggle",3),a,b,c);return this},fadeTo:function(a,b,c,d){return this.filter(":hidden").css("opacity",0).show().end().animate({opacity:b},a,c,d)},animate:function(a,b,c,d){function g(){e.queue===!1&&f._mark(this);var b=f.extend({},e),c=this.nodeType===1,d=c&&f(this).is(":hidden"),g,h,i,j,k,l,m,n,o;b.animatedProperties={};for(i in a){g=f.camelCase(i),i!==g&&(a[g]=a[i],delete a[i]),h=a[g],f.isArray(h)?(b.animatedProperties[g]=h[1],h=a[g]=h[0]):b.animatedProperties[g]=b.specialEasing&&b.specialEasing[g]||b.easing||"swing";if(h==="hide"&&d||h==="show"&&!d)return b.complete.call(this);c&&(g==="height"||g==="width")&&(b.overflow=[this.style.overflow,this.style.overflowX,this.style.overflowY],f.css(this,"display")==="inline"&&f.css(this,"float")==="none"&&(!f.support.inlineBlockNeedsLayout||cv(this.nodeName)==="inline"?this.style.display="inline-block":this.style.zoom=1))}b.overflow!=null&&(this.style.overflow="hidden");for(i in a)j=new f.fx(this,b,i),h=a[i],cn.test(h)?(o=f._data(this,"toggle"+i)||(h==="toggle"?d?"show":"hide":0),o?(f._data(this,"toggle"+i,o==="show"?"hide":"show"),j[o]()):j[h]()):(k=co.exec(h),l=j.cur(),k?(m=parseFloat(k[2]),n=k[3]||(f.cssNumber[i]?"":"px"),n!=="px"&&(f.style(this,i,(m||1)+n),l=(m||1)/j.cur()*l,f.style(this,i,l+n)),k[1]&&(m=(k[1]==="-="?-1:1)*m+l),j.custom(l,m,n)):j.custom(l,h,""));return!0}var e=f.speed(b,c,d);if(f.isEmptyObject(a))return this.each(e.complete,[!1]);a=f.extend({},a);return e.queue===!1?this.each(g):this.queue(e.queue,g)},stop:function(a,c,d){typeof a!="string"&&(d=c,c=a,a=b),c&&a!==!1&&this.queue(a||"fx",[]);return this.each(function(){function h(a,b,c){var e=b[c];f.removeData(a,c,!0),e.stop(d)}var b,c=!1,e=f.timers,g=f._data(this);d||f._unmark(!0,this);if(a==null)for(b in g)g[b]&&g[b].stop&&b.indexOf(".run")===b.length-4&&h(this,g,b);else g[b=a+".run"]&&g[b].stop&&h(this,g,b);for(b=e.length;b--;)e[b].elem===this&&(a==null||e[b].queue===a)&&(d?e[b](!0):e[b].saveState(),c=!0,e.splice(b,1));(!d||!c)&&f.dequeue(this,a)})}}),f.each({slideDown:cu("show",1),slideUp:cu("hide",1),slideToggle:cu("toggle",1),fadeIn:{opacity:"show"},fadeOut:{opacity:"hide"},fadeToggle:{opacity:"toggle"}},function(a,b){f.fn[a]=function(a,c,d){return this.animate(b,a,c,d)}}),f.extend({speed:function(a,b,c){var d=a&&typeof a=="object"?f.extend({},a):{complete:c||!c&&b||f.isFunction(a)&&a,duration:a,easing:c&&b||b&&!f.isFunction(b)&&b};d.duration=f.fx.off?0:typeof d.duration=="number"?d.duration:d.duration in f.fx.speeds?f.fx.speeds[d.duration]:f.fx.speeds._default;if(d.queue==null||d.queue===!0)d.queue="fx";d.old=d.complete,d.complete=function(a){f.isFunction(d.old)&&d.old.call(this),d.queue?f.dequeue(this,d.queue):a!==!1&&f._unmark(this)};return d},easing:{linear:function(a,b,c,d){return c+d*a},swing:function(a,b,c,d){return(-Math.cos(a*Math.PI)/2+.5)*d+c}},timers:[],fx:function(a,b,c){this.options=b,this.elem=a,this.prop=c,b.orig=b.orig||{}}}),f.fx.prototype={update:function(){this.options.step&&this.options.step.call(this.elem,this.now,this),(f.fx.step[this.prop]||f.fx.step._default)(this)},cur:function(){if(this.elem[this.prop]!=null&&(!this.elem.style||this.elem.style[this.prop]==null))return this.elem[this.prop];var a,b=f.css(this.elem,this.prop);return isNaN(a=parseFloat(b))?!b||b==="auto"?0:b:a},custom:function(a,c,d){function h(a){return e.step(a)}var e=this,g=f.fx;this.startTime=cr||cs(),this.end=c,this.now=this.start=a,this.pos=this.state=0,this.unit=d||this.unit||(f.cssNumber[this.prop]?"":"px"),h.queue=this.options.queue,h.elem=this.elem,h.saveState=function(){e.options.hide&&f._data(e.elem,"fxshow"+e.prop)===b&&f._data(e.elem,"fxshow"+e.prop,e.start)},h()&&f.timers.push(h)&&!cp&&(cp=setInterval(g.tick,g.interval))},show:function(){var a=f._data(this.elem,"fxshow"+this.prop);this.options.orig[this.prop]=a||f.style(this.elem,this.prop),this.options.show=!0,a!==b?this.custom(this.cur(),a):this.custom(this.prop==="width"||this.prop==="height"?1:0,this.cur()),f(this.elem).show()},hide:function(){this.options.orig[this.prop]=f._data(this.elem,"fxshow"+this.prop)||f.style(this.elem,this.prop),this.options.hide=!0,this.custom(this.cur(),0)},step:function(a){var b,c,d,e=cr||cs(),g=!0,h=this.elem,i=this.options;if(a||e>=i.duration+this.startTime){this.now=this.end,this.pos=this.state=1,this.update(),i.animatedProperties[this.prop]=!0;for(b in i.animatedProperties)i.animatedProperties[b]!==!0&&(g=!1);if(g){i.overflow!=null&&!f.support.shrinkWrapBlocks&&f.each(["","X","Y"],function(a,b){h.style["overflow"+b]=i.overflow[a]}),i.hide&&f(h).hide();if(i.hide||i.show)for(b in i.animatedProperties)f.style(h,b,i.orig[b]),f.removeData(h,"fxshow"+b,!0),f.removeData(h,"toggle"+b,!0);d=i.complete,d&&(i.complete=!1,d.call(h))}return!1}i.duration==Infinity?this.now=e:(c=e-this.startTime,this.state=c/i.duration,this.pos=f.easing[i.animatedProperties[this.prop]](this.state,c,0,1,i.duration),this.now=this.start+(this.end-this.start)*this.pos),this.update();return!0}},f.extend(f.fx,{tick:function(){var a,b=f.timers,c=0;for(;c<b.length;c++)a=b[c],!a()&&b[c]===a&&b.splice(c--,1);b.length||f.fx.stop()},interval:13,stop:function(){clearInterval(cp),cp=null},speeds:{slow:600,fast:200,_default:400},step:{opacity:function(a){f.style(a.elem,"opacity",a.now)},_default:function(a){a.elem.style&&a.elem.style[a.prop]!=null?a.elem.style[a.prop]=a.now+a.unit:a.elem[a.prop]=a.now}}}),f.each(["width","height"],function(a,b){f.fx.step[b]=function(a){f.style(a.elem,b,Math.max(0,a.now)+a.unit)}}),f.expr&&f.expr.filters&&(f.expr.filters.animated=function(a){return f.grep(f.timers,function(b){return a===b.elem}).length});var cw=/^t(?:able|d|h)$/i,cx=/^(?:body|html)$/i;"getBoundingClientRect"in c.documentElement?f.fn.offset=function(a){var b=this[0],c;if(a)return this.each(function(b){f.offset.setOffset(this,a,b)});if(!b||!b.ownerDocument)return null;if(b===b.ownerDocument.body)return f.offset.bodyOffset(b);try{c=b.getBoundingClientRect()}catch(d){}var e=b.ownerDocument,g=e.documentElement;if(!c||!f.contains(g,b))return c?{top:c.top,left:c.left}:{top:0,left:0};var h=e.body,i=cy(e),j=g.clientTop||h.clientTop||0,k=g.clientLeft||h.clientLeft||0,l=i.pageYOffset||f.support.boxModel&&g.scrollTop||h.scrollTop,m=i.pageXOffset||f.support.boxModel&&g.scrollLeft||h.scrollLeft,n=c.top+l-j,o=c.left+m-k;return{top:n,left:o}}:f.fn.offset=function(a){var b=this[0];if(a)return this.each(function(b){f.offset.setOffset(this,a,b)});if(!b||!b.ownerDocument)return null;if(b===b.ownerDocument.body)return f.offset.bodyOffset(b);var c,d=b.offsetParent,e=b,g=b.ownerDocument,h=g.documentElement,i=g.body,j=g.defaultView,k=j?j.getComputedStyle(b,null):b.currentStyle,l=b.offsetTop,m=b.offsetLeft;while((b=b.parentNode)&&b!==i&&b!==h){if(f.support.fixedPosition&&k.position==="fixed")break;c=j?j.getComputedStyle(b,null):b.currentStyle,l-=b.scrollTop,m-=b.scrollLeft,b===d&&(l+=b.offsetTop,m+=b.offsetLeft,f.support.doesNotAddBorder&&(!f.support.doesAddBorderForTableAndCells||!cw.test(b.nodeName))&&(l+=parseFloat(c.borderTopWidth)||0,m+=parseFloat(c.borderLeftWidth)||0),e=d,d=b.offsetParent),f.support.subtractsBorderForOverflowNotVisible&&c.overflow!=="visible"&&(l+=parseFloat(c.borderTopWidth)||0,m+=parseFloat(c.borderLeftWidth)||0),k=c}if(k.position==="relative"||k.position==="static")l+=i.offsetTop,m+=i.offsetLeft;f.support.fixedPosition&&k.position==="fixed"&&(l+=Math.max(h.scrollTop,i.scrollTop),m+=Math.max(h.scrollLeft,i.scrollLeft));return{top:l,left:m}},f.offset={bodyOffset:function(a){var b=a.offsetTop,c=a.offsetLeft;f.support.doesNotIncludeMarginInBodyOffset&&(b+=parseFloat(f.css(a,"marginTop"))||0,c+=parseFloat(f.css(a,"marginLeft"))||0);return{top:b,left:c}},setOffset:function(a,b,c){var d=f.css(a,"position");d==="static"&&(a.style.position="relative");var e=f(a),g=e.offset(),h=f.css(a,"top"),i=f.css(a,"left"),j=(d==="absolute"||d==="fixed")&&f.inArray("auto",[h,i])>-1,k={},l={},m,n;j?(l=e.position(),m=l.top,n=l.left):(m=parseFloat(h)||0,n=parseFloat(i)||0),f.isFunction(b)&&(b=b.call(a,c,g)),b.top!=null&&(k.top=b.top-g.top+m),b.left!=null&&(k.left=b.left-g.left+n),"using"in b?b.using.call(a,k):e.css(k)}},f.fn.extend({position:function(){if(!this[0])return null;var a=this[0],b=this.offsetParent(),c=this.offset(),d=cx.test(b[0].nodeName)?{top:0,left:0}:b.offset();c.top-=parseFloat(f.css(a,"marginTop"))||0,c.left-=parseFloat(f.css(a,"marginLeft"))||0,d.top+=parseFloat(f.css(b[0],"borderTopWidth"))||0,d.left+=parseFloat(f.css(b[0],"borderLeftWidth"))||0;return{top:c.top-d.top,left:c.left-d.left}},offsetParent:function(){return this.map(function(){var a=this.offsetParent||c.body;while(a&&!cx.test(a.nodeName)&&f.css(a,"position")==="static")a=a.offsetParent;return a})}}),f.each(["Left","Top"],function(a,c){var d="scroll"+c;f.fn[d]=function(c){var e,g;if(c===b){e=this[0];if(!e)return null;g=cy(e);return g?"pageXOffset"in g?g[a?"pageYOffset":"pageXOffset"]:f.support.boxModel&&g.document.documentElement[d]||g.document.body[d]:e[d]}return this.each(function(){g=cy(this),g?g.scrollTo(a?f(g).scrollLeft():c,a?c:f(g).scrollTop()):this[d]=c})}}),f.each(["Height","Width"],function(a,c){var d=c.toLowerCase();f.fn["inner"+c]=function(){var a=this[0];return a?a.style?parseFloat(f.css(a,d,"padding")):this[d]():null},f.fn["outer"+c]=function(a){var b=this[0];return b?b.style?parseFloat(f.css(b,d,a?"margin":"border")):this[d]():null},f.fn[d]=function(a){var e=this[0];if(!e)return a==null?null:this;if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){var c=f(this);c[d](a.call(this,b,c[d]()))});if(f.isWindow(e)){var g=e.document.documentElement["client"+c],h=e.document.body;return e.document.compatMode==="CSS1Compat"&&g||h&&h["client"+c]||g}if(e.nodeType===9)return Math.max(e.documentElement["client"+c],e.body["scroll"+c],e.documentElement["scroll"+c],e.body["offset"+c],e.documentElement["offset"+c]);if(a===b){var i=f.css(e,d),j=parseFloat(i);return f.isNumeric(j)?j:i}return this.css(d,typeof a=="string"?a:a+"px")}}),a.jQuery=a.$=f,typeof define=="function"&&define.amd&&define.amd.jQuery&&define("jquery",[],function(){return f})})(window);



OEBPS/Common_Content/fonts/overpass_bold-web.eot


OEBPS/Common_Content/fonts/portal/nimbus/iconfont.eot


OEBPS/Common_Content/scripts/highlight.js/CHANGES.md
## Version 8.4

We've got the new [demo page][]! The obvious new feature is the new look, but
apart from that it's got smarter: by presenting languages in groups it avoids
running 10000 highlighting attempts after first load which was slowing it down
and giving bad overall impression. It is now also being generated from test
code snippets so the authors of new languages don't have to update both tests
and the demo page with the same thing.

Other notable changes:

- The `template_comment` class is gone in favor of the more general `comment`.
- Number parsing unified and improved across languages.
- C++, Java and C# now use unified grammar to highlight titles in
  function/method definitions.
- The browser build is now usable as an AMD module, there's no separate build
  target for that anymore.
- OCaml has got a [comprehensive overhaul][ocaml] by [Mickaël Delahaye][].
- Clojure's data structures and literals are now highlighted outside of lists
  and we can now highlight Clojure's REPL sessions.

New languages:

- *AspectJ* by [Hakan Özler][]
- *STEP Part 21* by [Adam Joseph Cook][]
- *SML* derived by [Edwin Dalorzo][] from OCaml definition
- *Mercury* by [mucaho][]
- *Smali* by [Dennis Titze][]
- *Verilog* by [Jon Evans][]
- *Stata* by [Brian Quistorff][]

[Hakan Özler]: https://github.com/ozlerhakan
[Adam Joseph Cook]: https://github.com/adamjcook
[demo page]: https://highlightjs.org/static/demo/
[Ivan Sagalaev]: https://github.com/isagalaev
[Edwin Dalorzo]: https://github.com/edalorzo
[mucaho]: https://github.com/mucaho
[Dennis Titze]: https://github.com/titze
[Jon Evans]: https://github.com/craftyjon
[Brian Quistorff]: https://github.com/bquistorff
[ocaml]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/pull/608#issue-46190207
[Mickaël Delahaye]: https://github.com/polazarus


## Version 8.3

We streamlined our tool chain, it is now based entirely on node.js instead of
being a mix of node.js, Python and Java. The build script options and arguments
remained the same, and we've noted all the changes in the [documentation][b].
Apart from reducing complexity, the new build script is also faster from not
having to start Java machine repeatedly. The credits for the work go to [Jeremy
Hull][].

Some notable fixes:

- PHP and JavaScript mixed in HTML now live happily with each other.
- JavaScript regexes now understand ES6 flags "u" and "y".
- `throw` keyword is no longer detected as a method name in Java.
- Fixed parsing of numbers and symbols in Clojure thanks to [input from Ivan
  Kleshnin][ik].

New languages in this release:

- *Less* by [Max Mikhailov][]
- *Stylus* by [Bryant Williams][]
- *Tcl* by [Radek Liska][]
- *Puppet* by [Jose Molina Colmenero][]
- *Processing* by [Erik Paluka][]
- *Twig* templates by [Luke Holder][]
- *PowerShell* by [David Mohundro][], based on [the work of Nicholas
  Blumhardt][ps]
- *XL* by [Christophe de Dinechin][]
- *LiveScript* by [Taneli Vatanen][] and [Jen Evers-Corvina][]
- *ERB* (Ruby in HTML) by [Lucas Mazza][]
- *Roboconf* by [Vincent Zurczak][]

[b]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/building-testing.html
[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[ik]: https://twitter.com/IvanKleshnin/status/514041599484231680
[Max Mikhailov]: https://github.com/seven-phases-max
[Bryant Williams]: https://github.com/scien
[Radek Liska]: https://github.com/Nindaleth
[Jose Molina Colmenero]: https://github.com/Moliholy
[Erik Paluka]: https://github.com/paluka
[Luke Holder]: https://github.com/lukeholder
[David Mohundro]: https://github.com/drmohundro
[ps]: https://github.com/OctopusDeploy/Library/blob/master/app/shared/presentation/highlighting/powershell.js
[Christophe de Dinechin]: https://github.com/c3d
[Taneli Vatanen]: https://github.com/Daiz-
[Jen Evers-Corvina]: https://github.com/sevvie
[Lucas Mazza]: https://github.com/lucasmazza
[Vincent Zurczak]: https://github.com/vincent-zurczak

## Version 8.2

We've finally got [real tests][test] and [continuous testing on Travis][ci]
thanks to [Jeremy Hull][] and [Chris Eidhof][]. The tests designed to cover
everything: language detection, correct parsing of individual language features
and various special cases. This is a very important change that gives us
confidence in extending language definitions and refactoring library core.

We're going to redesign the old [demo/test suite][demo] into an interactive
demo web app. If you're confident front-end developer or designer and want to
help us with it, drop a comment into [the issue][#542] on GitHub.

[test]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/tree/master/test
[demo]: https://highlightjs.org/static/test.html
[#542]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/issues/542
[ci]: https://travis-ci.org/isagalaev/highlight.js
[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[Chris Eidhof]: https://github.com/chriseidhof

As usually there's a handful of new languages in this release:

- *Groovy* by [Guillaume Laforge][]
- *Dart* by [Maxim Dikun][]
- *Dust* by [Michael Allen][]
- *Scheme* by [JP Verkamp][]
- *G-Code* by [Adam Joseph Cook][]
- *Q* from Kx Systems by [Sergey Vidyuk][]

[Guillaume Laforge]: https://github.com/glaforge
[Maxim Dikun]: https://github.com/dikmax
[Michael Allen]: https://github.com/bfui
[JP Verkamp]: https://github.com/jpverkamp
[Adam Joseph Cook]: https://github.com/adamjcook
[Sergey Vidyuk]: https://github.com/sv

Other improvements:

- [Erik Osheim][] heavily reworked Scala definitions making it richer.
- [Lucas Mazza][] fixed Ruby hashes highlighting
- Lisp variants (Lisp, Clojure and Scheme) are unified in regard to naming
  the first symbol in parentheses: it's "keyword" in general case and also
  "built_in" for built-in functions in Clojure and Scheme.

[Erik Osheim]: https://github.com/non
[Lucas Mazza]: https://github.com/lucasmazza

## Version 8.1

New languages:

- *Gherkin* by [Sam Pikesley][]
- *Elixir* by [Josh Adams][]
- *NSIS* by [Jan T. Sott][]
- *VIM script* by [Jun Yang][]
- *Protocol Buffers* by [Dan Tao][]
- *Nix* by [Domen Kožar][]
- *x86asm* by [innocenat][]
- *Cap’n Proto* and *Thrift* by [Oleg Efimov][]
- *Monkey* by [Arthur Bikmullin][]
- *TypeScript* by [Panu Horsmalahti][]
- *Nimrod* by [Flaviu Tamas][]
- *Gradle* by [Damian Mee][]
- *Haxe* by [Christopher Kaster][]
- *Swift* by [Chris Eidhof][] and [Nate Cook][]

New styles:

- *Kimbie*, light and dark variants by [Jan T. Sott][]
- *Color brewer* by [Fabrício Tavares de Oliveira][]
- *Codepen.io embed* by [Justin Perry][]
- *Hybrid* by [Nic West][]

[Sam Pikesley]: https://github.com/pikesley
[Sindre Sorhus]: https://github.com/sindresorhus
[Josh Adams]: https://github.com/knewter
[Jan T. Sott]: https://github.com/idleberg
[Jun Yang]: https://github.com/harttle
[Dan Tao]: https://github.com/dtao
[Domen Kožar]: https://github.com/iElectric
[innocenat]: https://github.com/innocenat
[Oleg Efimov]: https://github.com/Sannis
[Arthur Bikmullin]: https://github.com/devolonter
[Panu Horsmalahti]: https://github.com/panuhorsmalahti
[Flaviu Tamas]: https://github.com/flaviut
[Damian Mee]: https://github.com/chester1000
[Christopher Kaster]: http://christopher.kaster.ws
[Fabrício Tavares de Oliveira]: https://github.com/fabriciotav
[Justin Perry]: https://github.com/ourmaninamsterdam
[Nic West]: https://github.com/nicwest
[Chris Eidhof]: https://github.com/chriseidhof
[Nate Cook]: https://github.com/natecook1000

Other improvements:

- The README is heavily reworked and brought up to date by [Jeremy Hull][].
- Added [`listLanguages()`][ll] method in the API.
- Improved C/C++/C# detection.
- Added a bunch of new language aliases, documented the existing ones. Thanks to
  [Sindre Sorhus][] for background research.
- Added phrasal English words to boost relevance in comments.
- Many improvements to SQL definition made by [Heiko August][],
  [Nikolay Lisienko][] and [Travis Odom][].
- The shorter `lang-` prefix for language names in HTML classes supported
  alongside `language-`. Thanks to [Jeff Escalante][].
- Ruby's got support for interactive console sessions. Thanks to
  [Pascal Hurni][].
- Added built-in functions for R language. Thanks to [Artem A. Klevtsov][].
- Rust's got definition for lifetime parameters and improved string syntax.
  Thanks to [Roman Shmatov][].
- Various improvements to Objective-C definition by [Matt Diephouse][].
- Fixed highlighting of generics in Java.

[ll]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#listlanguages
[Sindre Sorhus]: https://github.com/sindresorhus
[Heiko August]: https://github.com/auge8472
[Nikolay Lisienko]: https://github.com/neor-ru
[Travis Odom]: https://github.com/Burstaholic
[Jeff Escalante]: https://github.com/jenius
[Pascal Hurni]: https://github.com/phurni
[Jiyin Yiyong]: https://github.com/jiyinyiyong
[Artem A. Klevtsov]: https://github.com/unikum
[Roman Shmatov]: https://github.com/shmatov
[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[Matt Diephouse]: https://github.com/mdiep


## Version 8.0

This new major release is quite a big overhaul bringing both new features and
some backwards incompatible changes. However, chances are that the majority of
users won't be affected by the latter: the basic scenario described in the
README is left intact.

Here's what did change in an incompatible way:

- We're now prefixing all classes located in [CSS classes reference][cr] with
  `hljs-`, by default, because some class names would collide with other
  people's stylesheets. If you were using an older version, you might still want
  the previous behavior, but still want to upgrade. To suppress this new
  behavior, you would initialize like so:

  ```html
  <script type="text/javascript">
    hljs.configure({classPrefix: ''});
    hljs.initHighlightingOnLoad();
  </script>
  ```

- `tabReplace` and `useBR` that were used in different places are also unified
  into the global options object and are to be set using `configure(options)`.
  This function is documented in our [API docs][]. Also note that these
  parameters are gone from `highlightBlock` and `fixMarkup` which are now also
  rely on `configure`.

- We removed public-facing (though undocumented) object `hljs.LANGUAGES` which
  was used to register languages with the library in favor of two new methods:
  `registerLanguage` and `getLanguage`. Both are documented in our [API docs][].

- Result returned from `highlight` and `highlightAuto` no longer contains two
  separate attributes contributing to relevance score, `relevance` and
  `keyword_count`. They are now unified in `relevance`.

Another technically compatible change that nonetheless might need attention:

- The structure of the NPM package was refactored, so if you had installed it
  locally, you'll have to update your paths. The usual `require('highlight.js')`
  works as before. This is contributed by [Dmitry Smolin][].

New features:

- Languages now can be recognized by multiple names like "js" for JavaScript or
  "html" for, well, HTML (which earlier insisted on calling it "xml"). These
  aliases can be specified in the class attribute of the code container in your
  HTML as well as in various API calls. For now there are only a few very common
  aliases but we'll expand it in the future. All of them are listed in the
  [class reference][cr].

- Language detection can now be restricted to a subset of languages relevant in
  a given context — a web page or even a single highlighting call. This is
  especially useful for node.js build that includes all the known languages.
  Another example is a StackOverflow-style site where users specify languages
  as tags rather than in the markdown-formatted code snippets. This is
  documented in the [API reference][] (see methods `highlightAuto` and
  `configure`).

- Language definition syntax streamlined with [variants][] and
  [beginKeywords][].

New languages and styles:

- *Oxygene* by [Carlo Kok][]
- *Mathematica* by [Daniel Kvasnička][]
- *Autohotkey* by [Seongwon Lee][]
- *Atelier* family of styles in 10 variants by [Bram de Haan][]
- *Paraíso* styles by [Jan T. Sott][]

Miscellaneous improvements:

- Highlighting `=>` prompts in Clojure.
- [Jeremy Hull][] fixed a lot of styles for consistency.
- Finally, highlighting PHP and HTML [mixed in peculiar ways][php-html].
- Objective C and C# now properly highlight titles in method definition.
- Big overhaul of relevance counting for a number of languages. Please do report
  bugs about mis-detection of non-trivial code snippets!

[API reference]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html

[cr]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/css-classes-reference.html
[api docs]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html
[variants]: https://groups.google.com/d/topic/highlightjs/VoGC9-1p5vk/discussion
[beginKeywords]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/commit/6c7fdea002eb3949577a85b3f7930137c7c3038d
[php-html]: https://twitter.com/highlightjs/status/408890903017689088

[Carlo Kok]: https://github.com/carlokok
[Bram de Haan]: https://github.com/atelierbram
[Daniel Kvasnička]: https://github.com/dkvasnicka
[Dmitry Smolin]: https://github.com/dimsmol
[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[Seongwon Lee]: https://github.com/dlimpid
[Jan T. Sott]: https://github.com/idleberg


## Version 7.5

A catch-up release dealing with some of the accumulated contributions. This one
is probably will be the last before the 8.0 which will be slightly backwards
incompatible regarding some advanced use-cases.

One outstanding change in this version is the addition of 6 languages to the
[hosted script][d]: Markdown, ObjectiveC, CoffeeScript, Apache, Nginx and
Makefile. It now weighs about 6K more but we're going to keep it under 30K.

New languages:

- OCaml by [Mehdi Dogguy][mehdid] and [Nicolas Braud-Santoni][nbraud]
- [LiveCode Server][lcs] by [Ralf Bitter][revig]
- Scilab by [Sylvestre Ledru][sylvestre]
- basic support for Makefile by [Ivan Sagalaev][isagalaev]

Improvements:

- Ruby's got support for characters like `?A`, `?1`, `?\012` etc. and `%r{..}`
  regexps.
- Clojure now allows a function call in the beginning of s-expressions
  `(($filter "myCount") (arr 1 2 3 4 5))`.
- Haskell's got new keywords and now recognizes more things like pragmas,
  preprocessors, modules, containers, FFIs etc. Thanks to [Zena Treep][treep]
  for the implementation and to [Jeremy Hull][sourrust] for guiding it.
- Miscellaneous fixes in PHP, Brainfuck, SCSS, Asciidoc, CMake, Python and F#.

[mehdid]: https://github.com/mehdid
[nbraud]: https://github.com/nbraud
[revig]: https://github.com/revig
[lcs]: http://livecode.com/developers/guides/server/
[sylvestre]: https://github.com/sylvestre
[isagalaev]: https://github.com/isagalaev
[treep]: https://github.com/treep
[sourrust]: https://github.com/sourrust
[d]: http://highlightjs.org/download/


## New core developers

The latest long period of almost complete inactivity in the project coincided
with growing interest to it led to a decision that now seems completely obvious:
we need more core developers.

So without further ado let me welcome to the core team two long-time
contributors: [Jeremy Hull][] and [Oleg
Efimov][].

Hope now we'll be able to work through stuff faster!

P.S. The historical commit is [here][1] for the record.

[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[Oleg Efimov]: https://github.com/sannis
[1]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/commit/f3056941bda56d2b72276b97bc0dd5f230f2473f


## Version 7.4

This long overdue version is a snapshot of the current source tree with all the
changes that happened during the past year. Sorry for taking so long!

Along with the changes in code highlight.js has finally got its new home at
<http://highlightjs.org/>, moving from its cradle on Software Maniacs which it
outgrew a long time ago. Be sure to report any bugs about the site to
<mailto:info@highlightjs.org>.

On to what's new…

New languages:

- Handlebars templates by [Robin Ward][]
- Oracle Rules Language by [Jason Jacobson][]
- F# by [Joans Follesø][]
- AsciiDoc and Haml by [Dan Allen][]
- Lasso by [Eric Knibbe][]
- SCSS by [Kurt Emch][]
- VB.NET by [Poren Chiang][]
- Mizar by [Kelley van Evert][]

[Robin Ward]: https://github.com/eviltrout
[Jason Jacobson]: https://github.com/jayce7
[Joans Follesø]: https://github.com/follesoe
[Dan Allen]: https://github.com/mojavelinux
[Eric Knibbe]: https://github.com/EricFromCanada
[Kurt Emch]: https://github.com/kemch
[Poren Chiang]: https://github.com/rschiang
[Kelley van Evert]: https://github.com/kelleyvanevert

New style themes:

- Monokai Sublime by [noformnocontent][]
- Railscasts by [Damien White][]
- Obsidian by [Alexander Marenin][]
- Docco by [Simon Madine][]
- Mono Blue by [Ivan Sagalaev][] (uses a single color hue for everything)
- Foundation by [Dan Allen][]

[noformnocontent]: http://nn.mit-license.org/
[Damien White]: https://github.com/visoft
[Alexander Marenin]: https://github.com/ioncreature
[Simon Madine]: https://github.com/thingsinjars
[Ivan Sagalaev]: https://github.com/isagalaev

Other notable changes:

- Corrected many corner cases in CSS.
- Dropped Python 2 version of the build tool.
- Implemented building for the AMD format.
- Updated Rust keywords (thanks to [Dmitry Medvinsky][]).
- Literal regexes can now be used in language definitions.
- CoffeeScript highlighting is now significantly more robust and rich due to
  input from [Cédric Néhémie][].

[Dmitry Medvinsky]: https://github.com/dmedvinsky
[Cédric Néhémie]: https://github.com/abe33


## Version 7.3

- Since this version highlight.js no longer works in IE version 8 and older.
  It's made it possible to reduce the library size and dramatically improve code
  readability and made it easier to maintain. Time to go forward!

- New languages: AppleScript (by [Nathan Grigg][ng] and [Dr. Drang][dd]) and
  Brainfuck (by [Evgeny Stepanischev][bolk]).

- Improvements to existing languages:

    - interpreter prompt in Python (`>>>` and `...`)
    - @-properties and classes in CoffeeScript
    - E4X in JavaScript (by [Oleg Efimov][oe])
    - new keywords in Perl (by [Kirk Kimmel][kk])
    - big Ruby syntax update (by [Vasily Polovnyov][vast])
    - small fixes in Bash

- Also Oleg Efimov did a great job of moving all the docs for language and style
  developers and contributors from the old wiki under the source code in the
  "docs" directory. Now these docs are nicely presented at
  <http://highlightjs.readthedocs.org/>.

[ng]: https://github.com/nathan11g
[dd]: https://github.com/drdrang
[bolk]: https://github.com/bolknote
[oe]: https://github.com/Sannis
[kk]: https://github.com/kimmel
[vast]: https://github.com/vast


## Version 7.2

A regular bug-fix release without any significant new features. Enjoy!


## Version 7.1

A Summer crop:

- [Marc Fornos][mf] made the definition for Clojure along with the matching
  style Rainbow (which, of course, works for other languages too).
- CoffeeScript support continues to improve getting support for regular
  expressions.
- Yoshihide Jimbo ported to highlight.js [five Tomorrow styles][tm] from the
  [project by Chris Kempson][tm0].
- Thanks to [Casey Duncun][cd] the library can now be built in the popular
  [AMD format][amd].
- And last but not least, we've got a fair number of correctness and consistency
  fixes, including a pretty significant refactoring of Ruby.

[mf]: https://github.com/mfornos
[tm]: http://jmblog.github.com/color-themes-for-highlightjs/
[tm0]: https://github.com/ChrisKempson/Tomorrow-Theme
[cd]: https://github.com/caseman
[amd]: http://requirejs.org/docs/whyamd.html


## Version 7.0

The reason for the new major version update is a global change of keyword syntax
which resulted in the library getting smaller once again. For example, the
hosted build is 2K less than at the previous version while supporting two new
languages.

Notable changes:

- The library now works not only in a browser but also with [node.js][]. It is
  installable with `npm install highlight.js`. [API][] docs are available on our
  wiki.

- The new unique feature (apparently) among syntax highlighters is highlighting
  *HTTP* headers and an arbitrary language in the request body. The most useful
  languages here are *XML* and *JSON* both of which highlight.js does support.
  Here's [the detailed post][p] about the feature.

- Two new style themes: a dark "south" *[Pojoaque][]* by Jason Tate and an
  emulation of*XCode* IDE by [Angel Olloqui][ao].

- Three new languages: *D* by [Aleksandar Ružičić][ar], *R* by [Joe Cheng][jc]
  and *GLSL* by [Sergey Tikhomirov][st].

- *Nginx* syntax has become a million times smaller and more universal thanks to
  remaking it in a more generic manner that doesn't require listing all the
  directives in the known universe.

- Function titles are now highlighted in *PHP*.

- *Haskell* and *VHDL* were significantly reworked to be more rich and correct
  by their respective maintainers [Jeremy Hull][sr] and [Igor Kalnitsky][ik].

And last but not least, many bugs have been fixed around correctness and
language detection.

Overall highlight.js currently supports 51 languages and 20 style themes.

[node.js]: http://nodejs.org/
[api]: http://softwaremaniacs.org/wiki/doku.php/highlight.js:api
[p]: http://softwaremaniacs.org/blog/2012/05/10/http-and-json-in-highlight-js/en/
[pojoaque]: http://web-cms-designs.com/ftopict-10-pojoaque-style-for-highlight-js-code-highlighter.html
[ao]: https://github.com/angelolloqui
[ar]: https://github.com/raleksandar
[jc]: https://github.com/jcheng5
[st]: https://github.com/tikhomirov
[sr]: https://github.com/sourrust
[ik]: https://github.com/ikalnitsky


## Version 6.2

A lot of things happened in highlight.js since the last version! We've got nine
new contributors, the discussion group came alive, and the main branch on GitHub
now counts more than 350 followers. Here are most significant results coming
from all this activity:

- 5 (five!) new languages: Rust, ActionScript, CoffeeScript, MatLab and
  experimental support for markdown. Thanks go to [Andrey Vlasovskikh][av],
  [Alexander Myadzel][am], [Dmytrii Nagirniak][dn], [Oleg Efimov][oe], [Denis
  Bardadym][db] and [John Crepezzi][jc].

- 2 new style themes: Monokai by [Luigi Maselli][lm] and stylistic imitation of
  another well-known highlighter Google Code Prettify by [Aahan Krish][ak].

- A vast number of [correctness fixes and code refactorings][log], mostly made
  by [Oleg Efimov][oe] and [Evgeny Stepanischev][es].

[av]: https://github.com/vlasovskikh
[am]: https://github.com/myadzel
[dn]: https://github.com/dnagir
[oe]: https://github.com/Sannis
[db]: https://github.com/btd
[jc]: https://github.com/seejohnrun
[lm]: http://grigio.org/
[ak]: https://github.com/geekpanth3r
[es]: https://github.com/bolknote
[log]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/commits/


## Version 6.1 — Solarized

[Jeremy Hull][jh] has implemented my dream feature — a port of [Solarized][]
style theme famous for being based on the intricate color theory to achieve
correct contrast and color perception. It is now available for highlight.js in
both variants — light and dark.

This version also adds a new original style Arta. Its author pumbur maintains a
[heavily modified fork of highlight.js][pb] on GitHub.

[jh]: https://github.com/sourrust
[solarized]: http://ethanschoonover.com/solarized
[pb]: https://github.com/pumbur/highlight.js


## Version 6.0

New major version of the highlighter has been built on a significantly
refactored syntax. Due to this it's even smaller than the previous one while
supporting more languages!

New languages are:

- Haskell by [Jeremy Hull][sourrust]
- Erlang in two varieties — module and REPL — made collectively by [Nikolay
  Zakharov][desh], [Dmitry Kovega][arhibot] and [Sergey Ignatov][ignatov]
- Objective C by [Valerii Hiora][vhbit]
- Vala by [Antono Vasiljev][antono]
- Go by [Stephan Kountso][steplg]

[sourrust]: https://github.com/sourrust
[desh]: http://desh.su/
[arhibot]: https://github.com/arhibot
[ignatov]: https://github.com/ignatov
[vhbit]: https://github.com/vhbit
[antono]: https://github.com/antono
[steplg]: https://github.com/steplg

Also this version is marginally faster and fixes a number of small long-standing
bugs.

Developer overview of the new language syntax is available in a [blog post about
recent beta release][beta].

[beta]: http://softwaremaniacs.org/blog/2011/04/25/highlight-js-60-beta/en/

P.S. New version is not yet available on a Yandex CDN, so for now you have to
download [your own copy][d].

[d]: /soft/highlight/en/download/


## Version 5.14

Fixed bugs in HTML/XML detection and relevance introduced in previous
refactoring.

Also test.html now shows the second best result of language detection by
relevance.


## Version 5.13

Past weekend began with a couple of simple additions for existing languages but
ended up in a big code refactoring bringing along nice improvements for language
developers.

### For users

- Description of C++ has got new keywords from the upcoming [C++ 0x][] standard.
- Description of HTML has got new tags from [HTML 5][].
- CSS-styles have been unified to use consistent padding and also have lost
  pop-outs with names of detected languages.
- [Igor Kalnitsky][ik] has sent two new language descriptions: CMake & VHDL.

This makes total number of languages supported by highlight.js to reach 35.

Bug fixes:

- Custom classes on `<pre>` tags are not being overridden anymore
- More correct highlighting of code blocks inside non-`<pre>` containers:
  highlighter now doesn't insist on replacing them with its own container and
  just replaces the contents.
- Small fixes in browser compatibility and heuristics.

[c++ 0x]: http://ru.wikipedia.org/wiki/C%2B%2B0x
[html 5]: http://en.wikipedia.org/wiki/HTML5
[ik]: http://kalnitsky.org.ua/

### For developers

The most significant change is the ability to include language submodes right
under `contains` instead of defining explicit named submodes in the main array:

    contains: [
      'string',
      'number',
      {begin: '\\n', end: hljs.IMMEDIATE_RE}
    ]

This is useful for auxiliary modes needed only in one place to define parsing.
Note that such modes often don't have `className` and hence won't generate a
separate `<span>` in the resulting markup. This is similar in effect to
`noMarkup: true`. All existing languages have been refactored accordingly.

Test file test.html has at last become a real test. Now it not only puts the
detected language name under the code snippet but also tests if it matches the
expected one. Test summary is displayed right above all language snippets.


## CDN

Fine people at [Yandex][] agreed to host highlight.js on their big fast servers.
[Link up][l]!

[yandex]: http://yandex.com/
[l]: http://softwaremaniacs.org/soft/highlight/en/download/


## Version 5.10 — "Paris".

Though I'm on a vacation in Paris, I decided to release a new version with a
couple of small fixes:

- Tomas Vitvar discovered that TAB replacement doesn't always work when used
  with custom markup in code
- SQL parsing is even more rigid now and doesn't step over SmallTalk in tests


## Version 5.9

A long-awaited version is finally released.

New languages:

- Andrew Fedorov made a definition for Lua
- a long-time highlight.js contributor [Peter Leonov][pl] made a definition for
  Nginx config
- [Vladimir Moskva][vm] made a definition for TeX

[pl]: http://kung-fu-tzu.ru/
[vm]: http://fulc.ru/

Fixes for existing languages:

- [Loren Segal][ls] reworked the Ruby definition and added highlighting for
  [YARD][] inline documentation
- the definition of SQL has become more solid and now it shouldn't be overly
  greedy when it comes to language detection

[ls]: http://gnuu.org/
[yard]: http://yardoc.org/

The highlighter has become more usable as a library allowing to do highlighting
from initialization code of JS frameworks and in ajax methods (see.
readme.eng.txt).

Also this version drops support for the [WordPress][wp] plugin. Everyone is
welcome to [pick up its maintenance][p] if needed.

[wp]: http://wordpress.org/
[p]: http://bazaar.launchpad.net/~isagalaev/+junk/highlight/annotate/342/src/wp_highlight.js.php


## Version 5.8

- Jan Berkel has contributed a definition for Scala. +1 to hotness!
- All CSS-styles are rewritten to work only inside `<pre>` tags to avoid
  conflicts with host site styles.


## Version 5.7.

Fixed escaping of quotes in VBScript strings.


## Version 5.5

This version brings a small change: now .ini-files allow digits, underscores and
square brackets in key names.


## Version 5.4

Fixed small but upsetting bug in the packer which caused incorrect highlighting
of explicitly specified languages. Thanks to Andrew Fedorov for precise
diagnostics!


## Version 5.3

The version to fulfil old promises.

The most significant change is that highlight.js now preserves custom user
markup in code along with its own highlighting markup. This means that now it's
possible to use, say, links in code. Thanks to [Vladimir Dolzhenko][vd] for the
[initial proposal][1] and for making a proof-of-concept patch.

Also in this version:

- [Vasily Polovnyov][vp] has sent a GitHub-like style and has implemented
  support for CSS @-rules and Ruby symbols.
- Yura Zaripov has sent two styles: Brown Paper and School Book.
- Oleg Volchkov has sent a definition for [Parser 3][p3].

[1]: http://softwaremaniacs.org/forum/highlightjs/6612/
[p3]: http://www.parser.ru/
[vp]: http://vasily.polovnyov.ru/
[vd]: http://dolzhenko.blogspot.com/


## Version 5.2

- at last it's possible to replace indentation TABs with something sensible
  (e.g. 2 or 4 spaces)
- new keywords and built-ins for 1C by Sergey Baranov
- a couple of small fixes to Apache highlighting


## Version 5.1

This is one of those nice version consisting entirely of new and shiny
contributions!

- [Vladimir Ermakov][vooon] created highlighting for AVR Assembler
- [Ruslan Keba][rukeba] created highlighting for Apache config file. Also his
  original visual style for it is now available for all highlight.js languages
  under the name "Magula".
- [Shuen-Huei Guan][drake] (aka Drake) sent new keywords for RenderMan
  languages. Also thanks go to [Konstantin Evdokimenko][ke] for his advice on
  the matter.

[vooon]: http://vehq.ru/about/
[rukeba]: http://rukeba.com/
[drake]: http://drakeguan.org/
[ke]: http://k-evdokimenko.moikrug.ru/


## Version 5.0

The main change in the new major version of highlight.js is a mechanism for
packing several languages along with the library itself into a single compressed
file. Now sites using several languages will load considerably faster because
the library won't dynamically include additional files while loading.

Also this version fixes a long-standing bug with Javascript highlighting that
couldn't distinguish between regular expressions and division operations.

And as usually there were a couple of minor correctness fixes.

Great thanks to all contributors! Keep using highlight.js.


## Version 4.3

This version comes with two contributions from [Jason Diamond][jd]:

- language definition for C# (yes! it was a long-missed thing!)
- Visual Studio-like highlighting style

Plus there are a couple of minor bug fixes for parsing HTML and XML attributes.

[jd]: http://jason.diamond.name/weblog/


## Version 4.2

The biggest news is highlighting for Lisp, courtesy of Vasily Polovnyov. It's
somewhat experimental meaning that for highlighting "keywords" it doesn't use
any pre-defined set of a Lisp dialect. Instead it tries to highlight first word
in parentheses wherever it makes sense. I'd like to ask people programming in
Lisp to confirm if it's a good idea and send feedback to [the forum][f].

Other changes:

- Smalltalk was excluded from DEFAULT_LANGUAGES to save traffic
- [Vladimir Epifanov][voldmar] has implemented javascript style switcher for
  test.html
- comments now allowed inside Ruby function definition
- [MEL][] language from [Shuen-Huei Guan][drake]
- whitespace now allowed between `<pre>` and `<code>`
- better auto-detection of C++ and PHP
- HTML allows embedded VBScript (`<% .. %>`)

[f]: http://softwaremaniacs.org/forum/highlightjs/
[voldmar]: http://voldmar.ya.ru/
[mel]: http://en.wikipedia.org/wiki/Maya_Embedded_Language
[drake]: http://drakeguan.org/


## Version 4.1

Languages:

- Bash from Vah
- DOS bat-files from Alexander Makarov (Sam)
- Diff files from Vasily Polovnyov
- Ini files from myself though initial idea was from Sam

Styles:

- Zenburn from Vladimir Epifanov, this is an imitation of a
  [well-known theme for Vim][zenburn].
- Ascetic from myself, as a realization of ideals of non-flashy highlighting:
  just one color in only three gradations :-)

In other news. [One small bug][bug] was fixed, built-in keywords were added for
Python and C++ which improved auto-detection for the latter (it was shame that
[my wife's blog][alenacpp] had issues with it from time to time). And lastly
thanks go to Sam for getting rid of my stylistic comments in code that were
getting in the way of [JSMin][].

[zenburn]: http://en.wikipedia.org/wiki/Zenburn
[alenacpp]: http://alenacpp.blogspot.com/
[bug]: http://softwaremaniacs.org/forum/viewtopic.php?id=1823
[jsmin]: http://code.google.com/p/jsmin-php/


## Version 4.0

New major version is a result of vast refactoring and of many contributions.

Visible new features:

- Highlighting of embedded languages. Currently is implemented highlighting of
  Javascript and CSS inside HTML.
- Bundled 5 ready-made style themes!

Invisible new features:

- Highlight.js no longer pollutes global namespace. Only one object and one
  function for backward compatibility.
- Performance is further increased by about 15%.

Changing of a major version number caused by a new format of language definition
files. If you use some third-party language files they should be updated.


## Version 3.5

A very nice version in my opinion fixing a number of small bugs and slightly
increased speed in a couple of corner cases. Thanks to everybody who reports
bugs in he [forum][f] and by email!

There is also a new language — XML. A custom XML formerly was detected as HTML
and didn't highlight custom tags. In this version I tried to make custom XML to
be detected and highlighted by its own rules. Which by the way include such
things as CDATA sections and processing instructions (`<? ... ?>`).

[f]: http://softwaremaniacs.org/forum/viewforum.php?id=6


## Version 3.3

[Vladimir Gubarkov][xonix] has provided an interesting and useful addition.
File export.html contains a little program that shows and allows to copy and
paste an HTML code generated by the highlighter for any code snippet. This can
be useful in situations when one can't use the script itself on a site.


[xonix]: http://xonixx.blogspot.com/


## Version 3.2 consists completely of contributions:

- Vladimir Gubarkov has described SmallTalk
- Yuri Ivanov has described 1C
- Peter Leonov has packaged the highlighter as a Firefox extension
- Vladimir Ermakov has compiled a mod for phpBB

Many thanks to you all!


## Version 3.1

Three new languages are available: Django templates, SQL and Axapta. The latter
two are sent by [Dmitri Roudakov][1]. However I've almost entirely rewrote an
SQL definition but I'd never started it be it from the ground up :-)

The engine itself has got a long awaited feature of grouping keywords
("keyword", "built-in function", "literal"). No more hacks!

[1]: http://roudakov.ru/


## Version 3.0

It is major mainly because now highlight.js has grown large and has become
modular. Now when you pass it a list of languages to highlight it will
dynamically load into a browser only those languages.

Also:

- Konstantin Evdokimenko of [RibKit][] project has created a highlighting for
  RenderMan Shading Language and RenderMan Interface Bytestream. Yay for more
  languages!
- Heuristics for C++ and HTML got better.
- I've implemented (at last) a correct handling of backslash escapes in C-like
  languages.

There is also a small backwards incompatible change in the new version. The
function initHighlighting that was used to initialize highlighting instead of
initHighlightingOnLoad a long time ago no longer works. If you by chance still
use it — replace it with the new one.

[RibKit]: http://ribkit.sourceforge.net/


## Version 2.9

Highlight.js is a parser, not just a couple of regular expressions. That said
I'm glad to announce that in the new version 2.9 has support for:

- in-string substitutions for Ruby -- `#{...}`
- strings from from numeric symbol codes (like #XX) for Delphi


## Version 2.8

A maintenance release with more tuned heuristics. Fully backwards compatible.


## Version 2.7

- Nikita Ledyaev presents highlighting for VBScript, yay!
- A couple of bugs with escaping in strings were fixed thanks to Mickle
- Ongoing tuning of heuristics

Fixed bugs were rather unpleasant so I encourage everyone to upgrade!


## Version 2.4

- Peter Leonov provides another improved highlighting for Perl
- Javascript gets a new kind of keywords — "literals". These are the words
  "true", "false" and "null"

Also highlight.js homepage now lists sites that use the library. Feel free to
add your site by [dropping me a message][mail] until I find the time to build a
submit form.

[mail]: mailto:Maniac@SoftwareManiacs.Org


## Version 2.3

This version fixes IE breakage in previous version. My apologies to all who have
already downloaded that one!


## Version 2.2

- added highlighting for Javascript
- at last fixed parsing of Delphi's escaped apostrophes in strings
- in Ruby fixed highlighting of keywords 'def' and 'class', same for 'sub' in
  Perl


## Version 2.0

- Ruby support by [Anton Kovalyov][ak]
- speed increased by orders of magnitude due to new way of parsing
- this same way allows now correct highlighting of keywords in some tricky
  places (like keyword "End" at the end of Delphi classes)

[ak]: http://anton.kovalyov.net/


## Version 1.0

Version 1.0 of javascript syntax highlighter is released!

It's the first version available with English description. Feel free to post
your comments and question to [highlight.js forum][forum]. And don't be afraid
if you find there some fancy Cyrillic letters -- it's for Russian users too :-)

[forum]: http://softwaremaniacs.org/forum/viewforum.php?id=6
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# Highlight.js

[![Build Status](https://travis-ci.org/isagalaev/highlight.js.svg?branch=master)](https://travis-ci.org/isagalaev/highlight.js)

Highlight.js is a syntax highlighter written in JavaScript. It works in the
browser as well as on the server. It works with pretty much any markup,
doesn't depend on any framework and has automatic language detection.


## Getting Started

The bare minimum for using highlight.js on a web page is linking to the library
along with one of the styles and calling [`initHighlightingOnLoad`][1]:

```html
<link rel="stylesheet" href="/path/to/styles/default.css">
<script src="/path/to/highlight.pack.js"></script>
<script>hljs.initHighlightingOnLoad();</script>
```

This will find and highlight code inside of `<pre><code>` tags trying to detect
the language automatically. If automatic detection doesn't work for you, you can
specify the language in the class attribute:

```html
<pre><code class="html">...</code></pre>
```

The list of supported language classes is available in the [class reference][8].
Classes can also be prefixed with either `language-` or `lang-`.

To disable highlighting altogether use the `nohighlight` class:

```html
<pre><code class="nohighlight">...</code></pre>
```

## Custom Initialization

When you need a bit more control over the initialization of
highlight.js, you can use the [`highlightBlock`][2] and [`configure`][3]
functions. This allows you to control *what* to highlight and *when*.

Here's an equivalent way to calling [`initHighlightingOnLoad`][1] using jQuery:

```javascript
$(document).ready(function() {
  $('pre code').each(function(i, block) {
    hljs.highlightBlock(block);
  });
});
```

You can use any tags instead of `<pre><code>` to mark up your code. If you don't
use a container that preserve line breaks you will need to configure
highlight.js to use the `<br>` tag:

```javascript
hljs.configure({useBR: true});

$('div.code').each(function(i, block) {
  hljs.highlightBlock(block);
});
```

For other options refer to the documentation for [`configure`][3].


## Getting the Library

You can get highlight.js as a hosted or custom-build browser script or as a
server module. Head over to the [download page][4] for all the options.

Note, that the library is not supposed to work straight from the source on
GitHub, it requires building. If none of the pre-packaged options work for you
refer to the [building documentation][5].


## License

Highlight.js is released under the BSD License. See [LICENSE][10] file for
details.


## Links

The official site for the library is at <https://highlightjs.org/>.

Further in-depth documentation for the API and other topics is at
<http://highlightjs.readthedocs.org/>.

Authors and contributors are listed in the [AUTHORS.en.txt][9] file.

[1]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#inithighlightingonload
[2]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#highlightblock-block
[3]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#configure-options
[4]: https://highlightjs.org/download/
[5]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/building-testing.html
[8]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/css-classes-reference.html
[9]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/blob/master/AUTHORS.en.txt
[10]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/blob/master/LICENSE
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/*! highlight.js v9.2.0 | BSD3 License | git.io/hljslicense */
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OEBPS/Common_Content/scripts/highlight.js/LICENSE
Copyright (c) 2006, Ivan Sagalaev
All rights reserved.
Redistribution and use in source and binary forms, with or without
modification, are permitted provided that the following conditions are met:

    * Redistributions of source code must retain the above copyright
      notice, this list of conditions and the following disclaimer.
    * Redistributions in binary form must reproduce the above copyright
      notice, this list of conditions and the following disclaimer in the
      documentation and/or other materials provided with the distribution.
    * Neither the name of highlight.js nor the names of its contributors 
      may be used to endorse or promote products derived from this software 
      without specific prior written permission.

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE REGENTS AND CONTRIBUTORS ``AS IS'' AND ANY
EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE
DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE REGENTS AND CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY
DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES
(INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES;
LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND
ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT
(INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS
SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.
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OEBPS/Common_Content/scripts/utils.js
var work = 1;

function pop(entity) {
	if(entity) {
		var my_parent = entity.parentNode;
		var my_class = my_parent.className;
		my_parent.className = my_class.replace(/popper/,"popped");
	}
}
function unpop(entity) {
	if(entity) {
		var my_parent = entity.parentNode;
		var my_class = my_parent.className;
		my_parent.className = my_class.replace(/popped/,"popper");
	}
}

function siblings(entity){
	var r = [];
	for ( var n = entity.parentNode.firstChild; n; n = n.nextSibling ) 
		if ( n.nodeType == 1 && n != entity)
			r.push( n );		
	return r;
}

/* This activates an element and deactivates all it's siblings */
function activateElement(id) {
	var entity = document.getElementById(id);
	if(entity.className.indexOf("active") == -1) {
		entity.className = entity.className + " active";
	}
	var sibs = siblings(entity);

	for(var i=0; i < sibs.length; i++) {
		if(sibs[i].className.indexOf("active") != -1) {
			deactivateElement(sibs[i]);
		}
	}
}

function deactivateElement(entity) {
	if(entity.className.indexOf("active") != -1) {
		 entity.className = entity.className.replace(/[ ]*active/, '');
	}
}

function getCookie(name) {
	var name_c = window.location.hostname + '-' + name;

	if(document.cookie) {
		var cookies = document.cookie.split(/ *; */);
		for(var i=0; i < cookies.length; i++) {
			var current_c = cookies[i].split("=");
			if(current_c[0] == name_c) {
				return(current_c[1]);
				break;
			}
		}
	}
	return('');
}

function setCookie(name, value, expires, path) {
	name = window.location.hostname + '-' + name;

	var curCookie = name + "=" + value + 
		((expires) ? ";expires=" + expires.toGMTString() : "") + 
		((path) ? ";path=" + path : "");
	document.cookie = curCookie; 
}

function setDefLangCookie(entity) {
	setCookie('switchery', entity.options[entity.selectedIndex].value, '', '/');
}

function initSwitchery() {
	var divs = document.getElementsByTagName('div');
	for(i in divs) {
		if(typeof(divs[i].className) != 'undefined' && divs[i].className.indexOf("switchery") != -1) {
			var lang = getCookie('switchery');
			if(lang != '') {
				var entity = document.getElementById(divs[i].id + '-' + lang);
				if(entity) {
					entity.onclick();
					entity.parentNode.lastChild.value = lang;
				} else {
					divs[i].firstChild.firstChild.onclick();
				}
			} else {
				divs[i].firstChild.firstChild.onclick();
			}
		}
	}

}

function showhide(id) {
	if(work) {
		work = 0;
		var entity = document.getElementById(id);
		if(entity) {
			var my_class = entity.className;
			if(my_class.indexOf("hidden") != -1) {
				entity.className = my_class.replace(/hidden/,"visible");
			}
			else if(my_class.indexOf("visible") != -1) {
				entity.className = my_class.replace(/visible/,"hidden");
			}
		}
	}

	return false;
}

function hide(id) {
	if(work) {
		work = 0;
		var entity = document.getElementById(id);
		if(entity) {
			var my_class = entity.className;
			if(my_class.indexOf("visible") != -1) {
				entity.className = my_class.replace(/visible/,"hidden");
			}
		}
	} else {
		work=1;
	}
}

var preventReset = 0;

function dehighlightTarget(entity) {
	if(preventReset == 0 && entity) {
		var id = entity.href;
		if(id.indexOf("#") != -1) {
			id = id.substr(id.indexOf('#')+1);
		}
		var target = document.getElementById(id);
		if(target) {
			deactivateElement(target);
		}
		}
}

function highlightTarget(entity, norefresh) {
	if(entity) {
		var id = entity.href;
		if(id.indexOf("#") != -1) {
			id = id.substr(id.indexOf('#')+1);
		}
		activateElement(id);
		preventReset = 0;
	} 
	if(norefresh == 1) {
		preventReset=1;
	}
}
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